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令和４年裾野市議会９月定例会 

 予算決算委員会 総務分科会（決算審査） 

 令和４年８月２９日（月）、８月３０日（火） 

 

８月２９日（月）市長戦略部 財政課    ・・・・・・  ２ 

秘書課    ・・・・・・ １６ 

戦略推進課  ・・・・・・ ２３ 

情報発信課  ・・・・・・ ３７ 

渉外課    ・・・・・・ ４７ 

総務部   税務課    ・・・・・・ ５４ 

      人事課    ・・・・・・ ６０ 

      行政課    ・・・・・・ ７６ 

検査監   ・・・・・・・・・・・・・ ８７ 

 

 

８月３０日（火）環境市民部 深良、富岡、須山支所・・・・９０ 

                コミュニティ課   ・・・・９９ 

                市民課    ・・・・・・１１１ 

危機管理課  ・・・・・・１１８ 

生活環境課  ・・・・・・１３４ 

                美化センター ・・・・・・１４１ 

議会事務局 ・・・・・・・・・・・・・１４９ 

          監査委員事務局 ・・・・・・・・・・・１５０ 

          出納課   ・・・・・・・・・・・・・１５２ 

 

 

自由討議  ・・・・・・・・・・・・・１５４ 
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裾野市議会予算決算委員会総務分科会 令和４年８月２９日（月） 

 

                       ９時00分 開会 

 

〇委員長（三富美代子） おはようございます。ただいまから、本日の会議を開きま

す。 

  本日の日程はお手元に配付のとおりであります。 

  これより、予算決算委員会に付託され、総務分科会に割り振られました認定第１

号 令和３年度裾野市一般会計歳入歳出決算の認定についてのうちの関係部分、認

定第５号 令和３年度裾野市土地取得特別会計歳入歳出決算の認定について、認定

第６号 令和３年度裾野市墓地事業特別会計歳入歳出決算の認定についての審査を

行います。 

  審査の方法は、各課単位で行い、それぞれ当局の説明を求めてから質疑に入りた

いと思います。 

  質疑の後、意見を伺います。 

  これにご異議ありませんか。 

            （「異議なし」の声あり） 

〇委員長（三富美代子） ご異議ありませんので、そのようにいたします。 

  ここで、各委員に申し上げます。質疑は一問一答方式で、要点を明確に、簡潔な

質疑をお願いいたします。 

  意見につきましても、要点を明確に、簡潔にお願いいたします。 

  次に、分科会外委員の発言の許否についてお諮りいたします。 

  質疑、意見について、分科会外委員から発言の申出があった場合には、委員長が

その発言の許否を定めたいと思います。 

これにご異議ありませんか。 

            （「異議なし」の声あり） 

〇委員長（三富美代子） ご異議ありませんので、そのようにいたします。 

  なお、分科会外委員の発言は、本委員の発言終了後といたします。 

  また、発言の際には録音の関係上、必ずマイクをご使用願います。 

 

市長戦略部 

財政課（１号） 

〇委員長（三富美代子） 財政課長の説明は終わりました。質疑に入ります。 

  質疑はありませんか。 

  木村委員。 

〇委員（木村典由） お願いします。37ページになります。調書のほうです。財政調

整基金のところなのですけれども、令和３年度の残高が35億3,600万円ほどになって
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います。裾野市行財政構造改革第２期計画の財政の見通しでは、令和３年度の財調

の見通しが27億8,829万2,000円と示されております。見通しからすると７億7,000万

円ほど減っているというか、少なく済んだというところなのですけれども、その要

因みたいなものがあれば教えてください。 

〇委員長（三富美代子） 財政課長。 

〇財政課長 要因につきましては、交付税等の歳入予定が当初よりも多く入ってきた

こと、それから歳出抑制を図った関係で取崩額が少なく済んだことによるものでご

ざいます。 

以上です。 

〇委員長（三富美代子） 木村委員。 

〇委員（木村典由） はい、分かりました。残るということは非常にいいことだと思

うので、頑張っていただけたのだなと思っております。 

  もう一点なのですけれども、令和３年度が第１期行財政構造改革の締めというこ

とだと思いますけれども、第１期行財政構造改革の成果をどのようにお考えか教え

てください。 

〇委員長（三富美代子） 財政課長。 

〇財政課長 暫時休憩願います。 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

                       ９時19分 休憩 

 

                       ９時20分 再開 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

  財政課長。 

〇財政課長 第１期の取組の評価につきましては、事業費の削減、６億円以上の削減

を行っています。ただし、扶助費等、増額等がされておりますので、基本的にはこ

れからも歳出削減については取り組んでいくということになろうかと思います。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） ほかに質疑はありませんか。 

  杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） よろしくお願いします。総合計画の中で、たゆまない行財政構

造改革の推進というところがあるかと思うのですけれども、令和３年度のその取組

の中で、特に力を注いだところ、改善したところ等ありましたらお願いいたします。 

〇委員長（三富美代子） 財政課長。 

〇財政課長 財政課としましては、昨年行政改革の推進本部、それからＰＴ、プロジ

ェクトチームという中で事業費の見直し、そういったものに取り組んでまいりまし

た。 

  以上でございます。 
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〇委員長（三富美代子） 杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） 事業費の見直し等、様々取り組んだということは分かりました。

その中で、特段財政課のほうから指示事項、あるいは注意事項という形で各課に対

して、こういった観点でお願いしますといった、さらに進めるための何かというの

はありますでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 財政課長。 

〇財政課長 財政課というよりは、むしろ行政改革課が主導しておりましたので、行

政改革推進本部として、令和３年度当年度予算であっても執行の合理化、効率化を

求めたものでございます。 

  以上でございます。 

〇委員長（三富美代子） 杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） 分かりました。 

  暫時休憩お願いします。 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

                       ９時22分 休憩 

 

                       ９時23分 再開 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

  杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） 総合計画のほうになります。起債発行、発行する起債の抑制と

いうところの項目があります。令和３年度におきまして、その観点でどのような取

組等があったか、お願いいたします。 

〇委員長（三富美代子） 財政課長。 

〇財政課長 起債につきましては、公債費の伸びが大分多くなっております。そうい

った中で、今後ある程度抑制を図っていかないと、財政規模が縮小しておりますの

で、償還が困難になる可能性もありますので、その辺はバランスを取りながら、事

業に合わせて起債のほうを検討しているという状況でございます。 

  以上でございます。 

〇委員長（三富美代子） 杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） 分かりました。 

  あと調書のほうになります。５ページの総括的なページをちょっと見ていただき

たいと思うのですが、今回補正が18回ということで、非常に多い回数になっていま

す。うち専決分も入っているので、そういった意味だと例年と余り変わっていない

と言えば変わっていないかもしれないですけれども、この回数、多かった回数とい

うものに対して、財政課としてどのように捉えているかお願いします。 

  ちょっと暫時休憩お願いします。 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 
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                       ９時24分 休憩 

 

                       ９時25分 再開 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

  財政課長。 

〇財政課長 回数ごとに紙で資料のほうを配付、予算書、資料を配付しております。

可能であれば、今後データで配付のほうをさせていただきますと、非常に効率化が

図れるものと考えております。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） 杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） 内容については理解いたしました。 

  取りあえず一旦ここで終わります。 

〇委員長（三富美代子） ほかに質疑はありませんか。 

  内藤委員。 

〇委員（内藤法子） それでは、１点だけ。30ページの経常収支比率なのですけれど

も、93.4％になりました。ですが、原資補填債とか、臨時財政対策債を経常一般財

源から引いた場合は98.0％です。これをどのように評価しているか伺います。 

〇委員長（三富美代子） 財政課長。 

〇財政課長 比率につきましては、昨年、その前、近年の中では減少傾向には転じて

いると捉えることもできますが、比率につきましては県内でもやはり高い部類にな

っておりますので、今後も動きは注意していかなければならないと考えております。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） 内藤委員。 

〇委員（内藤法子） 県内で高い部類という、かなりこれでは財政が膠着化している

という状況になるのですけれども、目指すところはどれぐらいを目指しているとい

う目標はありますか。 

〇委員長（三富美代子） 財政課長。 

〇財政課長 財政課としましては、要は予算の柔軟化を図る上では比率は低いほうが

よろしいかと考えておりますが、ただし、市の発展に資するような投資の部分、そ

れは当然起債を起こしていきますので、やはりその辺につきましては市長の下、取

り組んでまいりたいと考えております。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） 内藤委員。 

〇委員（内藤法子） その趣旨分かりました。改善するためのポイントが１つあると

すれば、どこを重視すれば改善ができると思いますか。 

〇委員長（三富美代子） 財政課長。 

〇財政課長 事業を各年度打ち込んでいく中で、取り組んでいく中で、やはり将来的
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10年、15年スパンを考えた上で事業計画を、特に公共投資については考えていった

ほうがよろしいのではないかとは考えております。 

〇委員（内藤法子） 終わります。 

〇委員長（三富美代子） ほかに質疑はありませんか。 

  賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） お願いいたします。令和３年度の予算を上程するタイミングで

財政非常事態宣言が発令されました。そのときの理由というのが３点ありました。 

  暫時休憩してください。 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

                       ９時28分 休憩 

 

                       ９時29分 再開 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

  賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 理由で幾つかありました３点目、国への補助申請等が令和３年

度当初から始まるということで、非常事態宣言を出したという経緯がありますが、

３年度中に国等への申請で変更された点というのは何かありますか。 

〇委員長（三富美代子） 財政課長。 

〇財政課長 昨年の取組の中では、起債をある程度抑制したいというものがございま

して、早い段階で、特に建設系の部に対しまして、年間の起債の枠はこの程度で抑

えてもらいたいというのは示しております。その中で、県、国を通じて要望を上げ

ていく中で、早い段階である程度次年度の、実際には昨年から言いますと令和４年

ですから、次年度の事業規模について検討のほうを行っております。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） その件、了解しました。 

  先ほど第５次総合計画スタートの年で、委員からもちょっと質疑ありましたけれ

ども、５―５―３の部分の健全な財政運営の推進の中で、主な取組に歳入確保とい

う記載があります。何か３年度中に取り組まれて、歳入確保したものってございま

すか。 

〇委員長（三富美代子） 財政課長。 

〇財政課長 ふるさと納税に関しましては、当時企画部、拡大のほうを非常に取り組

んでいただいたというふうに捉えております。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） それは、財政のほうから各課に歳入確保についての取組を推進

するような呼びかけをしたということでよろしいですか。 
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〇委員長（三富美代子） 財政課長。 

〇財政課長 財政課といいますか、行政改革推進本部の中で、昨年10月第２期行政改

革計画のほうを策定しておりますが、その中でも歳入確保については重要な取組と

いうふうに位置づけておりますので、推進本部のほうから各部のほうで検討を進め

るようにということでお伝えしております。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 同じく主な取組、歳出抑制、この部分で財政課自身が取り組ま

れた点というのは何かございますか。 

〇委員長（三富美代子） 財政課長。 

〇財政課長 これも、もう推進本部の中で歳出抑制、地方自治法の中では最少の経費

で最大の効果を挙げるというふうにうたわれておりますので、その原点に立ち返っ

て取り組むようにということで、指示のほうは出しております。 

  以上でございます。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 指示のほう出しているというのは、全庁的に指示を出されたと

いうことでよろしいですか。 

〇委員長（三富美代子） 財政課長。 

〇財政課長 全庁的に話をしているということでございます。 

  以上でございます。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 34ページ、お願いいたします。健全化判断比率、報告ございま

したけれども、将来負担比率の部分、改善はあるものの目標値が27％以下というこ

とになっております。令和３年度が47.8％ということで、この点についての評価を

どのように捉えていらっしゃいますか。 

〇委員長（三富美代子） 財政課長。 

〇財政課長 27％は理想値、要は国のほうが指導するような数値的なことでございま

すので、やはり市の発展を資するためには今後も起債のほうは進めていくことで  

ございます。そういった中で、どの辺のバランスを取っていくのかというのは今後

の検討課題となっております。 

  以上でございます。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） その件、了解しました。 

  40ページ、お願いいたします。指定管理の関係です。選定評価委員会を令和４年

度より各部署のほうに移管するということですが、３年度中はどのような検討がさ

れた中で、そのような判断になったのかお願いいたします。 

〇委員長（三富美代子） 財政課長。 
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〇財政課長 昨年、行政改革のほうで取り組んでいた中で、やはり指定管理者、それ

から各施設の状況、これを一番把握しているのは担当課、施設所管課になります。

そうした中で、制度を所管する課がさすがに業者間とのやり取り、直接にはできま

せんので、要は間接的な打合せ等も多くなってしまいました。そういった中で、現

実的な対応といたしまして、選定評価委員会につきましては、施設所管課のほうに

移したものでございます。 

  以上でございます。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 少し、今度になります。今後、財政課として関わっていくとい

うことは、この先ないということでよろしいですか。 

〇委員長（三富美代子） 財政課長。 

〇財政課長 制度所管課、制度の改正等がまた今後もあると思います。そういった中

で、全ての所管課に対してそういった周知、そういった取りまとめ、周知、それか

ら国のほうからも調査ものが来ますので、全体調整を図る上でも財政課が所管して

いくと、制度のほうは見ていくということを考えております。 

  以上です。 

〇委員（賀茂博美） はい、分かりました。 

〇委員長（三富美代子） ほかに質疑はありませんか。 

  勝又委員。 

〇副委員長（勝又利裕） お願いします。37ページの調書の公共施設マネジメント基

金へ土地開発基金を廃止して積立てをしているのですよね。それと並行して、同時

に土地開発公社の関係をどうする、こうするという議論はありましたでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 財政課長。 

〇財政課長 公社に関しましては、現在まだ保有地のほうがございます。そういった

処分のほうがされていくのかどうかという議論を踏まえた上で、今後検討していく

となろうかと思います。ただ、私ども財政課のほうは所管課ではございませんので、

また担当課のほうで議論のほうをさせていただきたいと考えております。 

  以上です。 

            （「暫時休憩してください」の声あり） 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

                       ９時35分 休憩 

 

                       ９時35分 再開 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

  勝又委員。 

〇副委員長（勝又利裕） 35ページの借入金の関係のところですけれども、利率が

0.195があったり、0.500があったり、市中銀行があったり、政府系があったりする
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のですけれども、この政府系金融機関のほうは起債をするときの指示があるのでし

ょうか。 

〇委員長（三富美代子） 財政課長。 

〇財政課長 暫時休憩願います。 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

                       ９時36分 休憩 

 

                       ９時37分 再開 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

  財政課長。 

〇財政課長 政府系ですと20年、民間系だと10年だとかという条件ございますので、

それから借り入れる事業そのものを見ながら財政のほうで検討しているということ

になります。 

  以上です。 

〇副委員長（勝又利裕） 了解。もう一点、委員長。 

〇委員長（三富美代子） 勝又委員。 

〇副委員長（勝又利裕） すみません。調書の14ページのところなのですけれども、

人件費があります。一般会計の総額に対する比率が出ていますけれども、この人件

費の比率、今回16％ということになっていますけれども、この辺の比率の考え方、

要するにどのぐらいが妥当かというような判断はあるのでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 財政課長。 

〇財政課長 人件費につきましては、義務的経費になります。義務的経費は、いわゆ

るもう固定されてしまいますので、なるべくそれが少ないには越したことがないと

いうふうに考えております。ただし、人勧等ございますので、財政だけの判断でこ

れをいじれるものではないというふうに考えております。 

  以上です。 

〇副委員長（勝又利裕） 了解です。 

〇委員長（三富美代子） 岡本委員。 

〇委員（岡本和枝） 40ページの指定管理者等の制度に関連してお尋ねします。今回

行政は、最少の経費で最大の効果をということを強調されております。でも、これ

までの行革の中では、とにかく最少の経費でということはすごく強調されていたよ

うに思います。この本来の姿勢に戻る、最少の経費で最大の効果をというような、

この変化というか、決算の中でその辺の見直しというか、そういうものというのは

あったのでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 財政課長。 

〇財政課長 最少の経費で最大の効果を挙げるという、これは原点でございますので、

これは決算の中ではなくて、昨年の行革の中で再度周知徹底を図ったというもので
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ございます。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） 岡本委員。 

〇委員（岡本和枝） それでは、指定管理者制度について、この原点から見てどうで

あったかというような、その辺の検証みたいなものもあったのでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 財政課長。 

〇財政課長 指定管理につきましては、昨年のＦＭ計画の改定の中でも、指定管理に

したほうがいい、民間に委託したほうがいいのであれば民間に委託していくと、こ

れにつきましてはケース・バイ・ケース、法律的、もちろん市民にとって利益があ

る管理方法の選定を行っていくというふうにしておりますので、一概に指定管理が

いいというふうには考えておりませんが、基本的には民間にできるものは民間に委

託していくというものが第２期行革計画にも入れておりますので、そういった中で

財政課が今後制度所管課としてやりますが、基本的には全ての施設について民間の

管理を検討していくと、一度検討してみるというのが大切でございますので、今後

も主導していきたいというふうに考えております。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） 岡本委員。 

〇委員（岡本和枝） 40ページに指定管理者の選定評価委員会の中で、文化施設３年

目についての審議、モニタリングされたということですけれども、この内容はどう

いう方向性のものだったのでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 財政課長。 

〇財政課長 モニタリングは、選定から３年目になります。その選定した業者がこち

らの公募条件に沿った形で運営をしているかどうか、それからより効果的な、市民

にとっても効率的な、市民にとっても利益のあるような管理方法をしているのかと

いうのをモニタリングしております。 

〇委員長（三富美代子） よろしいですか。 

  ほかに質疑はありませんか。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（三富美代子） 以上で委員の質疑を終わります。 

  次に、分科会外委員の質疑をお受けいたします。 

  井出議員。 

〇委員外議員（井出 悟） よろしくお願いします。２点ありますので、お願いしま

す。 

  まず、１点目です。調書で言うと36ページ、予算書で言うと10ページですけれど

も、公債費のところです。地方債の償還が24億余りということで、今高止まりとい

うか、結構高い水準を示しているのですが、この中で、例えば実質的な償還年限の

範囲内で短くしているものだとか、例えば建物なんかの起債なんかで、建物の耐用
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年数より短い起債で起こしているようなものとかというのはありますか、かなり。 

〇委員長（三富美代子） 財政課長。 

〇財政課長 政府系のものが、先ほどお答えいたしましたが、最大で20年というのが

あります。当然建物、コンクリート等は60年、70年、と現実にはもちますので、そ

ういった償却が短いものは当然ございます。ただ、基本的に例えば60年償還という

ものは現実的ではございませんので、20年のものを最大限利用させていただいてお

ります。 

〇委員長（三富美代子） 井出議員。 

〇委員外議員（井出 悟） ということは、今回例えば36ページで起債している様々

なものの中で、例えば借換債を使って市民の負担の平準化を図るというか、そうい

うものはないということでよろしかったですか。そういうことができるようなもの

はないと。 

〇委員長（三富美代子） 財政課長。 

〇財政課長 借り換えにつきましては、過去借りたもので率がもし高いものがあれば

借り換えのほうを検討していきたいというふうに考えているのですが、基本的に政

府系のものにつきましては、近年定率のものが続いておって、逆に率が最近上がり

始めているというような状況もございます。そういった中で、率がもう変わらなく

なってしまっているぐらいでは借り換えを検討してもちょっと難しいのかなという

ふうに考えております。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） 井出議員。 

〇委員外議員（井出 悟） ということは、減収補填債だとか、臨財債とかという部

分も、たしかこれ民間系で10年とかというちょっと記憶があったのですけれども、

この辺りも借り換え年限としては上限だということですね。 

〇委員長（三富美代子） 財政課長。 

〇財政課長 今議員ご指摘の臨財債の関係につきましても、20年償還でございますが、

率から言ったら、近年の金利の上昇から加味しますと、慎重な検討を要するのかな

というふうに考えております。 

  それから、平成22年だったかな、大きく借りたものにつきましても、あと数年我

慢すれば償還が終わるというふうなところもございますので、基本的には率を見な

がら借り換えのほうを検討していきたいというふうに考えております。 

〇委員長（三富美代子） 井出議員。 

〇委員外議員（井出 悟） 確認です。今、24億余ということで、公債費が高止まり

しているのは、借り換える期限を短くして圧縮したことによって、今公債費が高止

まり傾向にあるという認識で間違いないか確認します。 

〇委員長（三富美代子） 財政課長。 

〇財政課長 今議員のご指摘の中で、圧縮したからということがございましたが、平
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成26年度以降、26年、27年、その辺りから当年度の一般会計をなるべく抑えつつ、

起債のほうを増やしてきたという経緯もございますので、それだけ公共事業に関し

まして起債の率を高めてきたという経緯がございます。そういった中で、現在はち

ょっと高止まりしているのではないかというふうに捉えております。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） 井出議員。 

〇委員外議員（井出 悟） 了解しました。 

  では、最後の２点目の視点です。調書の40ページですけれども、指定管理者制度

のところですが、これまでも様々な指定管理者の議決をしてきたところではありま

すけれども、選定評価の過程の中で、選定評価委員会が選定をして、そこから議決

するまでの間の部分で様々な課題があったと思います。 

  暫時休憩お願いします。 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

                       ９時46分 休憩 

 

                       ９時47分 再開 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

  井出議員。 

〇委員外議員（井出 悟） この指定管理を選定するための手順の見直しに関しては

御課が一元してやるのかなという認識があるのですけれども、こういう部分に関し

て、例えば課題だとか、何か令和３年度から見直しを検討されているようなことと

かってありますか。 

〇委員長（三富美代子） 財政課長。 

〇財政課長 施設、それぞれの所管課におきまして事情が異なる部分もございます。

そういった中で、どの事業者が、例えば教育系、スポーツ系、文化系、それからヘ

ルシーパーク、健康、レクリエーション系、精通した事業者がよろしいのか、どう

いうのが適切なのかというところは、施設所管課のほうで詳細のほう、今後見てい

く必要があるというふうに考えております。そういった中で、施設所管課のほうに

選定評価委員会のほうを移管したものでございます。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） 井出議員。 

〇委員外議員（井出 悟） 平たく言うと、選定評価委員会で選定後に、議決するま

での間の情報開示の仕方だとか、議会の議決を求めるための手続方法について、何

か課題があるから見直したほうがいいのではないのですかという、平たく言うとそ

ういうことだったのですけれども、そういう認識はないということですね。 

〇委員長（三富美代子） 財政課長。 

〇財政課長 昨年度から今年も我々制度所管課のほうで各施設、所管課と集まって協
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議のほうをして、例えば開示を含めて今後はこういった開示のほうを進めていった

ほうがいいのではないかと。施設所管課を交えて検討のほうは進めております。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） 井出議員。 

〇委員外議員（井出 悟） 今課長の言われたことは、選定評価に関する要綱等の見

直しが必要な部分もあるのではないかという課題意識があるという認識があるとい

うことでよろしかったですか。 

〇委員長（三富美代子） 財政課長。 

〇財政課長 評価項目を含めて、それから開示を含めて見直しは必要なところはある

というふうに考えております。 

以上です。 

〇委員長（三富美代子） 井出議員。 

〇委員外議員（井出 悟） 最後です。今の選定評価委員会のところで、後に選定評

価を定期的にやっていく中で、事業者が選定評価のときに出した様々な提案事項が

履行されているかどうかというのは確認するすべがないのですけれども、そういう

部分というのは、何か令和３年度中に課題だとか、洗い出しみたいなのはありまし

たか。 

〇委員長（三富美代子） 財政課長。 

〇財政課長 令和３年の取組の中で、見直せるものがあれば見直し、ただ実際公募を

して、もう選定が終わって動いているものでございますので、あと施設所管課と協

議をしながらその辺の見直しを多少なりとも図れたのかなというふうに考えており

ます。 

以上です。 

〇委員長（三富美代子） 井出議員。 

〇委員外議員（井出 悟） ちょっとうまく伝わっていなかったのかもしれませんけ

れども、選定評価、指定管理を選定するときに様々な提案が、プラスアルファの部

分があったと思うのです。ある事業者がいろいろ出していると思うのですが、そう

いう部分が後の定期的な評価委員会の中で評価されていないのではないかというこ

とです。そういう質問だったのですけれども。 

〇委員長（三富美代子） 財政課長。 

〇財政課長 暫時休憩。 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

                       ９時50分 休憩 

 

                       ９時52分 再開 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

  財政課長。 
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〇財政課長 公募から選定、そういったモニタリングの段階で、評価項目として担当

課のほうで検証しているということになります。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） 井出議員。 

〇委員外議員（井出 悟） では、改めて確認します。御課が指定管理者制度にまつ

わる事務局という認識があったのですけれども、指定管理者制度を庁内でコントロ

ールする中で、御課の役割とか責務とかというのはどうなっているのか、もう一回

ちょっと整理させてください。再認識、僕もしたいと思います。 

〇委員長（三富美代子） 財政課長。 

〇財政課長 制度所管課でございますので、制度そのものを見ていると。それから、

全体調整としまして、施設所管課、これを年に最低でも１回集まって制度の確認、

それから年間のスケジュール関係等の確認、それから改善点等の確認等を今後行っ

ていくというふうに考えております。 

  以上でございます。 

〇委員長（三富美代子） よろしいですか。 

  以上で分科会外委員の質疑を終わります。 

  以上で認定第１号のうちの関係部分に関する質疑を終わります。 

  これより認定第１号のうちの関係部分について意見を伺います。賛否に関する意

見はありませんか。 

  岡本委員。 

〇委員（岡本和枝） この３年度の予算について反対をしました。今回の決算に当た

って、途中で市長選挙があったりして、市政の変化とか、職員の方の努力を見るこ

とはできますが、行革の方向性そのものについて反対の立場、変わらずありますの

で、この決算についても反対の意見があります。 

〇委員長（三富美代子） ほかにはよろしいですね。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（三富美代子） それでは、分科会外委員の意見を伺います。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（三富美代子） 以上で認定第１号のうちの関係部分に関する意見を終わり

ます。 

 

財政課（５号） 

〇委員長（三富美代子） 財政課長の説明は終わりました。質疑に入ります。 

  質疑はありませんか。 

〇委員長（三富美代子） （「なし」の声あり） 

〇委員長（三富美代子） 以上で委員の質疑を終わります。 

  分科会外委員の質疑はありませんか。 
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            （「なし」の声あり） 

〇委員長（三富美代子） 以上で分科会外委員の質疑を終わります。 

  以上で認定第５号に関する質疑を終わります。 

  これより認定第５号について意見を伺います。賛否に関する意見はありませんか。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（三富美代子） 分科会外委員の賛否に関する意見はありませんか。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（三富美代子） 以上で認定第５号に関する意見を終わります。 

 

〇委員長（三富美代子） それでは、分科会外委員の意見を伺います。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（三富美代子） 以上で認定第５号に関する意見を終わります。 

〇委員長（三富美代子） 以上で財政課の質疑を終わります 
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秘書課 

〇委員長（三富美代子） 秘書課長の説明は終わりました。 

次に、質疑に入ります。 

  質疑はありませんか。 

  木村委員。 

〇委員（木村典由） お願いします。４番の業務委託のところで、裾野市制施行50周

年式典のところの随意契約、１号は２社というところなのですけれども、こちらの

随意契約の内容、先ほど説明あったのですけれども、どういった業者にどういった

形で頼んだかというのをちょっと詳しく教えていただけますでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 秘書課長。 

〇秘書課長 こちらの業務委託につきましては、もともと市内にイベント運営に精通

した業者が少ないというところで、そちらに精通しました数少ない市内業者と近隣

市の業者から見積りを徴収して比較、検討してございます。過去の周年記念式典や

オリンピック関連の会場運営等の実績ですとか、安全かつ円滑な業務履行が可能か

どうかを判断いたしまして、地方自治法の施行令167条の２第１項第１号に定める少

額の契約として、契約のほうをしております。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） 木村委員。 

〇委員（木村典由） ありがとうございます。 

  では、市内業者でそのイベントの何から全てお任せしたというような形でよろし

いですか。 

〇委員長（三富美代子） 秘書課長。 

〇秘書課長 先ほどご説明さしあげました内容につきまして委託をしております。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） ほかに質疑はありませんか。 

杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） 市制50周年に関しまして、昨年度、そのようなあれで取り組ん

できたと思うのですけれども、感謝の意を示すですとか、そういったことというこ

とで実施されましたが、目的についてはしっかりと達成できているのか、その辺の

評価についてどのように捉えていらっしゃるか、お願いします。 

〇委員長（三富美代子） 秘書課長。 

〇秘書課長 市制施行50周年を記念しまして、まず本市の歩みを振り返るということ

ですとか、市の発展にご尽力を賜った方々の功績をたたえるという面では、事業の

実施の効果としては達成できたというふうに考えてございます。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） 杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） 効果はそのようにということで、対象として広く市民という部
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分、一部の市民ではなくて広く市民という部分に対しては、どのように評価してい

ますでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 秘書課長。 

〇秘書課長 どうしてもこういったイベント事を考えるときに、近年ですとやはり新

型コロナウイルス感染症の影響はどうしても免れないかなということでございま

す。資料にございますとおり、通常文化センターの収容人数の半分ぐらいといいま

すと、大体500から600ぐらいが目標値になるかと思うのですが、今回もこちらの資

料にございますとおり招待としては322名ということで、かなり絞った形となってご

ざいます。招待者、出席者がその中で230名ということでございますが、周知等につ

きましては、秘書課としても開催通知ですとか、広く皆さんにお知らせをしまして、

通常の状態に達するかと言われるとなかなか厳しい面はございますけれども、一定

程度の周知に関してはできているというふうに考えてございます。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） 杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） 分かりました。コロナウイルスということの中では、多くの市

民にそれを感じてもらえるための工夫という部分も必要ということはあらかじめ分

かっていたかと思うのですけれども、その部分に対応する対応について、何かあり

ましたらお願いいたします。 

〇委員長（三富美代子） 秘書課長。 

〇秘書課長 式典の中で、広く皆様方に式辞やご挨拶、祝辞等頂いたということと、

午後から式典に関しては始まったのですけれども、終わりの最後の方で、展示飛行

と場外における行事等も企画をいたしまして実施をしたところで、これがイコール

100％市民の皆さんに周知が、それに伝わっているかというところは議論があるかと

は思うのですけれども、場内の中だけではなくて、周辺の皆様方にも式典の状況が

分かるような形で実施をしております。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） 杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） 最後です。ちょっと出てくるかなと思ったのですけれども、３

月の審査の際にはネット中継というふうな話が検討ということがありました。実際

されたのかどうか、その辺の部分につきまして確認させていただきます。 

            （「暫時休憩お願いします」の声あり） 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

                       10時09分 休憩 

 

                       10時10分 再開 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

  秘書課長。 
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〇秘書課長 ネット配信につきましては検討を重ねた結果、映像の質ですとか、環境

が整っていないことを理由に取りやめをしております。 

  以上です。 

〇委員（杉山茂規） 分かりました。 

〇委員長（三富美代子） ほかに質疑はありませんか。 

  内藤委員。 

〇委員（内藤法子） お願いします。業務委託の４番なのですけれども、市長車運転

及び運行管理業務委託の、３年度は契約なしだったのですけれども、これでどのよ

うな実際には運用ができたのか教えてください。 

〇委員長（三富美代子） 秘書課長。 

〇秘書課長 令和３年度につきましては、行事等に職員が随行し、また運転も兼ねる

ような形で事業のほう実施してございます。ただ、令和３年度１月に現市政に変わ

りまして、訪問の件数ですとか、今後イベントの出席の関係等の伸びを見ながら、

今年度以降に関しては検討していきたいというふうに考えてございます。令和３年

度の事業実績につきましては、特に支障はなかったというふうに考えております。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） 内藤委員。 

〇委員（内藤法子） コストの面とかいろいろ考えた結果と思うのですけれども、職

員もそれなりのコストがかかることと、仕事への影響とかもありますけれども、そ

んなふうに考えて令和３年度の実態と市長が変わったということで、今後はどのよ

うな方向を考えていますか。 

〇委員長（三富美代子） 秘書課長。 

〇秘書課長 先ほどの新型コロナウイルス感染症の影響とも重なるのですけれども、

今現在県外ですとか、庁外に出る機会というのがまだ思ったほど、見込みほど復活

をしてきていないような状況がございます。その中で運営ができているという側面

もあるとは思うのですけれども、今後そういった感染症の対策が進み、ウィズコロ

ナの考え方がより進み、こういった出席の件数が伸びてきますと、今の状況とはま

た変わってくる段階があるとおります。今後、そういった状況を勘案いたしまして、

調査研究のほうを進めてまいりたいと思います。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） 内藤委員。 

〇委員（内藤法子） その件、了承しました。 

  ６番の表彰関係なのですけれども、50周年ということで、よりたくさん表彰して

くださったとは思うのですけれども、こういう表彰はどのような形で人材を発掘し

ているのか教えてください。 

〇委員長（三富美代子） 秘書課長。 

〇秘書課長 まず、新年度入りまして早々に全庁的に候補者についての選定を各部、
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課について依頼をしてございます。その中で提出をされた候補者を秘書課において

調査、審査等いたしまして、候補者を選定しているところでございます。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） 内藤委員。 

〇委員（内藤法子） 従来各課から挙がった方を表彰しているというふうには伺って

いました。ただ、市民生活の中にもう少し入り込んで、例えば区長さんたちからも

推薦をいただくとか、もっと候補者たくさんの中から選んで、本当に名もなき善行

者、そういうふうな方向を市民は願っているのですけれども、そういうことに関し

てはどうでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 秘書課長。 

〇秘書課長 現行の手法で埋もれた善行者の方がいらっしゃるということは、秘書課

としても認識しておりますので、検討してまいりたいと思います。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） 内藤委員。 

〇委員（内藤法子） それでは、その件よろしくお願いいたします。 

  最後に１つ、３番の市長交際費の雑というのがありますけれども、これはどのよ

うなものが対象になるのでしょうか。 

            （「暫時休憩お願いします」の声あり） 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

                       10時14分 休憩 

 

                       10時14分 再開 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

  秘書課長。 

〇秘書課長 市長が庁外へ訪問等する場合の手土産となっております。 

  以上です。 

〇委員（内藤法子） 了解いたしました。 

〇委員長（三富美代子） 岡本委員。 

〇委員（岡本和枝） ７番のところの負担金についてお尋ねします。下から３つ目に

教育再生市長会議とありますけれども、これはどのような会議と認識されているの

でしょうか。 

            （「暫時休憩お願いします」の声あり） 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

                       10時15分 休憩 

 

                       10時16分 再開 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 
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  秘書課主幹。 

〇秘書課主幹 教育再生をテーマとした勉強会や意見交換会を通じた情報共有、また

政府等への政策提言等を目的とした、全国の首長で構成する会議になります。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） 岡本委員。 

〇委員（岡本和枝） 参加はあくまで任意で、３月議会のときにもお話ししたのです

けれども、県下でも裾野市と静岡市と浜松市、その当時で。今はもっと減っている

のではないかと思うのですけれども、こういう形で、あと何年か前のニュースで、

ここの負担金のお金がある民間団体の事務局に支出されているというニュースも出

されていました。その辺のところの調査みたいなものというのは、何かされたこと

はあるのでしょうか。 

            （「暫時休憩願います」の声あり） 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

                       10時17分 休憩 

 

                       10時18分 再開 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

  秘書課主幹。 

〇秘書課主幹 首長の意向で参加しております。秘書課としては、調査のほうはして

おりません。 

〇委員長（三富美代子） 岡本委員。 

〇委員（岡本和枝） それでは、新しく市長が変わった時点で、この会議への対応は

どうなったのでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 秘書課主幹。 

〇秘書課主幹 市長が就任した後、村田市長に会への参加を継続するかどうかの意向

を確認しました。その結果、脱退という形を取っております。 

〇委員長（三富美代子） よろしいですか。 

  ほかに質疑はありませんか。 

  賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 市長の公務の部分です。先ほど広域的な要望活動についてのお

話ありましたけれども、裾野市独自に県もしくは国に対しての要望活動等は何かさ

れたものはございますか。 

            （「暫時休憩をお願いします」の声あり） 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

                       10時19分 休憩 

 

                       10時19分 再開 
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〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

  秘書課長。 

〇秘書課長 例年、県の予算等につきまして県知事要望行っております。ただし、令

和３年度は新型コロナウイルス感染症の関係で要望書の提出のみにとどまっており

ます。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 多分市長は各所で様々な要望活動されていると思いますので、

ぜひそういったものを調書に記載していただいたほうが、どういった活動をされて

いるというのが分かりますので、お願いをしたいなと思います。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 併せて企業訪問の部分でお伺いします。コロナの影響でなかな

か市内市外企業への訪問というのができていないと思います。調書の49ページにも

令和２年、３年と零件続きということなのですけれども、企業に対する訪問でもな

くて、何かアクションを起こしたということは何かありましたか。 

〇委員長（三富美代子） 秘書課長。 

〇秘書課長 主要事務事業の中の１、市長の公務状況の中で、企業訪問等に類する部

分はその他の部分で内訳のほうを記載してございます。確かに新型コロナウイルス

等の影響で直接の訪問という意味ではなかったのですけれども、全庁的にやはりオ

ンラインの会議等も活発になってきておりまして、企業さんとの接触という面では

そういったものを活用しながら、市長の公務の実績として行ったりもしてございま

す。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） その件、分かりました。 

  ５番の感謝状の件について伺います。先ほどの説明で市長表彰のほうの対象外に

なられた方への感謝状ということでした。３年度は１人５団体ですけれども、この

表彰の基準を教えていただけますか。 

  暫時休憩お願いします。 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

                       10時21分 休憩 

 

                       10時22分 再開 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

秘書課長。 

〇秘書課長 まず、10万円以上100万円未満の寄附をした個人、また団体のほうでは

50万円以上300万円未満の寄附をした団体ということになってございます。 
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  以上です。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 基本的には寄附者に対する感謝状ということでよろしいですか。 

〇委員長（三富美代子） 秘書課長。 

〇秘書課長 そのとおりでございます。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 確認です。これは、何で規定されていますか。 

〇委員長（三富美代子） 秘書課長。 

〇秘書課長 秘書課における内規で規定をされております。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 内規ということは、公開はされていない内容ということでよろ

しいですか。 

〇委員長（三富美代子） 秘書課長。 

〇秘書課長 そのとおりでございます。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） これは、感謝状贈呈は受け取る側の意思確認はされるものです

か。 

〇委員長（三富美代子） 秘書課長。 

〇秘書課長 確認はしてございます。 

〇委員（賀茂博美） はい、分かりました。 

〇委員長（三富美代子） ほかに質疑はありませんか。よろしいですか。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（三富美代子） 以上で委員の質疑を終わります。 

  分科会外委員の質疑はありませんか。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（三富美代子） 以上で分科会外委員の質疑を終わります。 

  以上で認定第１号のうちの関係部分に関する質疑を終わります。 

  これより認定第１号のうちの関係部分について意見を伺います。賛否に関する意

見はありませんか。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（三富美代子） 分科会外委員の賛否に関する意見はありませんか。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（三富美代子） 以上で認定第１号のうちの関係部分に関する意見を終わり

ます。 

  以上で秘書課の質疑を終わります。 
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戦略推進課 

〇委員長（三富美代子） 戦略推進課長の説明は終わりました。 

  次に、質疑に入りますが、質疑、答弁とも簡潔によろしくお願いいたします。 

  それでは、質疑はありませんか。 

  木村委員。 

〇委員（木村典由） お願いします。21ページになります。市民意識調査について伺

います。令和３年度の調査対象人数が1,000人となっておりますが、対象の年齢層及

び男女比とかは分かるでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 戦略推進課長。 

〇戦略推進課長 暫時休憩願います。 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

                       10時40分 休憩 

 

                       10時40分 再開 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

  戦略推進課長。 

〇戦略推進課長 今回は、調査方法としまして、市内在住の20歳以上の男女1,000人で

す。抽出方法が無作為抽出方法となっております。 

  以上でございます。 

〇委員長（三富美代子） 木村委員。 

〇委員（木村典由） 分かりました。無作為ということで、令和２年、３年と回収率

が56％強ということですが、この回収率については適正だと思っているでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 戦略推進課長。 

〇戦略推進課長 回収率については適当と判断しております。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） 木村委員。 

〇委員（木村典由） 56％、適正ということで、この調査をしまして、ちょっと出て

いますけれども、具体的にどのように生かしていくかをもうちょっと教えていただ

きたいと思います。 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

                       10時41分 休憩 

 

                       10時42分 再開 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

  木村委員。 

〇委員（木村典由） すみません。この調査をどのように生かしたかを教えてくださ

い。 
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〇委員長（三富美代子） 戦略推進課長。 

〇戦略推進課長 令和３年度中に行いました調査結果となりますので、令和４年度、

またそれ以降の行政運営のほうに反映する形で生かしております。 

〇委員長（三富美代子） 木村委員。 

〇委員（木村典由） では、次、24ページになります。24ページの７番、ＳＤＣＣ構

想の具現化、データ活用、データ利活用推進の執行実績が示されておりますが、こ

ちらの取組、ＳＤＣＣ自体は非常にいい取組だと思っているのですけれども、市内

の方の認識はかなり薄く感じます。話をしていても、何それという方がすごくたく

さんいると思うのですけれども、今後市民への周知をどのようにしていくというか、

していったかということをお聞かせください。 

〇委員長（三富美代子） 戦略推進課長。 

〇戦略推進課長 ＳＤＣＣ構想につきましては、確かに議員の言われるとおり、どう

しても媒体自体がいわゆるインターネット上等での広報という形となっておりま

す。また、なかなか予算都合等で具現化というところまで結びつけるのが難しい状

況です。今後はこちらのものをある程度抽出した上で実行に移し、そのときにまた

これはＳＤＣＣ構想の関連の業務だったのだよという形で広報できればなというふ

うに考えております。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） 木村委員。 

〇委員（木村典由） 分かりました。 

  次、25ページです。11番の定住移住の取組のところで、移住者世帯数が令和２年

ゼロ組に対して、令和３年は一応３組ということになっているのですけれども、移

住セミナーの相談件数とかを見ても、移住者世帯数の結果がちょっと全体的に少な

い、この辺をどういうふうにお考えでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 戦略推進課長。 

〇戦略推進課長 令和３年度の状況を見ますと記載させていただいたとおり、オンラ

インだよというところが難しさを感じるところでございます。しかし、恐らく議員

の皆様も他市町の状況を見ながらも当市の状況をという話になっております。特に

先ほど申し上げました令和４年度につきましては、分散して業務を行っていた課の

ほうを私のほうの課に統一させて、情報共有を図りながら進みたいというふうに考

えております。その点がなかなか３年度までの実績が出なかった要因だと考えてお

ります。 

〇委員長（三富美代子） よろしいですか。 

  ほかに質疑はありませんか。 

  杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） よろしくお願いいたします。調書24ページです。ＳＤＣＣ構想

の具現化というところになるのですが、これ総合計画の５―３―１、データの利活
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用の推進ということであると思うのですけれども、先ほどの説明の中で、予算の関

係で実施難しいというような説明だったと思うのですが、先方の実証実験という中

で進めてくるような話が以前に説明があったと思うのですけれども、令和３年度に

ついてはその辺の先方の実証実験の中での進め方でやっていただくということに対

しまして、御課はどのように取り組まれましたでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 戦略推進課長。 

〇戦略推進課長 ＳＤＣＣ構想というのは、議員言われている実証実験の流れの中で

行っております。ただし、それを実施に向けてという形になりますと、果たして市

が予算を持つべきかどうかというような内容も多々ございます。そのときに表の中、

７月12日にデジタル裾野の輪というもの、これは何名か委員の皆様も出席していた

だいていますが、市を介さずに実施に向けられるような形で、問題解決者と問題を

持っている方が直結で連携するような形が取れればなという形で動きを行っており

ます。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） 杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） 実証実験に向けまして予算を持つべきかというところについて

は、持たなくてもできる手法ということで、今デジタル裾野の輪が１つ紹介された

と思うのですけれども、根本的に全体的なものといたしまして、予算を持たずして

実施に結びつけるというふうな点につきまして、課のほうで取り組まれた内容を改

めてお願いします。 

〇委員長（三富美代子） 戦略推進課長。 

〇戦略推進課長 やはり予算を持たずしてという形で、逆に事業者側のほうと交渉は

しているところでございますが、なかなかはやり民間事業者様についてはお金が出

ないようであればという形で、若干距離が出てしまうというのが現状でございます。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） 杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） その距離が出てしまう部分を多分工夫のところである程度フォ

ローしていこうというふうなことが令和３年度は取り組まれているかと思うのです

が、その部分ご紹介いただければと思います。 

〇委員長（三富美代子） 戦略推進課長。 

〇戦略推進課長 どうしても行財政構造改革という部分がある中でございます。予算

確保という形で要望をしていくわけなのですが、他の事業とのバランスというとこ

ろで、確保ができなかったのかなという状況になります。 

  以上です。 

            （「暫時休憩お願いします」の声あり） 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

                       10時48分 休憩 
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                       10時49分 再開 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

  戦略推進課長。 

〇戦略推進課長 事業化に向けては、金銭面のお話もありますが、事業者との関係づ

くりについて当課では努力してきたところでございます。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） 杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） 分かりました。 

  あとその結果につきましてなのですけれども、様々地域に落とし込みというか、

市民がその利益を享受するというところが大事というふうなことが大前提であろう

かと思うのですが、落とし込みの実現につきましての協議については、どのような

協議があったのかお願いいたします。 

〇委員長（三富美代子） 戦略推進課長。 

〇戦略推進課長 すみません。先ほど来お話ししていますとおり、実証実験までは可

能であったのですが、その後というところになりますと、市民のためにはなるので

すが、どうしても事業者側からのほうのお金の話というものが出てきてしまいます。

ですもので、落とし込みというものについては、ここで止めるわけではなく、今後

も実証実験に向けてという形で導入の機会を継続するという状況が続いてございま

す。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） 杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） 分かりました。 

  次のページ、25ページ、定住移住のところになります。先ほどちょっと説明あり

ましたけれども、３組の定住ということで今回記載があります。移住者です。これ

というのは、移住セミナーに参加された方が定住に結びついたのか、ちょっとその

辺のところをお願いします。 

〇委員長（三富美代子） 戦略推進課長。 

〇戦略推進課長 直接移住者という、セミナーの参加者ということではございません。

住所の変異等を確認しながら、別途調査の結果がこちらになっております。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） 杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） 分かりました。 

  では、ちょっと次に行きます。26ページお願いします。電算事務費のところなの

ですけれども、大きなハードウエアについては記載があるのですが、様々こういっ

たものにはマウスだったり、何か細かいものも含まれてくると思うのですけれども、

その辺につきましての対応は、令和３年度はどのような形で行われていますでしょ
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うか。 

〇委員長（三富美代子） 戦略推進課長。 

〇戦略推進課長 こちらのいわゆる諸経費についてでございますが、なかなか単年度

で物事を見直すというのが、万が一のこともございます。難しい状況でございます。

説明にもさせていただきますが、特段令和２年度に対して金額が大きく変わるよう

な動きというのはございませんでした。 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

                       10時52分 休憩 

 

                       10時53分 再開 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

  戦略推進課長。 

〇戦略推進課長 記載のない消耗品等の対応については、例年と同様な動きになりま

した。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） 杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） 例年と同じ動きというのは、どのような対応になるでしょうか、

もう少し具体的にお願いします。 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

                       10時53分 休憩 

 

                       10時54分 再開 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

戦略推進課係長。 

〇戦略推進課係長 消耗品の内訳につきましては、ネットワーク機器、電源ですとか

ＰＣの修繕に係るような消耗品の購入をしております。マウス等のそういった細か

いものにつきましては、予防交換用に購入をしてあるもの等もございます。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） 杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） おおむね分かりました。 

  あと29ページをお願いします。行財政構造改革、行財政事務の合理化等で主要事

務事業ということで、１の（１）に記載があるのですけれども、年度末にデスクネ

ッツによる庁内啓発ということなのですが、これは年度末に行うタイミングにつき

まして、どのような意図があるのかお願いします。 

〇委員長（三富美代子） 戦略推進課長。 

〇戦略推進課長 すみません。これは、単年度での業務という状況にはございません。

ただし、４Ｓ活動については、年度末に行うことによって、各種年度の切替え等の
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書類の整理、また職員移動というものもございますので、それを機にしっかりやろ

うというタイミングで、これを発行しております。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） 杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） ということは、年度当初よりも年度末がいいから、このタイミ

ングでやっているということでよろしいのですよね。 

〇委員長（三富美代子） 戦略推進課長。 

〇戦略推進課長 委員のおっしゃるとおりです。 

〇委員（杉山茂規） 分かりました。一旦終わります。 

〇委員長（三富美代子） ほかに質疑はありませんか。 

  内藤委員。 

〇委員（内藤法子） お願いします。24ページのＳＤＣＣ構想なのですけれども、こ

れは、すごく注目を浴びていろんな事業者さんが参加してくれたと思います。今日

の説明を聞いていますと、実証実験の関係づくりのためということで、ただし今後

予算が必要とする関係継続はしないというふうに私は受け取れたのですけれども、

間違いないですか。 

〇委員長（三富美代子） 戦略推進課長。 

〇戦略推進課長 やはり委員おっしゃられるとおり、ＳＤＣＣ構想というのはかなり

のインパクトがございます。ですもので、多くの事業者様のほうからお話をいただ

くところでございますが、その中で本当にお付き合いができるのがどこなのかとい

うのを確認しながら、今までは実証実験だったのですが、今後は実施に向けて市の

政策として、これは本当に必要だよというものについてはお金をお支払いしてでも

導入すべきというような考えではございます。 

〇委員長（三富美代子） 内藤委員。 

〇委員（内藤法子） 先ほどの答弁では、予算がつくとちょっとという感じでしたの

で、心配しましたけれども、確かに予算が必要でもやったほうがいいということは

この中にたくさんあります。例えばＤＸに関するものとか、デジタル裾野の輪で頑

張っていることとか、ぜひそれは予算化、今回の決算を見て必要なものに対しては

検討していただきたいと思います。これは意見です。 

〇委員長（三富美代子） 内藤委員。 

〇委員（内藤法子） 25ページです。（４）で移住就業支援事業が令和２年、３年と

申請者ゼロが続いています。このことについて、やり方とか、何か見直す点があっ

たのか、そういったことは検討していないでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 戦略推進課長。 

〇戦略推進課長 たび重なりますが、やはり担当課がばらばらになってしまったとい

うのと、あと職員側にもなるべくこれを専門に扱えるような寄り添う体制が必要で

あったのではないかと思っております。反省面がございますもので、４年度につい
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ては全く専門というわけではないのですが、専任の職員が事業を進めているところ

です。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） 内藤委員。 

〇委員（内藤法子） それは理解しました。期待しております。 

  では、最後にもう一つなのですが、22ページの高齢者バス・タクシー利用助成事

業です。令和３年度は65.8％に伸びましたけれども、市としてはこの数値、どれく

らいを思想としているのでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 戦略推進課長。 

〇戦略推進課長 市のほうで数値を定めるというような発想は持っておりません。や

はり必要な方が交付を受けていただき、必要な方が利用していただけているという

ような形で数字は捉えてございます。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） 内藤委員。 

〇委員（内藤法子） 今必要な方が交付を受けていただきとおっしゃいました。そも

そも公共交通がないという、必要な方が市役所に取り来ないといけないということ

に関してはどのようにお考えでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 戦略推進課長。 

〇戦略推進課長 実際、今年度に入りまして、実務をしている中で、そういうご意見

はいただいているところでございます。今後、他市町の交付の状況なんかも参考に

しながら、改善を考えてはおります。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） 内藤委員。 

〇委員（内藤法子） それ１つ改善していただいて、もう一つ改善なのですが、市民

の声ですが、長泉、沼津などの近隣では、例えば2,000円なら一遍に使っていいとい

う。一度に200円ではとても。例えば予防接種往復でも200円ではとても足りない、

2,000円は超えるのだという声もあります。決算を迎えてこの辺の改善というのは、

何かお考えでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 戦略推進課長。 

〇戦略推進課長 金銭面のお話を申し上げますと、ある意味福祉的な発想になってご

ざいます。都市のバス・タクシー助成券については、やはり公共交通を度々使って

いただいて、その交通網の確保という発想で行っております。そのため、一括での

利用は現在の段階では駄目というような考え方で進めております。 

〇委員長（三富美代子） 内藤委員。 

〇委員（内藤法子） その考えは、ひとつ分かりますけれども、１回200円ということ

ではなく、例えばタクシーの初乗り料金とか、もう少し基準を上げていただくとい

うことを考えていただきたいのですが、そのような議論もなかったということでし
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ょうか。 

〇委員長（三富美代子） 戦略推進課長。 

〇戦略推進課長 初乗り料金というお話は聞いているところでございます。しかしな

がら、行財政構造改革中というところもございますので、そちらは今年度、基本70歳

以上の市民が対象であるという、全域に拡大しましたので、そちらの実績を見なが

ら予算編成の際に検討しなければならないと思っております。 

〇委員長（三富美代子） 内藤委員。 

〇委員（内藤法子） 最後に、今の答弁をお聞きしていますと、やっぱり役所の発想、

福祉の視点で、いろいろ理由はありますけれども、役所目線と市民目線のずれが感

じるのです。市民目線日本一ということですので、ここは考えていただきたいとい

うことで、意見で終わります。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） ほかに質疑はありませんか。 

  賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 24ページ、先ほど来委員から出ていますＳＤＣＣの件について

伺います。令和４年１月24日現在で84社の記載がホームページ上はされていますけ

れども、令和３年度中、この84社の企業様との意見交換、お会いしている実績とい

うのはどのぐらいありますか。 

〇委員長（三富美代子） 戦略推進課長。 

〇戦略推進課長 個別の事業者との面会自体を、回数の計測は行っておりません。し

かし、デジタル裾野研究会というのをオープンな状況で開催しておりますので、そ

ちらのほうに随時参加していただくというような接触の仕方になっております。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 登録いただいている企業様と裾野市との関係が、３年度中一度

もなかったという企業はないというふうな認識でよろしいですか。 

〇委員長（三富美代子） 戦略推進課長。 

〇戦略推進課長 事業者様側のほうからデジタル裾野研究会を開催するということの

告知を受けた結果、参加しない、正直なところ興味を示されないというものはある

と思いますので、一度も接触していないという企業様もあります。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） ＳＤＣＣ構想の市の考え方と、企業様の応募されたときの考え

方で少しずれがもしあったような企業があった場合に、今後このＳＤＣＣに関わる

かどうかの意向確認というのは、特に何かされたことはありますか。 

〇委員長（三富美代子） 戦略推進課主幹。 

〇戦略推進課主幹 先ほど企業側からは、入会に際して提案書をいただいています。
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ですので、提案書をいただいたらまずそこでヒアリングを行いますので、１回は必

ず接触はしています。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

                       11時05分 休憩 

 

                       11時05分 再開 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

  戦略推進課主幹。 

〇戦略推進課主幹 意向の確認は、辞める際に退会届というものを出していただくよ

うな形になりますので、それが出ない限りは継続というような扱いをしています。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 分かりました。デジタル裾野の輪等で様々な取組をしてくださ

っているのは確認をしています。先ほど実走に移動したものが１件というお話があ

りましたが、この３年度中取り組まれた中で、実走に向けて動き出しているものと

いうのは何件かありますか。 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

                       11時06分 休憩 

 

                       11時07分 再開 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

  戦略推進課長。 

〇戦略推進課長 現在のところは、先ほどご紹介しました２月１日のあいおいニッセ

イ同和損保様との交通安全マップの活用というものに限られております。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 様々な取組を企業様と検討している最中だと思いますので、期

待しています。よろしくお願いします。 

  もう一点、委員長。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 同じく24ページの９のところです。国土利用計画等の届出の中

の一番下、工業用地が８件あります。お話しできる範囲で構いませんので、具体的

なものが分かればお伝えいただけますか。 

〇委員長（三富美代子） 戦略推進課長。 

〇戦略推進課長 かなりの面積が届出が出ているところでございますが、一番大きい

ものについては、これは公表されています。公開されている状況でございますが、

富沢地区に油圧機器の部品を作る工場が届出を出されております。かなりの面積、
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こちらが占めてございます。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 現在の工場がさらに拡大ということでよろしいですか。 

〇委員長（三富美代子） 戦略推進課長。 

〇戦略推進課長 複数の工場を市外にも持っている事業者が集約して裾野のほうに出

るというようなことでございます 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） その件は了解しました。 

  隣の25ページお願いいたします。11番、定住移住の取組ということで何点か記載

がありますが、定住に対する取組、具体的にどんなものがあったかお願いします。 

〇委員長（三富美代子） 戦略推進課長。 

〇戦略推進課長 すみません。本来でしたらもう少しここでアピールするべきなので

すが、過日来ご審議いただいている、やはり御宿の土地区画整理というのは定住に

資するものかと思われます。また、市のほうで施工を行わなくても民間開発業者が

かなりの割合で宅地分譲が行われているのかなという形で、そういうところはほか

の部署になりますが、ご紹介、あの辺でやっていそうですよというようなレベルで

すが、ご紹介しているのかなと思っております。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） その件は分かりました。 

  移住３件ございましたけれども、移住された方へのフォローというのは、戦略推

進課のほうで継続されるような取組がありましたか。 

〇委員長（三富美代子） 戦略推進課長。 

〇戦略推進課長 先ほど同僚議員のご質問からありましたが、セミナー経由での移住

という形にはなっておりませんので、この３件の方については特段のフォローとい

うのはございません。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） この３件移住という、この基準というのですか、暫時休憩して

ください。 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

                       11時10分 休憩 

 

                       11時10分 再開 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

  賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） この３組は、どのような基準に基づいた件数の計上になります
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か。 

〇委員長（三富美代子） 戦略推進課長。 

〇戦略推進課長 今そのご質問に対する資料のほうが用意できませんので、後ほど回

答させてください。 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

                       11時11分 休憩 

 

                       11時12分 再開 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

  戦略推進課長。 

〇戦略推進課長 県に調査報告をしております、そちらのルールが、県外からの移住

者のみを記入をお願いしますということです。移住者の定義としますと、県または

市町等の相談窓口や施策を通じて移住した方という形になっております。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） ということは、県もしくは市の相談窓口を一度はご利用された

方が裾野市に移住されたという定義でよろしいのですか。 

〇委員長（三富美代子） 戦略推進課長。 

〇戦略推進課長 委員の言われるとおりでございます。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 分かりました。 

  29ページ、行政改革の部分でお伺いします。様々取組されてきているのですけれ

ども、職員の皆さんに対する意識づけという、何か取り組まれた点というのがあり

ますか。 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

                       11時13分 休憩 

 

                       11時13分 再開 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

  市長戦略部長。 

〇市長戦略部長 全庁の職員に向けては、庁議もしくは行革推進本部終了後の機会を

捉えまして、事あるごとに繰り返し、たとえ同じような内容になっても行財政構造

改革を職員一丸になって進めるというのを啓発していたところでございます。 

  以上です。 

〇委員（賀茂博美） 分かりました。 

〇委員長（三富美代子） よろしいですか。 

ほかに質疑はありませんか。 
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  勝又委員。 

〇副委員長（勝又利裕） 休憩してください。 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

                       11時14分 休憩 

 

                       11時14分 再開 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

  勝又委員。 

〇副委員長（勝又利裕） 土地開発公社の関係ですけれども、令和３年度で土地開発

基金が廃止されて、公共施設マネジメント基金積み立てられたけれども、同時に土

地開発公社の今後について何か議論ありましたでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 戦略推進課長。 

〇戦略推進課長 土地開発基金の廃止と土地開発公社の存続についてなのですが、全

国的に現在どちらかを存続させるという流れがございます。関連する事業課のほう

にはその旨をヒアリングが行われまして、結果的には土地開発公社については継続、

土地開発基金についてはＦＭ基金のほうへ移行というような結果が出ております。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） 勝又委員。 

〇副委員長（勝又利裕） 了解しました。 

  もう一点、22ページですけれども、御殿場線の利活用促進協議会がありますけれ

ども、今現在、裾野、岩波駅周辺整備をやっています。そういった中で、御殿場線

当然利用してくるのだけれども、その辺の御殿場線に特に特化した活動というのは、

令和３年度で特にありましたでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 戦略推進課長。 

〇戦略推進課長 私どもの課については、公共交通という立場でＪＲ様と協議をして

いきます。その中では、一分やはりウーブンシティ等の言葉を使っております。逆

にＪＲ様のほうも該当エリアがかなり発展していくという形で、あちらからこちら

のほうに問合せ等をいただく場合がございます。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） ほかに質疑はありませんか。 

  岡本委員。 

〇委員（岡本和枝） 私もこのＪＲ等への要望活動、具体的な内容と、それに対して

どういう対応だったのか。 

〇委員長（三富美代子） 一問一答方式なので。 

〇委員（岡本和枝） それでは、どのような具体的な要望活動をされたのでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

                       11時17分 休憩 
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                       11時17分 再開 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

  市長戦略部長。 

〇市長戦略部長 ＪＲ静岡支社のほうに出向きまして、大きくは深良の新駅の設置と

いう話、それからもう一つはトイレに関して少し年数がたっているものですから、

改修ができないかと、こういったことについてもお願いをしてまいりました。 

〇委員長（三富美代子） 岡本委員。 

〇委員（岡本和枝） トイレというのは、裾野駅と、それから岩波駅のことなのでし

ょうか。 

〇委員長（三富美代子） 市長戦略部長。 

〇市長戦略部長 特に裾野駅のほうが大分染みている感じがございますので、こちら

のほうの対応が何かできないかということで、お願いをしてきました。 

〇委員長（三富美代子） 岡本委員。 

〇委員（岡本和枝） それでは、岩波駅のほうで、下の入り口というか、上ではなく

て下のほうにトイレをというような要望みたいなものは、何かされてはいなかった

ですか。 

〇委員長（三富美代子） 市長戦略部長。 

〇市長戦略部長 そちらのほうは特に申し上げておりません。 

〇委員長（三富美代子） 岡本委員。 

〇委員（岡本和枝） それでは、それらに対して３年度中に対応等はあったのでしょ

うか。 

〇委員長（三富美代子） 市長戦略部長。 

〇市長戦略部長 すみません。ちょっと五月雨な回答で大変恐縮でございますが、比

較的早く回答いただいたのは草刈りの件、こちらは比較的早く対応いただいたのか

なと。それ以外につきましては、ＪＲ側についても費用の面もありますのでという

ことで、今後の検討というところで回答をいただいておるところでございます。 

〇委員（岡本和枝） 分かりました。 

〇委員長（三富美代子） よろしいですか。 

  ほかに質疑はありませんか。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（三富美代子） 以上で委員の質疑を終わります。 

  分科会外委員の質疑はありませんか。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（三富美代子） 以上で分科会外委員の質疑を終わります。 

  以上で認定第１号のうちの関係部分に関する質疑を終わります。 

  これより認定第１号のうちの関係部分について意見を伺います。賛否に関する意
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見はありませんか。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（三富美代子） 分科会外委員の賛否に関する意見はありませんか。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（三富美代子） 以上で認定第１号のうちの関係部分に関する意見を終わり

ます。 

  以上で戦略推進課の質疑を終わります。 
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情報発信課 

〇委員長（三富美代子） 情報発信課長の説明は終わりました。質疑に入ります。 

  質疑はありませんか。 

  木村委員。 

〇委員（木村典由） お願いします。41ページです。ホームページとインターネット

についてなのですけれども、その中でバナー広告についてですが、９件となってい

るのですけれども、こちらの広告得られるのはどれぐらい得られるか教えてくださ

い。 

〇委員長（三富美代子） 情報発信課長。 

〇情報発信課長 広告費については、ウェブ、広報紙、カレンダーとセットで契約を

していますので、割合としては数字を持っておりませんが、この３点セットで170万

円で広告費として計上させていただいています。 

〇委員長（三富美代子） 木村委員。 

〇委員（木村典由） これは、バナー広告を扱っているところは、恐らく株式会社ウ

ィットさんというところで間違いないですか。 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

                       11時28分 休憩 

 

                       11時28分 再開 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

  情報開発課長。 

〇情報発信課長 昨年度の業者については、ちょっと手持ちがありませんので、後で

報告させていただきます。 

〇委員長（三富美代子） 木村委員。 

〇委員（木村典由） ちょっとバナー広告のところで入っていったときに、申込みと

いうところがあって、そこがウィットさんという会社だったので、先ほどセットだ

ということだったので、ではそこの会社が１件やっているのかなということで聞い

たのですけれども、このバナー広告自体を増やしていく、割と広告収入的にはいい

お金になっていくと思うのですけれども、この増やす努力というのは市でやるのか、

その委託業者がやるのか、どちらがやっていくということでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 情報発信課長。 

〇情報発信課長 暫時休憩でいいですか。 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

                       11時29分 休憩 

 

                       11時30分 再開 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 
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  情報開発課長。 

〇情報発信課長 こちらでは、面積的な部分を業者さんのほうに提供しておりますの

で、会社の数であったりとか、回数であったりとかというところは、事業者さんの

ほうで求めているところです。 

〇委員長（三富美代子） 木村委員。 

〇委員（木村典由） では、市として増やしていきたいという例えば方向性があると

したら、その委託の業者さんに対してもっと増やすような努力をしてくれというよ

うな手続というか、その呼びかけはしているのでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 情報発信課長。 

〇情報発信課長 それはしております。 

〇委員長（三富美代子） 木村委員。 

〇委員（木村典由） 本当に結構バナー広告自体、頑張っていけばいいお金になって

いくと思うので、市としても積極的に働きかけて頑張っていただきたいと思います。 

  次に、44ページの個別受信機外部アンテナ設置保守点検作業の委託のところで、

令和３年度、33件、39万6,013円で、１件当たりの単価が令和２年度に比べて倍以上

になっているのですが、この要因を教えてください。 

〇委員長（三富美代子） 情報発信課長。 

〇情報発信課長 無線機の修理というのは、無線機個別のものであったりとか、あと

は外部アンテナ、ダイポールと言われるものがございますが、そちらの修理であっ

たりとか様々ですので、年度によって単価は変動することは承知しているところで

す。 

〇委員長（三富美代子） 木村委員。 

〇委員（木村典由） 本当に１件当たり倍以上の金額ということで、その内容までは

把握されているのでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 情報発信課長。 

〇情報発信課長 こちらで明細は把握しております。 

〇委員長（三富美代子） ほかに質疑はありませんか。 

〇情報発信課長 いいですか、委員長。 

〇委員長（三富美代子） 発言ですか。 

〇情報発信課長 はい。 

〇委員長（三富美代子） 情報発信課長。 

〇情報発信課長 先ほどの広告の代理店ですけれども、今年度はウィットさんなので

すけれども、昨年度は株式会社トーコーさんというところで、違う会社になってお

ります。 

〇委員長（三富美代子） 答弁漏れですね、先ほどの。 

〇情報発信課長 はい。 

〇委員長（三富美代子） よろしいでしょうか。 



- 39 - 

  それでは、ほかに質疑はありませんか。 

  杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） よろしくお願いします。42ページ、お願いします。主要事業の

２、フィルム・コミッションの関係になるのですけれども、大幅に件数が増えてい

ることで喜ばしいのですけれども、これに伴います経済効果につきましてはどのよ

うに分析されていますでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 情報発信課長。 

〇情報発信課長 経済効果については、ある程度数字的な広告ですとか、あと宿泊費

であるとか、市内のお弁当、そういったところの業者さんを使っていただいている

とか、そういったところで出させていただいております。 

〇委員長（三富美代子） 杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） 大体把握はされているということで、分かりました。 

  今後永遠につなげるという意味で、令和３年度、ここの部分をもうちょっと改善

するといいんのではないかという、そのような議論等はありましたでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 情報発信課長。 

〇情報発信課長 ロケ地、ロケをしているその場ではなかなか人に来ていただくとい

うことは、いろいろな著作権上、難しいところがございますので、終わった後にこ

ういったロケ地がありますよとかというところで、市外の人が来ていただけるよう

なところで、今年度になりますが、ロケ地のアプリを作成させていただいて、そこ

に改めて外から来ていただけるような仕組みというのをつくらさせていただきまし

た。 

〇委員長（三富美代子） 杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） ちゃんと改善につながっているということで、よかったです。 

  43ページをお願いいたします。１の（３）の臨時放送、お悔やみ放送とかなので

すけれども、こちらお悔やみ放送で言うと、例えば職員が放送しているときがある

のですが、その目的、なぜ職員がやられているのかというところをご説明ください。 

〇委員長（三富美代子） 情報発信課長。 

〇情報発信課長 通常の定時放送は委託でアナウンサーさんにお願いをしておりま

す。お悔やみ放送は、その日に届けられた死亡届と依頼書によって放送をしますの

で、その日の夕方、臨時的に放送しなければなりませんので、職員がやっておりま

す。 

〇委員長（三富美代子） 杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） 分かりました。 

  職員が放送、話されるときの話し方とか、マニュアル的なものというのはあるの

でしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 情報発信課長。 

〇情報発信課長 はい、ございます。 
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〇委員長（三富美代子） 杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） 読み上げ速度に関するものというのは、記載とかありますでし

ょうか。 

〇委員長（三富美代子） 情報発信課長。 

〇情報発信課長 速度は、特に何分というのは決まっておりませんが、なるべくゆっ

くりというところで、聞きやすいようにというところは職員のほうに伝えてありま

す。 

〇委員長（三富美代子） 杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） 伝えてあるということで、分かりました。実際にそういったも

のを、例えばご自身がしゃべられたものを書き取れるかどうかの検証、振り返りと

いうのは行っているでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 情報発信課長。 

〇情報発信課長 書きとめであるとか、振り返りというのは特に行っておりませんが、

放送を録音したときには、１回自分で聞き直しをして、これでいいかというところ

は確認をしています。私どものほうでは、職員が毎回の無線、定時の放送で流れる

ものも確認して聞いております。 

〇委員長（三富美代子） 杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） また、今後は書き取れるかどうかのところも見ていただきなが

らやっていただければと思います。 

  以上です。 

〇情報発信課長 ありがとうございます。 

〇委員長（三富美代子） 内藤委員。 

〇委員（内藤法子） お願いします。41ページなのですけれども、３番のホームペー

ジとインターネット、これこれから、今でも大切なツールだと思います。投稿件数

がそれぞれ出ていますけれども、この投稿に関しての返信というのはどのようにし

ているのでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 情報発信課長。 

〇情報発信課長 返信というのは、こちらからは特にしておりませんで、基本的には

投稿のみになります。 

〇委員長（三富美代子） 内藤委員。 

〇委員（内藤法子） その中で、市政に対してこれはやっぱり…… 

〇委員長（三富美代子） 内藤委員、もう少し口元に近づけて。 

〇委員（内藤法子） はい。その中でも、市政にとってこれは返信というか、検討し

たほうがいいなというものはなかったでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 情報発信課長。 

〇情報発信課長 ラインはもともとが発信だけができるというシステムになっており

ますので、返信はございません。フェイスブックにつきましては、コメントをいた
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だいているところというのは、私どものほうで見させていただいて、検討を課内で

しているものもございます。 

〇委員長（三富美代子） 内藤委員。 

〇委員（内藤法子） 中で検討するものもあったよというお返事でした。ラインは、

そもそも返信は要らないということですけれども、やっぱりこの中で必要な、重要

なコメントというのは取り上げて検討していただきたいということで、終わります。 

  それでは、もう一つなのですけれども…… 

〇委員長（三富美代子） 内藤委員。 

〇委員（内藤法子） 42ページのその他の取組で、屋上緑化、東京駅常盤橋エリアの

市ＰＲ用の広告物設置、これ屋上緑化のことと思いますが、これの効果は令和３年

度どのように判断というか、振り返っているでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 情報発信課長。 

〇情報発信課長 私どものほうは、薄層緑化の部分は農林振興課のほうで実施をして

おりますので、そちらについてはこちらでお答えするものではないかと思いますが、

看板を情報発信課のほうでつけさせていただいております。看板については、ＱＲ

コードをつけておりますので、そこのアクセスログを取っておりますが、ちなみに

令和３年度は198件になっております。 

〇委員長（三富美代子） 内藤委員。 

〇委員（内藤法子） 看板のほうを管理しているということは分かりました。198件の

ＱＲコードがあったということですが、この件数はどのように評価していますか。 

〇委員長（三富美代子） 情報発信課長。 

〇情報発信課長 198件が多いかどうかというのは、比べるものがあれですので、ちな

みに令和２年度は188件となっておりますので、少し多少増えているということです

が、令和元年度に設置をさせていただいてから、同じ看板が３年間というところが

ございますので、なかなかそれを３年間継続的に見ていただけるというのは難しか

ったかなというところは感じております。 

〇委員長（三富美代子） 内藤委員。 

〇委員（内藤法子） ３年間継続した最後の年だろうと思いますけれども、これを今

後どのようにしようと、この効果を見てどのようにしようという議論はありました

か。 

〇委員長（三富美代子） 情報発信課長。 

〇情報発信課長 こちらは、もともとは移住定住の目的をもって設置をされていると

ころですので、そういったところで外に発信していくというところの１つの媒体と

して検証していきたいなと思っております。 

〇委員長（三富美代子） 内藤委員。 

〇委員（内藤法子） なかなか移住定住に結びつかなかったというのが今までの審査

でありました。また、様々な手法を検討していただくようにお願いして、終わりま
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す。 

〇委員長（三富美代子） ほかに質疑はありませんか。 

  賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） お願いします。41ページのところです。特定財源のところでお

聞きします。令和３年度、市政カレンダーのガバメントクラウドファンディングを

裾野市として初めて取り組んだと思います。その成果は、どれほどだったのでしょ

うか。 

〇委員長（三富美代子） 情報発信課長。 

〇情報発信課長 ガバメントクラウドファンディングの歳入としては、97万3,000円で

ございました。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） カレンダー製作の総費用、すみません、教えていただいてもよ

ろしいですか。すみません、200万でしたっけ。 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

                       11時42分 休憩 

 

                       11時43分 再開 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

  賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 先ほどの質疑、聞き方をちょっと変えさせていただきます。ガ

バメントクラウドファンディングの目標額はお幾らだったでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 情報発信課長。 

〇情報発信課長 100万です。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） では、おおむね目標には達成できたという評価でよろしいです

か。 

〇委員長（三富美代子） 情報発信課長。 

〇情報発信課長 はい、おおむねよろしいかと思っております。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） この令和３年度の評価も受けて、次年度も続けているというこ

とでよろしいですか。 

〇委員長（三富美代子） 情報発信課長。 

〇情報発信課長 今年度もガバメントクラウドファンディングをさせていただいての

ところでございます。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 市政カレンダーに限らず、その他事業にも広げていこうという

ような検討が特に何かされましたか。 
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〇委員長（三富美代子） 情報発信課長。 

〇情報発信課長 情報発信課の中では、今のところございません。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） その件、分かりました。 

  ３番のホームページ、インターネットの件です。様々な情報を様々な媒体を使っ

て伝えるということは非常に大切だと思っていますけれども、フェイスブック、ラ

イン、その他の発信ツールを何か検討されたことはございますか。 

〇委員長（三富美代子） 情報発信課長。 

〇情報発信課長 今年度になってからですが、木村議員から６月に一般質問をいただ

いておりまして、ツイッターですとか、そういったところも検討をさせていただい

て、情報発信を今年度はさせていただいております。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 投稿の内容というのは、一律同じようなものを様々な媒体で流

すという考え方でよろしいですか。 

〇委員長（三富美代子） 情報発信課長。 

〇情報発信課長 ツイッターですとか、フェイスブック、主にツイッターは外の人、

市外、県外の人たちに発信できるような大きいイベントを中心に発信をしています。

フェイスブックについては、いろいろな市の行事の報告であるとか、表敬訪問であ

るとか、そういった広報紙やホームページで細かいところまで載せられない部分に

ついての報告を日々させていただく。ラインについては、募集であるとか、そうい

ったお知らせ、そういった市民に対してのお知らせというところを中心にやってお

ります。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 媒体によって情報を分けているということは理解しました。 

  では、災害時のときの対応としてはどのようなことを実施されましたでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 情報発信課長。 

〇情報発信課長 災害時は、基本的にはこちらから発信する部分に関しては広報無線

機が中心になります。ただ、大きい災害、台風なんかで被害が出ているとかという

ところは、ツイッターであるとかフェイスブックというのは、こちらのほうでもで

きる限り確認はさせていただいています。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） その件、了解いたしました。 

  先ほど出ました個別受信機、無線機の話です。43ページになりますか。これは、

災害時等でも非常に役立つものということで、なるべく市民の皆さんにお使いいた

だきたいと思っていますけれども、その点について何か工夫をされたとか、多くの

方にご利用いただけるような取組をされたことがありましたらお願いします。 

〇委員長（三富美代子） 情報発信課長。 
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〇情報発信課長 こちらは、毎年にはなりますが、広報紙に定期的に無線機のご案内

を２分の１ページという枠を取らせていただいて発信しています。また、市民課に

おいては、転入時には広報無線機のご案内をさせていただいたりであるとか、今朝

交通安全のお子さんがお話をしていますが、ああいったことによって今まで無線機

を持っていなかった親御さんが子供の声を聞きたいというところで借りに来ていた

だくなどをしている部分もございまして、そういったところで広報無線機をなるべ

く多くの人に借りていただけるようにというところでやっております。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 取組について分かりました。令和２年度の決算時、大体65％の

世帯に普及はされているというお話伺いました。３年度１年間で普及率というのは

向上したかどうかというのは確認できますか。 

〇委員長（三富美代子） 情報発信課長。 

〇情報発信課長 広報無線機については、残念ですが、急激に上がっているというと

ころはなくて、同じくらいのところを推移しているというのが現状でございます。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） なるべく多くの方に設置いただくようにお願いいたします。 

  併せて44ページになります。個別受信機のデジタル化ということで、複数年の計

画でこれ進めていたかと思いますが、令和３年度末でどの程度、大まかで構いませ

ん、デジタル化が進みましたでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 情報発信課長。 

〇情報発信課長 令和２年度からスタートしておりますが、令和２年度に1,400台、令

和３年度に236台というところで、1,636台が現在更新ができているところです。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） この計画は何年計画でしたか。 

〇委員長（三富美代子） 情報発信課長。 

〇情報発信課長 令和10年度までの９年間の計画になっております。 

〇委員（賀茂博美） 分かりました。ありがとうございます。 

〇委員長（三富美代子） ほかに質疑はありませんか。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（三富美代子） 以上で委員の質疑を終わります。 

  分科会外委員の質疑はありませんか。 

  増田議員。 

〇委員外議員（増田祐二） １点だけお願いします。調書で言うと42ページのところ、

先ほど委員からも質疑のありましたフィルム・コミッションです。御課のほうで取

りまとめていることは、先ほどの答弁で理解はできましたけれども、他課との連携

に関しての部分について、昨年度協議されたところはありますか。 

〇委員長（三富美代子） 情報発信課長。 
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〇情報発信課長 主な産業観光課とは連携を取っています。 

〇委員長（三富美代子） 増田議員。 

〇委員外議員（増田祐二） 内容を伺ってもよろしいでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 情報発信課長。 

〇情報発信課長 産業観光課は、商店であるとか、企業さんとかお店、そういったと

ころを取りまとめているところになりますので、例えばですが、ロケ弁なんかは市

内の業者さんにお願いしたいというところで取り組んでおりますので、そういった

ところで紹介していただいたり等々はしております。 

〇委員長（三富美代子） 増田議員。 

〇委員外議員（増田祐二） 観光的な側面での取組ということは特段はなかったでし

ょうか。 

  暫時休憩お願いします。 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

                       11時50分 休憩 

 

                       11時51分 再開 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

  情報発信課長。 

〇情報発信課長 そこについての協議というのは、私の知っているところでは存じ上

げていませんので、そういったところ、今年度アプリも作成させていただいたり、

観光客、市外からの交流人口を増やすというところでは、産業観光課と深く連携し

ていかなければいけないところかなと思っておりますので、その点は今年度も協議

をしていきたいと思っております。 

〇委員外議員（増田祐二） 委員長、最後です。 

〇委員長（三富美代子） 増田議員。 

〇委員外議員（増田祐二） 移住定住に関しても同様に、昨年度で言うと御課の中で、

本年度で言うと他課になるのですけれども、定住移住に対しての取組というものの

協議はあったかどうかだけお願いします。 

〇委員長（三富美代子） 情報発信課長。 

〇情報発信課長 すみません。定住移住については、私のほうでは把握しておりませ

ん。 

〇委員長（三富美代子） 以上で分科会外委員の質疑を終わります。 

  以上で認定第１号のうちの関係部分に関する質疑を終わります。 

  これより認定第１号のうちの関係部分について意見を伺います。賛否に関する意

見はありませんか。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（三富美代子） 分科会外委員の賛否に関する意見はありませんか。 
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            （「なし」の声あり） 

〇委員長（三富美代子） 以上で認定第１号のうちの関係部分に関する意見を終わり

ます。 

  以上で情報発信課の質疑を終わります。 
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渉外課 

〇委員長（三富美代子） 渉外課長の説明は終わりました。 

  次に、質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

  木村委員。 

〇委員（木村典由） お願いします。49ページです。３番の（１）、企業訪問のとこ

ろなのですが、令和２年、３年とも、これゼロ回ゼロ社となっているのですが、新

型コロナウイルス感染症の影響を考慮して中止となっていますと下のほうに書いて

いるのですけれども、こちらは電話などで聞き取り調査などの対応はしているので

しょうか。 

〇委員長（三富美代子） 渉外課長。 

〇渉外課長 電話での相談は受けております。 

〇委員長（三富美代子） 木村委員。 

〇委員（木村典由） 電話とかのその相談というのは、何件ぐらいとかというのは分

かりますでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 渉外課長。 

〇渉外課長 企業相談につきましては、その下のところの相談件数の中に入れさせて

いただいております。 

〇委員長（三富美代子） 木村委員。 

〇委員（木村典由） 相談件数の中に入っているということで、分かりました。この

うちのどれぐらいというのは分かりますでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 渉外課長。 

〇渉外課長 具体的に何件が市内企業とかということはうたっておりません。 

〇委員長（三富美代子） よろしいですか。 

  ほかに質疑はありませんか。 

  杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） よろしくお願いします。先ほどと同じ49ページになります。先

ほど同僚議員からの質疑の中では、企業訪問等は行わない中で電話での相談を受け

ているという話でした。これは、市側から企業、会社にお電話をして、何かあるか

という企業訪問と同じような形、こちら側からアプローチをかけるもので、そうい

うふうな件数だったのかということでよろしいのでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 渉外課長。 

〇渉外課長 そのとおりです。 

  暫時休憩お願いします。 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

                       13時05分 休憩 
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                       13時05分 再開 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

  杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） 分かりました。その際に、例えばズームでちょっと打合せをし

たいよとか、そんなような形でのものという相談はあったのでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 渉外課長。 

〇渉外課長 ズームでの相談というやり取りはなかったと聞いております。 

〇委員長（三富美代子） 杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） 今後コロナ禍という中では、このような状況が続くと。新たな

企業との信頼関係の構築も含めましたそういったものが必要というふうに思うので

すけれども、令和３年度、何かしらそういうふうな検討等はされましたでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 渉外課長。 

〇渉外課長 令和４年度につきましては、企業訪問を実施しております。現在は行え

る状況なのですけれども、今後ズーム等でという話があれば検討していきたいと考

えております。 

〇委員長（三富美代子） 杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） これからのところは分かりました。令和３年度は、そのような

検討があったか、令和３年度の中身をお願いします。 

〇委員長（三富美代子） 渉外課長。 

〇渉外課長 令和３年度の時点では、そのような考えはなかったと聞いております。 

〇委員長（三富美代子） 杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） ありがとうございます。 

  ごめんなさい。ちょっとページが分からないので、いいです。後でします。 

〇委員長（三富美代子） では、ほかに質疑は。 

  内藤委員。 

〇委員（内藤法子） 渉外課の中で、演習場対策総務費が執行率58.2％、演習場対策

推進助成費が執行率44.42％、そして企業誘致費が28.33％と、ほかの部署に比べて

断トツ執行率が低いのです。背景はそれぞれ聞きましたけれども、このことに関し

ては担当課はどのように考えていらっしゃいますか。 

〇委員長（三富美代子） 渉外課長。 

〇渉外課長 暫時休憩でお願いします。 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

                       13時07分 休憩 

 

                       13時08分 再開 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

  渉外課長。 
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〇渉外課長 コロナウイルスの関係で、負担金等の支払い、事業をやらずに負担金等

の必要性がなくなったということでございます。 

〇委員長（三富美代子） 内藤委員。 

〇委員（内藤法子） コロナウイルスの影響というのは、全般に及んでいます。これ

だけ執行率が悪いということは、予算取りのときに予測できなかったのかという反

省もあると思うのですけれども、それはどうでしょう。 

〇委員長（三富美代子） 渉外課長。 

〇渉外課長 令和３年度予算を組むときに関しましては、３年度のコロナの関係がど

ういう状況か分からなかったものですから、各団体から令和３年度については負担

金等を請求しますよというところでした。実際は、コロナの関係でやはり負担金に

ついては令和３年度は必要ありませんというところです。 

  以上でございます。 

〇委員長（三富美代子） 内藤委員。 

〇委員（内藤法子） 実際であれば、できる形で活用していただくのが一番望ましか

ったと思うのですけれども、この決算の状況を踏まえて、今後の予算立てとか、そ

れに影響力はどのようにお考えでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 渉外課長。 

〇渉外課長 今後は、各種団体等といろいろとやっていく中で、負担金等必要なもの

については予算化していく予定でございます。 

〇委員長（三富美代子） 内藤委員。 

〇委員（内藤法子） 負担金の予算化だけではなくて、もっと中に踏み込んだ関わり

方をしていかないと、この執行率は上がらないと思うのですが、いかがでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 渉外課長。 

〇渉外課長 今後、その辺も詰めていく予定でございます。 

〇委員長（三富美代子） ほかに質疑はありませんか。 

賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） お願いします。49ページの部分で伺います。企業誘致費の部分

です。主要事務事業として、企業誘致及び企業立地維持ということの各種事業とな

っております。企業誘致という部分では、何か成果につながるものはございました

か。 

〇委員長（三富美代子） 渉外課長。 

〇渉外課長 暫時休憩でよろしいでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

                       13時11分 休憩 

 

                       13時11分 再開 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 
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  渉外課長。 

〇渉外課長 これまでの関係で、新たに進出してくれるという話の企業もありますの

で、今後も地道に活動していきたいと考えております。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 分かりました。 

  では、企業立地維持のところに関して、何か成果はございましたか。 

〇委員長（三富美代子） 渉外課長。 

〇渉外課長 暫時休憩でお願いいたします。 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

                       13時11分 休憩 

 

                       13時12分 再開 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

  渉外課長。 

〇渉外課長 こちらの活動につきましても、各種市内企業さんのお話を聞きながら、

裾野でそのまま仕事をしていただけるようにお話をしているところでございます。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 渉外課が持っている各種企業に対する補助制度とかという部分

の周知というのはどのようにされていますか。 

〇委員長（三富美代子） 渉外課長。 

〇渉外課長 周知のほうにつきましても、パンフレットを作るのと、お問合せに対し

ての的確な回答を示しております。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 分かりました。先ほどちょっとお話ありましたが、令和３年10月

に都市マスの一部改正が行われました。富沢地区はじめ、土地利用に関して、まち

づくり課とともに新しい産業誘致ということで、何か取り組まれたことはあります

か。 

〇委員長（三富美代子） 渉外課長。 

〇渉外課長 新たにゾーニングをされた部分につきましては、まちづくり課とともに

今後に対する検討を行っております。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 具体的な内容がもしあればお伝えいただけますか。 

〇委員長（三富美代子） 渉外課長。 

〇渉外課長 暫時休憩でお願いします。 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

                       13時13分 休憩 
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                       13時14分 再開 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

  渉外課長。 

〇渉外課長 土地利用を検討していく中で、様々な手法について検討をしているとこ

ろでございます。 

〇委員（賀茂博美） 分かりました。 

〇委員長（三富美代子） ほかに質疑は。 

岡本委員。 

〇委員（岡本和枝） 46ページです。番号で６、７、８のところで、それぞれ要請訪

問とか、要望書を提出というふうになっていますけれども、それぞれの内容はどう

なっているのでしょうか。要請の内容、要望書の内容とか。 

〇委員長（三富美代子） 渉外課長。 

〇渉外課長 暫時休憩でお願いします。 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

                       13時15分 休憩 

 

                       13時17分 再開 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

  渉外課長。 

〇渉外課長 それぞれの要望につきましては、市民の声を聞きながら要望を提出して

いるところでございます。 

〇委員長（三富美代子） 岡本委員。 

〇委員（岡本和枝） それでは、令和３年度の中で、市民からの要望というか、声と

いうのはどのようなものが多かったのでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 渉外課長。 

〇渉外課長 市民からのお問合せ事項につきましては、航空機の騒音の問題や低空飛

行に見られるようなところについてのお問合せが多かったところでございます。 

〇委員長（三富美代子） 岡本委員。 

〇委員（岡本和枝） それでは、それぞれその都度、協議会とかの名前で抗議されて

います、その回答、対応はどのようなものだったのでしょう。 

〇委員長（三富美代子） 渉外課長。 

〇渉外課長 お問合せ、相談につきましては、それぞれ防衛省及び富士学校、また県

のほうに連絡をしているところです。 

  暫時休憩お願いいたします。 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

                       13時18分 休憩 
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                       13時19分 再開 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

  岡本委員。 

〇委員（岡本和枝） それでは、要望されて、それに対していろいろ回答あったと思

うのですけれども、実際にそれで裾野市の上空のいろいろな状況の変化、そういう

ものというのは具体的にありましたか。 

〇委員長（三富美代子） 渉外課長。 

〇渉外課長 お問合せに対して航空機の問題等々、今後も引き続き要望していかなけ

ればいけないのかなという状況なものですから、引き続き要望していく予定でおり

ます。 

〇委員長（三富美代子） 岡本委員。 

〇委員（岡本和枝） それでは、令和３年度で市民からの意見を受けながら、渉外の

担当課のほうで何か対応を取られたこと、実際に裾野市の中で市民の意見に対して

対応を取られたことみたいなことは何かあるのでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 渉外課長。 

〇渉外課長 渉外課としましても、国の南関東防衛局さんと会うときについては、航

空機の問題についてはお話をしているところでございます。 

〇委員長（三富美代子） 岡本委員。 

〇委員（岡本和枝） 最後です。最近、事故がとても多いということで、オスプレイ

がアメリカでは飛行停止の状態です。それらに対して、本当に市民を守るという立

場で頑張っていただきたいと思います。何かちょっとおかしいですか。 

では、引き続き今度渉外課という形でぜひ対応を取っていただきたいと思います

が、その辺のところ、令和３年度の取組の中から令和４年度に向かっての何か変更

とか、決意みたいなものというのは何かあるのでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 渉外課長。 

〇渉外課長 今後も引き続き情報収集をしながら、安全対策については要望していく

ところでございます。 

〇委員（岡本和枝） 分かりました。 

〇委員長（三富美代子） ほかに質疑よろしいですか。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（三富美代子） 以上で委員の質疑を終わります。 

  分科会外委員の質疑はありませんか。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（三富美代子） 以上で分科会外委員の質疑を終わります。 

  以上で認定第１号のうちの関係部分に関する質疑を終わります。 

  これより認定第１号のうちの関係部分について意見を伺います。賛否に関する意

見はありませんか。 
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            （「なし」の声あり） 

〇委員長（三富美代子） 分科会外委員の賛否に関する意見はありませんか。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（三富美代子） 以上で認定第１号のうちの関係部分に関する意見を終わり

ます。 

  以上で渉外課の質疑を終わります。 
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総務部 

税務課 

〇委員長（三富美代子） 税務課長の説明は終わりました。 

  次に、質疑に移ります。 

  質疑はありませんか。 

  木村委員。 

〇委員（木村典由） お願いします。80ページになります。６番の納付方法のところ

ですが、確認したいのですけれども、ここに記載されている５つの支払い方法の中

で、クレジットカードとネットバンキングを使用した場合、手数料が発生するとい

うことでよろしいでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 税務課長。 

〇税務課長 はい、そうです。 

〇委員長（三富美代子） 木村委員。 

〇委員（木村典由） では、コンビニとクレジットカードの支払いにおける、それ今

聞いたのはお客さんのほうが、お客さんというか市民の方が払うということなので

すけれども、このコンビニ払いとかクレジット払いをやってもらったときに、市の

ほうから委託業者に払う手数料、パーセンテージが分からないのですけれども、と

いうのはどれぐらいでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 税務課長。 

〇税務課長 スマホ決済とコンビニにつきましては、１件当たり幾らというふうなこ

とで手数料を払っております。クレジットカードとネットバンキングにつきまして

は、月掛の使用料がありますので、そちらのほうの支払いをしております。 

〇委員長（三富美代子） 木村委員。 

〇委員（木村典由） それは、コンビニとクレジットカードを比べるとどっちが高い

とかというのは分かりますでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 税務課長。 

〇税務課長 コンビニとスマホ決済は同じ部類になるのですけれども、件数がどんど

ん伸びていますので、全体的に考えると、そちらのほうが高くなっているかなとい

うふうに思っております。 

〇委員長（三富美代子） 木村委員。 

〇委員（木村典由） クレジットカードを使った場合、市民の方は手数料を払ってカ

ードを使う、市はそれに対する手数料を払うということで、お互い手数料を払うと

いうことになりますよね。それについて、その手数料をもうちょっと減らすとか、

考えていくということはやっていないでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 税務課長。 

〇税務課長 クレジットのほうに関しては、相手との契約になっております。こちら

のほうから手数料、要はご本人さん、納税者が払ってもらう手数料のほうの減額と
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いうのは、特別に特にできるものではないですので、現状のままとなっております。 

〇委員長（三富美代子） ほかに質疑はありませんか。 

杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） お願いします。75ページ、お願いします。75ページの税務総務

費になるのですけれども、執行率が17.65と低く感じるのですが、その理由につきま

してお願いいたします。 

〇委員長（三富美代子） 税務課長。 

〇税務課長 この予算11万9,000円なのですけれども、これは委員の研修代なんかも入

っているのです。研修は、令和３年度も委員さんの意向で行かないというふうなこ

とだったものですから、実際に１回だけ委員会を開催したのですけれども、そのと

きに来ていただいた費用弁償のみ、報償のみの執行となっておりますので、執行率

のほうは低くなっております。 

〇委員長（三富美代子） 杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） 委員の意向で行かなかったことは理解しました。 

その決定につきましては、やっぱり年度の最後のほうに決定されたということで

よろしいのでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 税務課長。 

〇税務課長 年度初めに委員会を開催したというふうなこと申し上げたのですが、そ

の際に３名の委員に意向を確認しまして、そこで３年度については行かないという

ふうなことをご意見でしていただきました。 

〇委員長（三富美代子） 杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） 額的に大きくないので、あれなのですが、年度の当初で行かな

いことが決まっていて、減額しなかった理由というのはあるのですか。 

〇委員長（三富美代子） 税務課長。 

〇税務課長 このぐらいの金額ですと、一応減額はするようなやり方はしていないよ

うなのです。一応大体おおむね50万ぐらいというふうに聞いていますので、そのま

まです。 

〇委員（杉山茂規） 分かりました。 

〇委員長（三富美代子） 杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） 76ページ、お願いします。コロナの状況におきまして、不納欠

損が例年とどのような感じで変化しているかのところの、課での捉え方というか、

どのように捉えているかお願いします。 

〇委員長（三富美代子） 税務課長。 

〇税務課長 不納欠損は、５年による時効の不納欠損もありますし、執行停止をして、

執行停止をしてからの３年の不納欠損、あとは即時欠損ということで、例えば海外

に転出して帰ってくる見込みが、また戻ってくる見込みがないような場合とかとい

うふうな方で、おおむね３つぐらいあるのですけれども、それの累計がこの金額と
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いうふうなことで認識しております。 

〇委員長（三富美代子） 杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） ということは、まだコロナのところの影響が令和３年度では大

きくは出ているわけではなく、今後出てくるということで令和３年度は認識してい

るということでよろしいでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 税務課長。 

〇税務課長 コロナの部分の影響というのもあるとは思うのですけれども、明確にコ

ロナのために収入が減って、それで納められないというふうな話というのはあまり

聞かないのです。実際に潜在的にはあるかもしれないのですけれども、認識はない

です。 

〇委員長（三富美代子） 杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） ということは、通常の企業活動の中でのそういうふうな影響に

よりまして、このような状況に陥っているというような認識でよろしいでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 税務課長。 

〇税務課長 はい、そうです。 

〇委員（杉山茂規） 分かりました。 

〇委員長（三富美代子） ほかによろしいですか。 

ほかに質疑はありませんか。 

内藤委員。 

〇委員（内藤法子） お願いします。今のところの不納欠損なのですが、と収入未済

額。77ページに収入未済額の推移というのがあります。改善はされていると思うの

ですけれども、この令和３年度を通じてどのような工夫というか、なさったのでし

ょうか。 

〇委員長（三富美代子） 税務課長。 

〇税務課長 ３年度については、徴収対策の職員が年度の途中で変わったりしており

ます。ただ、その中でもなるべく徴収に対する質を落とさないでやりたいというこ

とで、もともといる職員と新しい職員とで入り交じって情報の共有とか、テクニッ

クなんかは磨いてもらったのかなというふうに考えております。 

〇委員長（三富美代子） 内藤委員。 

〇委員（内藤法子） なかなかよい取組だったと思います。そういうやり方は、今後

も継続していくのでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 税務課長。 

〇税務課長 そのように考えております。 

〇委員長（三富美代子） 内藤委員。 

〇委員（内藤法子） 不納欠損額が82ページにあります。この不納欠損額に関しての

令和３年度の工夫、同じく、対応。 

〇委員長（三富美代子） 税務課長。 
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〇税務課長 特別に不納欠損を多くしようとか、少なくしようとかというふうなこと

は考えておりませんので、年度内に徴収対策としてやれるようなことを実行した中

での、この82ページでの不納欠損の内訳というふうになっております。 

〇委員長（三富美代子） 内藤委員。 

〇委員（内藤法子） この不納欠損をなるべくなくすという方向には、さらにどんな

工夫ができますか。 

〇委員長（三富美代子） 税務課長。 

〇税務課長 不納欠損というのは、時効による不納欠損以外に、先ほどもちょっと申

し上げたのですが、取るという言い方がいいのかどうか分からない、納めてもらえ

るような資力がないような方、こういう方はいつまでも課税をしたまま、要は滞納

の状態で残しておくというのはあまり好ましくないというふうに今も考えておりま

す。これからも考えておりますので、適時適切な滞納処分のほうを実施したいとい

うふうに考えております。 

〇委員長（三富美代子） 内藤委員。 

〇委員（内藤法子） これまでの議会の中でも発言が出てきましたけれども、全庁的

な情報共有とか、何か全協的な何か協力体制とかできるのでしょうか、特に福祉と

か。 

〇委員長（三富美代子） 税務課長。 

〇税務課長 前にほかの同僚の委員さんからもお話いただいていますけれども、福祉

とのほうの連携というのは、場所も近いというのもあるのですけれども、案内等は

現在でもさせてもらっています。 

〇委員（内藤法子） 分かりました。 

以上です。 

〇委員長（三富美代子） 岡本委員。 

〇委員（岡本和枝） 不納欠損について、私もお聞きします。監査意見でも増えてい

るという表現があったのですが、あくまで先ほどおっしゃったようにいつまでも負

担を残しておくのではなくて、滞納整理の方策の１つとして、これもきっちり進め

ていこうというふうなことなのでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 税務課長。 

〇税務課長 そのように考えております。 

  暫時休憩をお願いします。 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

                       13時44分 休憩 

 

                       13時44分 再開 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

  岡本委員。 
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〇委員（岡本和枝） いろいろな滞納整理の方法ってあると思うのですけれども、不

能欠損のところをしっかり向き合うというのもとても大事なことかなと思いますの

で、これからも進めていただきたいと思います。 

  もう一点、国保のコロナ関係の徴収減免でしたか、それが令和３年度はなかった

ということだったと思うのですけれども、これは制度が分からなくて申請する人が

いなかったみたいなことはなかったのでしょうか。 

            （「暫時休憩お願いします」の声あり） 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

                       13時45分 休憩 

 

                       13時45分 再開 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

  税務課長。 

〇税務課長 コロナの関係の徴収猶予というのは、特別に２年度までだったのです。

３年度については、通常の徴収猶予という制度はありますので、万が一コロナで納

税が厳しいというふうな方については、通常の捉え方の徴収猶予で対応しようとい

うふうに考えていたのですが、現実的にそこの部分についての申請はなかったです。 

〇委員（岡本和枝） 分かりました。 

〇委員長（三富美代子） よろしいですか。 

  ほかに質疑はありませんか。 

賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） お願いします。76ページになるかと思います。冒頭、部長の説

明でも徴収率0.4ポイントアップしたということのお話がありました。国保者につき

ましても、特に滞納繰越分については５ポイント近く徴収率が上がったのかなとい

うふうに、昨年と比較しますと。何か取り組まれた点があったということですか。 

〇委員長（三富美代子） 税務課長。 

〇税務課長 すごく特別にあるかというとないのですけれども、たださっきの内藤委

員の話とちょっと逆になってしまうのですけれども、ある程度職員のスキルも上が

ってきていると思っています。ですから、全体的に市税のほうについても、国保税

についても、徴収の対応をしているのは税務課の職員ですので、全体的にやっぱり

アップできたのかなというふうに思っております。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 非常にいい取組ではないかなと思います。また、併せて滞納整

理機構に職員がまだ派遣していると思いますけれども、そこからの情報共有という

のは何かされたものはありますか。 

〇委員長（三富美代子） 税務課長。 

〇税務課長 向こうに派遣している職員は、毎月１回こちらに来ます。それで、機構
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のほうでやっている事務の流れなんかは、１回こちらに来たときにいる職員とコミ

ュニケーション取る形で流してもらっています。こちらでまた困っていることなん

かもあれば、電話でもしてしまうことはあるのですけれども、適時に情報の共有等

はできているのかなと思っております。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 滞納整理機構のほうに滞納処分をお願いすると同時に、その手

法についてもアドバイスをいただくということは可能で、実際やられたということ

でよろしいですか。 

〇委員長（三富美代子） 税務課長。 

〇税務課長 具体的なその手法をアドバイスしてもらったということはないのですけ

れども、ただもうやり方なんかは、やはり機構でやっているようなことを私たち税

務課のほうでも徴収対策のほうも踏襲とまで言えないのですけれども、職員が４人

なものですから、ただそういうふうなつもりで事務のほうはやっていただいており

ます。 

〇委員（賀茂博美） 分かりました。 

〇委員長（三富美代子） ほかに質疑はありませんか。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（三富美代子） 以上で委員の質疑を終わります。 

  分科会外委員の質疑はありませんか。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（三富美代子） 以上で分科会外委員の質疑を終わります。 

  以上で認定第１号のうちの関係部分に関する質疑を終わります。 

  これより認定第１号のうちの関係部分について意見を伺います。賛否に関する意

見はありませんか。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（三富美代子） 分科会外委員の賛否に関する意見はありませんか。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（三富美代子） 以上で認定第１号のうちの関係部分に関する意見を終わり

ます。 

  以上で税務課の質疑を終わります。 
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人事課 

〇委員長（三富美代子） 人事課長の説明は終わりました。質疑に入ります。 

  質疑はありませんか。 

  木村委員。 

〇委員（木村典由） お願いします。53ページです。４の（２）になります。年次休

暇の使用状況が出ていますが、この３年と２年のところに９日と６時間というのが

あるのですが、これは平均取得率みたいな形でよろしいですか。 

〇委員長（三富美代子） 人事課長。 

〇人事課長 おっしゃるとおりでございます。 

〇委員長（三富美代子） 木村委員。 

〇委員（木村典由） 分かりました。有給休暇は、基本的に年間20日という認識でよ

ろしいでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 人事課長。 

〇人事課長 年間20日付与、繰越しがありまして最大40日という形になってございま

す。 

〇委員長（三富美代子） 木村委員。 

〇委員（木村典由） 部署によって取れる取れないの差があると思いますが、取れる

部署、取れない部署に関しては把握をされていますでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 人事課長。 

〇人事課長 部署ごとの取得日数につきましては算出してございます。様々な要因が

ありますので、ちょっと一概に傾向はつかめていないところではありますけれども、

把握はしてございます。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） 木村委員。 

〇委員（木村典由） 人事課として、それに対する対策みたいなものというのは、特

には考えてはいないという感じでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 人事課長。 

〇人事課長 先ほど申し上げさせていただいたとおり、月に１日以上取得しましょう

というスローガンを掲げて職員に周知をしている状況でございます。あとは、特定

事業主行動計画という計画を持っておりまして、その中で有休取得についての促進

を掲げてございますので、たびあるごとにそのものについて言及しているところで

ございます。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） ほかに質疑はありませんか。 

杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） よろしくお願いします。人事課のほうで、本年度力を入れて取

り組んでいる部分ということでは、人件費の抑制ということで、残業を減らすこと
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について取り組んでいると思います。今回は17％ということで、減っているよとい

うことで見えるのですけれども、目標は30だったわけなのですが、その辺りはどの

ように評価していますでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 人事課長。 

〇人事課長 目標は30を掲げて、部課長会議等、結構強い口調で削減をお願いしてま

いりました。各所属ごとに削減目標を通知いたしまして、年度途中におきましては

その通知目標において今何％執行済みですという、あと何％しかないので、業務執

行について合理的な執行をお願いしますという形で進めてまいったところでござい

ます。結果といたしましては、30％に届かなかったのですけれども、目標という形

ですので、おおむね人事課といたしましてはよかったのかなというふうに評価して

ございます。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） 杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） よかったと評価していること分かりました。 

  人事課のほうでは様々そのような取組の中で、もうできる限りのことを多分やら

れているということだと思うのですが、実際にそれを管理するのは所属長である課

長が多分やっていると思うのですが、課長からの各部、課単位での改善点、こうい

うところが課題であるとか、そういった聞き取りであったり、そういったものはさ

れましたでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 人事課長。 

〇人事課長 個別にお話をするケースはございましたが、全体としての傾向としては

つかんでございません。 

  以上でございます。 

〇委員長（三富美代子） 杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） 令和３年度については、聞き取りの傾向をつかんでいないとい

うことなのですけれども、その辺の必要性についての検討みたいなことは話は出て

いますでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 人事課長。 

〇人事課長 令和４年度も既に進んでございます。半期を過ぎた時点で、再度時間外

縮減について申し伝える予定でございますので、その際につきましては、実行力の

あるものを検討したいと思っております。 

  以上でございます。 

〇委員長（三富美代子） 杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） 分かりました。委員長。 

〇委員長（三富美代子） 杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） 本年度のこの調書の中に、職員の職務満足度というところがち

ょっと見つからなかったのですが、どこに書いてあるか、ちょっとごめんなさい、



- 62 - 

教えてもらえる。 

〇委員長（三富美代子） 人事課長。 

〇人事課長 全体として総合計画の指標については、今回事務事業調書から除くとい

う指示が出ておりました。職員の満足度というものにつきましては、指標に当ては

まっておりますので、今回からは削除させていただきました。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） 杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） 記載はないよということは理解いたしました。 

  結果としては幾つだったのかを教えてください。 

            （「暫時休憩お願いします」の声あり） 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

                       14時11分 休憩 

 

                       14時12分 再開 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

  杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） 質問を変更いたします。職員の職務満足度につきまして、前年

度と比べましてどのような傾向にあるかだけお答えください。 

〇委員長（三富美代子） 人事課長。 

〇人事課長 おおむね同様の傾向がございます。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） 杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） 分かりました。 

  52ページです。人事評価制度ということで、人事評価の成績を全職員の勤勉手当

に反映したよということで、こういったことの取組の中での職員のモチベーション

への影響、どのように捉えているかお願いいたします。 

〇委員長（三富美代子） 人事課長。 

〇人事課長 職員へのモチベーションなのですが、アンケート調査を実施してござい

ます。おおむねモチベーションが上がったという職員につきましてもいる中で、ほ

ぼ変わらないという職員もいる、同数ぐらいおりました。引き続き、モチベーショ

ン上がるような制度を検討してまいりたいと思います。 

  以上でございます。 

〇委員長（三富美代子） 杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） 分かりました。取り組んでいただきたいと思います。 

  この人事課全体の中なのですけれども、人事課が見ていく職員の対象については

どこまでが範囲となるかお伺いします。 

  暫時休憩お願いします。 
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〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

                       14時14分 休憩 

 

                       14時14分 再開 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

  杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） お願いいたします。人事課が管理する対象としましては、市の

職員のほかに県費の職員であったり、市以外のところで雇用されて市の施設で働い

ている方は含まれますか。 

〇委員長（三富美代子） 人事課長。 

〇人事課長 市費以外での雇用の職員につきましては、管理の対象外としております。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） 杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） その理由ってあるのですか。 

〇委員長（三富美代子） 人事課長。 

〇人事課長 任命権者が主な理由でございます。県費職員につきましては、任命権者、

裾野市にございませんので、監督権もないという認識でございます。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） 杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） 学校の先生ということで考えますと、学校長が全ての采配を振

るっている格好になるのですけれども、そうなると、その下で市費の職員も働いて

いるということの中では、多分同じような考え方だと思うのですが、ちょっと考え

方って違いますか。対象にならないですか。 

〇委員長（三富美代子） 人事課長。 

〇人事課長 学校の中に市が任用している会計年度任用職員がございます。その職員

につきましては、当然市の職員なので、市が管理する職員という形になってござい

ます。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） 杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） 分かりました。ということは、法的に市が管理するとか、関わ

ることは不要であるという解釈でよろしいですか。 

〇委員長（三富美代子） 人事課長。 

〇人事課長 こちらから人事権を行使することはできないものと考えてございます。 

  以上でございます。 

〇委員（杉山茂規） 分かりました。 

〇委員長（三富美代子） 内藤委員。 

〇委員（内藤法子） 53ページなのですけれども、年次有給休暇の使用状況、１人当
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たり令和２年度は９日というお時間です。令和３年度に４月１日に職員に周知して、

月に１日以上の取得と周知したのですけれども、２時間アップにとどまったという

ところですけれども、この辺りの難しさはどのように分析していますか。 

〇委員長（三富美代子） 人事課長。 

〇人事課長 それでも今まで取得率は過去に比べて徐々に徐々に上がってきているも

のと考えてございます。なかなか業務が忙しい中で、時間外を減らしなさい、それ

から有給休暇を取りないさいというところの難しさが一端にはあるのかなというと

ころでございます。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） 内藤委員。 

〇委員（内藤法子） 業務の効率化というよりも、やっぱり行革というか、もっと進

めないとその辺は解消できないというふうに理解していいのでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 人事課長。 

〇人事課長 まだまだ改善する余地は、私はあると思っております。引き続き職員と

会話をしながら進めていこうと思っております。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） 内藤委員。 

〇委員（内藤法子） 年次有給休暇ってそこだけにスポットを絞るのではなくて、全

体的に見直していかないといけないということは理解できました。引き続きお願い

します。 

  そのページの一番下、公務災害関係なのですが、非常勤公務災害で負担金が発生

していますけれども、災害認定件数ゼロ件なのです。こことの兼ね合いは。 

〇委員長（三富美代子） 人事課長。 

〇人事課長 こちらは、人件費に対して一律負担割合が決まっておりまして、発生し

た場合でも発生しない場合でも負担金というのがかかってきますので、その辺の記

載となっております。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） 内藤委員。 

〇委員（内藤法子） そうすると、例えば公務災害は上に５件あって、273万7,000円

とありますけれども、これも基本的な金額があって、プラス件数に応じたというこ

とですか。 

〇委員長（三富美代子） 人事課長。 

〇人事課長 負担金につきましては、件数に影響がございませんで、こちらにつきま

しても給料掛ける比率という形での負担金になりますので、発生件数、認定件数に

よって変わるものではないというところでございます。 

〇委員長（三富美代子） よろしいですか。 

内藤委員。 
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〇委員（内藤法子） それでは、この災害認定件数の５件にはどのようなものがあっ

たのでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 人事課長。 

〇人事課長 ５件ともお話をさせていただいてよろしいでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） はい。 

〇人事課長 １件目が新型コロナウイルスワクチンの接種にかかってなのですけれど

も、針刺し事故でございます。２件目が…… 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

                       14時20分 休憩 

 

                       14時21分 再開 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

  人事課長。 

〇人事課長 認定件数につきましては、針刺し事故が１件、それから落下による打撲

が１件、それから保育中の事故が２件、それから図書館における転倒事故が１件、

計５件でございます。 

〇委員長（三富美代子） 内藤委員。 

〇委員（内藤法子） それでは、続きまして、労働災害の３件についてお願いします。 

〇委員長（三富美代子） 人事課長。 

〇人事課長 では、暫時休憩をお願いいたします。 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

                       14時21分 休憩 

 

                       14時23分 再開 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

  人事課長。 

〇人事課長 骨折１件、それからやけどが１件、打撲が１件でございます。 

〇委員長（三富美代子） 内藤委員。 

〇委員（内藤法子） それぞれお伺いしましたところ、大きな事故にはつながってい

ないのですけれども、職務上の公務災害を避けるためにどのような指導といいます

か、令和３年度はしたのでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 人事課長。 

〇人事課長 公務災害等が起きた場合に、その報告を所属長から求めまして、その事

例を庁内に周知することによりまして、同類の案件につきまいては避けるような形

で対策をしてございます。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） 内藤委員、マイクをもう少し。 
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〇委員（内藤法子） 同じ職場でそういう公務災害が発生するというのは避けなけれ

ばならないので、もう少し緊張感を持った仕事ができるように配慮していただけれ

ばと思います。 

  それでは…… 

〇委員長（三富美代子） 内藤委員、別件ですね。 

〇委員（内藤法子） 別件です。すみません、お願いします。57ページなのですけれ

ども、健康診断です。今病気で休職しているとかいうのはどこにあるのでしょうか。

どこかありますか。 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

                       14時24分 休憩 

 

                       14時25分 再開 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

人事課長。 

〇人事課長 53ページの大きな３番、分限処分者数の休職者として７人という形につ

いて記載してございます。 

〇委員長（三富美代子） 内藤委員。 

〇委員（内藤法子） ２年から２人増えているのですけれども、この方たちが復職に

向けてはどのような状況になっているのでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 人事課長。 

〇人事課長 様々な病名の方がいらっしゃるのですが、復職に当たりましては、復職

がスムーズにできますよう、徐々に慣らすようにリハビリ出勤という形で、当初か

らフルタイムで出勤してもらうわけではなくて、最初から数時間程度延ばしていく

ような形で徐々に業務に慣れていくような形での復帰を支援してございます。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） 内藤委員。 

〇委員（内藤法子） 昨今は、例えば体の病気もあるでしょうけれども、心の病気と

いうのがたくさん占めているように聞きますけれども、その辺りはどうでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 人事課長。 

〇人事課長 ほぼというか、７名につきましては全て心の……すみません、暫時休憩

お願いします。 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

                       14時26分 休憩 

 

                       14時27分 再開 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

  人事課長。 
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〇人事課長 ７名中５名がメンタル系の不調による職員でございます。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） 内藤委員。 

〇委員（内藤法子） メンタル系の病気にならないようにというのは、この健康診断

とかそれだけではなくて、全体の市の勤務状況とか、職場の雰囲気とかいろいろあ

ると思うのですけれども、このような大きな対応についても全庁的に何か検討とか

されているのでしょうか、職員が健康で定年まで働き続けられるように。 

〇委員長（三富美代子） 人事課長。 

〇人事課長 職場としての問題があるかないかというところにおきましては、ストレ

スチェックを実施してございます。ストレスチェックを行うことによって、今現在

のそれぞれの所属の傾向が出てきますので、それを基に対策を考えているところで

ございます。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） 内藤委員。 

〇委員（内藤法子） 今57ページでストレスチェックの決算報告見ました。金額的に

これが伸びているのは、より深くより広くストレスチェックをやっているというふ

うに理解してよろしいのでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 人事課長。 

〇人事課長 金額が伸びている要因なのですが、令和３年度におきましては、ストレ

スチェックを行う業者にストレスチェック後の医師による面談もセットで委託した

ことによるものでございます。令和２年度につきましては、その辺の医師の面談に

つきましては産業医にお願いをしておったところなのですが、ちょっとトータル的

に１回診てもらおうという形の中で、セットでお願いしたことによるものの増額で

ございます。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） 内藤委員。 

〇委員（内藤法子） それは、私はいいことだなと思うのですけれども、やってよか

ったでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 人事課長。 

〇人事課長 実際やってみてなのですが、かなり時間が限られておりまして、診てい

ただける人数が少なくて、結局あぶれた者につきましては産業医に診てもらったと

いうことがございましたので、ちょっと耐費用的にどうかというところで、今年度

につきましては、また２年の形に戻して対応していこうかなと思っております。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） 内藤委員。 

〇委員（内藤法子） 実際やってみての振り返りと改善につながるわけですから、そ

れはそれでよいと思います。ありがとうございます。 
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  以上です。 

〇委員長（三富美代子） ほかに質疑はありませんか。 

賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） お願いいたします。まず、51ページです。新規採用職員を採用

していますけれども、どういった人材を求めての採用をされましたでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 人事課長。 

〇人事課長 具体的に……暫時休憩お願いいたします。 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

                       14時30分 休憩 

 

                       14時31分 再開 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

  人事課長。 

〇人事課長 令和３年度の採用に当たりましては、今までと同様ですけれども、表に

は出してございませんけれども、人材推進育成委員会において人材推進計画がござ

います。求める職員というものがございますので、その記載の中に幾つか求める人

材という者の記載がございますので、それを基に選定をしておったところでござい

ます。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） その件、分かりました。 

  採用人数が５名ということになっていますが、これも採用計画等で令和３年度は

５名の採用が必要であったという上での採用になりますか。 

〇委員長（三富美代子） 人事課長。 

〇人事課長 そのとおりでございます。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 52ページ、お願いします。下のほうの（８）です。コンプライ

アンス推進関係になりますが、これまで職員の不祥事のようなものが続いてきた状

況になりますけれども、令和２年の調書と比べても内容的にあまり変わっていない

ように見受けますけれども、特に令和３年、コンプライアンスに関して力を入れて

皆さんに周知をしたとかという部分がもしあればお願いします。 

            （「暫時休憩お願いいたします」の声あり） 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

                       14時32分 休憩 

 

                       14時33分 再開 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

  人事課長。 
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〇人事課長 内容につきましては、メニューにつきましては例年と同様のものでござ

います。やり続けることが意義があるものと思っております。職場意見交換会につ

きましては、内容を工夫して気づきを与えるためにいろいろな題材を工夫している

ところでございます。 

  以上でございます。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） これは、主に人事課が指導をしているという形になりますか。 

〇委員長（三富美代子） 人事課長。 

〇人事課長 そのとおりでございます。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 人事課自体がコンプライアンスに関する研修というのは受けら

れているということになりますか。 

〇委員長（三富美代子） 人事課長。 

〇人事課長 例えば私も研修を受けに行って、コンプライアンス関係の研修を受けて

まいりました。昨年度も人事課の職員を１名派遣しようと思っていたところなので

すが、コロナの関係で研修自体がなくなってしまいましたので、派遣してございま

せんが、今年度また派遣する予定でございます。 

  以上でございます。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） その件、分かりました。 

  では、56ページのその研修の内容につきましてお伺いさせていただきます。コロ

ナの関係でなかなか研修等もやりにくかったのではないかと思いますけれども、職

員がスキルアップのための研修に参加をしないという方が年度内にはいらっしゃる

状況にありますか。全員が何かしらの研修を受けてスキルアップを図れていますか。 

〇委員長（三富美代子） 人事課長。 

〇人事課長 研修メニューですとかというのは限りがありますので、必ず職員が１回

は研修に赴くということにはなってございません。 

  以上でございます。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） では、外部に出ているではなく、内部でのスキルアップ研修の

ようなものは何か取り組まれたことはありますか。 

〇委員長（三富美代子） 人事課長。 

〇人事課長 ２番の専門研修の欄の下４つなのですけれども、実務基礎研修という形

で職員が講師となりまして、実際の実務に関わる説明、指導をしているところでご

ざいます。 

  以上でございます。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 
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〇委員（賀茂博美） 分かりました。 

  ３番の派遣研修のところですけれども、記載されている表を見ますと、比較的公

募というところのほうが職員が出られているのかなというふうに見受けられるので

すけれども、スキルアップをしたい、研修に出たいという職員は積極的に人事課の

ほうで研修を受けさせられるような体制ができていますか。 

〇委員長（三富美代子） 人事課長。 

〇人事課長 研修につきましては、非常に重要なものと認識しておりますので、研修

に行きたい者につきましては、できる限り派遣する用意はございます。 

  以上でございます。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） その件、分かりました。 

  今回、監査意見のほうで人件費について意見が述べられておりました。人件費を

抑制するという部分は行革含めて人事課でも取り組まれていることかと思いますけ

れども、事業評価自体に人件費を組み込むということも必要ではないかという意見

が出ていますけれども、何か年度内中で検討されたことはありましたでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 人事課長。 

〇人事課長 人件費の削減につきまして、今年度から通勤手当の減額、それから管理

職手当の減額を職員に対して実施しております。その他のものにつきましては、現

在特に検討をしている項目はございません。 

  以上でございます。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） ちょっとうまく質疑の内容が伝わっていなかったらすみません。

事業評価の中に人件費も含めた評価というご意見なのですけれども、ここに関して

も特に検討はされたということはなかったということでよろしいのですか。 

            （「暫時休憩お願いいたします」の声あり） 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

                       14時37分 休憩 

 

                       14時40分 再開 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

  人事課長。 

〇人事課長 監査の指摘にありますような形での人件費の割り振りのし直しにつきま

しては実施してございません。 

  以上でございます。 

〇委員（賀茂博美） 分かりました。 

〇委員長（三富美代子） 岡本委員。 

〇委員（岡本和枝） 51ページ、最下段ですが、再任用の採用職員の欄で、保育園長
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フルタイム２名になっていますけれども、令和３年度において、正規の職員の方で

園長職ができるという人材がいなかったということなのでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 人事課長。 

〇人事課長 職階からして園長まで上げる職員がいなかったというところ、おっしゃ

るとおりでございます。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） 岡本委員。 

〇委員（岡本和枝） それでは、この状態がいつまで、園長職に再任用の方を充てる

という状況が続くのでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 人事課長。 

〇人事課長 幼児施設の再編にも関わってくることなのですけれども、あと一、二年、

二、三年ぐらいまでにつきましては、このような状態が続く可能性がございます。 

  以上でございます。 

〇委員長（三富美代子） 岡本委員。 

〇委員（岡本和枝） 将来的に幼児施設の統廃合の中でという考えは見えてきている

のですけれども、でも現状をこういう形で乗り切るということをよしとされるとい

うことですか。 

〇委員長（三富美代子） 人事課長。 

〇人事課長 このような形は本来の形ではないというふうな形、暫定的な措置をいた

し方なくしているという認識でございます。 

〇委員長（三富美代子） 岡本委員。 

〇委員（岡本和枝） 幼児施設の再編って15年計画というか、時間もかかりますし、

その間社会情勢も変わっていく中で、それでは当面この現状を改善しようとする考

え方というのはないのでしょうか。あくまで再編を待つという立場なのですか。 

〇委員長（三富美代子） 人事課長。 

〇人事課長 再編を待っているということではございません。職員につきまして、園

長に上がれる職階になる者につきましては、今の状況がいい状態だとは思っており

ませんので、園長に上げて任命をして、正常な運営にしたいというふうには考えて

ございます。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） 岡本委員。 

〇委員（岡本和枝） それは、何年か後には可能という目安が立っているということ

なのでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 人事課長。 

〇人事課長 数年の間には解消する見込みでおります。 

  以上でございます。 

〇委員（岡本和枝） 分かりました。 
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〇委員長（三富美代子） ほかに。 

勝又委員。 

〇副委員長（勝又利裕） お願いします。54ページの８番の（２）のところのラスパ

イレス指数ですけれども、年々減っていることに関しての人事課としての評価をど

ういうふうに見ていますか。 

〇委員長（三富美代子） 人事課長。 

〇人事課長 ラスパイレス指数の影響に関しましては、非常に難しい面があるなと思

っております。算出の仕方が学歴区分によっておりますので、申し上げますと、例

えば高卒の職員が高い職階に行きますと級にラスパイレス指数が上がったりという

影響が、１人上がっただけでも急に上がったりという影響がございますので、なか

なか一概にラスパイレス指数に対する対策というのは難しい面があるというところ

の認識でございます。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） 勝又委員。 

〇副委員長（勝又利裕） 基本的に国家公務員に比べての指数ですから、100を切ると

いうことは、それなりにやっぱり給与表の関係もしっかりされているのかなという

評価を僕はしているのですけれども、それは僕の考えだから、それはそれとして。 

  委員長。 

〇委員長（三富美代子） 勝又委員。 

〇副委員長（勝又利裕） それと、もう一点、53ページの育児休業の関係ですけれど

も、令和３年度で男性職員が１人育児休業していますけれども、この月数はどのぐ

らい育児休業取ったのでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 人事課長。 

〇人事課長 １週間でございます。 

〇副委員長（勝又利裕） 了解です。 

〇委員長（三富美代子） よろしいですか。 

  ほかに質疑はありませんか。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（三富美代子） 以上で委員の質疑を終わります。 

  分科会外委員の質疑はありませんか。 

  土屋議員。 

〇委員外議員（土屋主久） 53ページの休職の関係を教えてください。男性何人、女

性何人ですか。 

〇委員長（三富美代子） 人事課長。 

〇人事課長 すみません。暫時休憩お願いします。 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

                       14時45分 休憩 
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                       14時45分 再開 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

  人事課長。 

〇人事課長 ７名中４名が男性、３名が女性でございます。 

〇委員長（三富美代子） 土屋議員。 

〇委員外議員（土屋主久） それでは、年齢別、例えば20代、30代、40代とかって年

齢別の人数を教えてもらえますか。 

            （「暫時休憩お願いいたします」の声あり） 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

                       14時46分 休憩 

 

                       14時46分 再開 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

  人事課長。 

〇人事課長 20代が１名、30代が１名、40代が１名、50代が４名でございます。 

〇委員長（三富美代子） 土屋議員。 

〇委員外議員（土屋主久） 休職の職員が出ると、メンタル的に出ると、職場、その

周りにかなり影響があると思うのです。自分も経験があるのですけれども、その他

の職員のフォローって結構大変だと思うのです。その辺、どういう形で対応してい

ますでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 人事課長。 

〇人事課長 人員的なもの以外のフォローにつきましては、人員的なフォローでよろ

しいでしょうか。 

〇委員外議員（土屋主久） うん。 

〇人事課長 人員的なフォローにつきましては、欠けた分につきましては会計年度任

用職員ですとか、それから長く休んでいた先に休職がございますので、人事異動等

で補填するような形を取ってございます。 

  以上でございます。 

〇委員長（三富美代子） 土屋議員。 

〇委員外議員（土屋主久） 人員的には多分そうなるのではないかと思うのですけれ

ども、結局周りの職員に対する、心、要するにメンタル的な対応というか、その辺

が一番大切だと思うのです。だから、課長さんがやっぱり一番大変なのかなと思い

ますけれども、その辺何かどのような対応を取っているのか、もしありましたら教

えてください。 

〇委員長（三富美代子） 人事課長。 

〇人事課長 対象となる所属長に対しましては、人事課課長ですとか、当時私が個別
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に、それぞれの特性がございますので、その職員に対する対応、それからその周り

の職員については二次災害という言い方はおかしいですけれども、ないような形で、

一概には言えないのですが、それぞれ今残っている職員に負担がかからないように、

もしくは今残っている職員のせいではないんだよという形でお話をしたりというと

ころで、できる限りの対応はしているところではあるのですが、十分かどうかとい

うところは分からないところなのですけれども。 

  以上でございます。 

〇委員長（三富美代子） 土屋議員。 

〇委員外議員（土屋主久） 大変ですけれども、そのように頑張ってください。 

  もう一つ、委員長。 

〇委員長（三富美代子） はい。 

〇委員外議員（土屋主久） 52ページの…… 

〇委員長（三富美代子） 土屋議員、そうしたら３回ぐらいのやり取りでお願いして

よろしいですか。 

〇委員外議員（土屋主久） はい。 

〇委員長（三富美代子） では、土屋議員、お願いします。 

〇委員外議員（土屋主久） 52ページの人事評価なのですけれども、良好でないとい

うのは、要するにいないわけですよね。 

〇委員長（三富美代子） 人事課長。 

〇人事課長 こちら運用の中で、懲戒処分を受けた職員につきましては良好でないと

いう形で評価してございます。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） 土屋議員。 

〇委員外議員（土屋主久） レベルを高くしていって、人事って必ず頑張っている職

員もいれば、頑張っていない職員絶対にいるのです。となると、凸凹になって当た

り前。プラスがいればマイナスも出てくるので、そうでないと総人件費の関係考え

たら、だっていっぱいお金上げるばっかりの世界ではないですか。そうだったら、

それって昇格とか、そっちへ生かしていけばいいと思うので、その辺どうお考えで

すか。これで終わります。 

〇委員長（三富美代子） 人事課長。 

〇人事課長 勤勉手当につきましては、職員から原資を薄く、成績率にすると１％ず

つ薄く皆さんから集めた中、範囲内で優秀な職員の原資として、それが市費から持

ち出すことのないよう、その中でプラスマイナスをやっているというところでござ

いますので、今現在におきましては市費からの持ち出しはないということでござい

ます。ただ、今後につきましては、議員おっしゃるとおり昇任、昇格等につきまし

ても反映していく予定でございますので、そちらについてはやはり基準を決めて、

正しい運用をしていくべきだということの認識は持ってございます。 



- 75 - 

  以上でございます。 

〇委員外議員（土屋主久） ありがとうございました。 

〇委員長（三富美代子） よろしいですか。 

  以上で分科会外委員の質疑を終わります。 

  以上で認定第１号のうちの関係部分に関する質疑を終わります。 

  これより認定第１号のうちの関係部分について意見を伺います。賛否に関する意

見はありませんか。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（三富美代子） 分科会外委員の賛否に関する意見はありませんか。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（三富美代子） 以上で認定第１号のうちの関係部分に関する意見を終わり

ます。 

  以上で人事課の質疑を終わります。 
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行政課 

〇委員長（三富美代子） 行政課長の説明は終わりました。質疑に入ります。 

  質疑はありませんか。 

  木村委員。 

〇委員（木村典由） お願いします。59ページです。文書保存状況のところですが、

古いものとかを全部出してからというのは大変だと思うのですけれども、例えば新

しい１年から４年とか、そういうものとかあると思うのですけれども、保存に持っ

ていく前にデジタル化をして残しておくというようなお考えはないでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 行政課長。 

〇行政課長 デジタル化の保存については、その文書の原本性の問題とかいろいろご

ざいまして、また予算の関係もございますので、現在のところ考えてはございませ

ん。 

〇委員長（三富美代子） 木村委員。 

〇委員（木村典由） 分かりました。 

  あと66ページです。光熱費のところなのですけれども、今全体的に光熱費が世界

的にも高騰している中で、これからというか、この３年度に関してもこのように高

騰している中で、今後光熱費の節約に関して検討されていくというようなことはあ

るでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 行政課長。 

〇行政課長 光熱費の縮減につきましては、庁舎の照明を絞るとか、空調関係の調整

をするとかいうことで、現実的に実際に現在も行っている状況でございます。 

〇委員長（三富美代子） ほかに質疑はありませんか。 

  杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） よろしくお願いします。59ページをお願いします。昨年度も伺

いましたが、書類の管理の問題です。行財政構造改革の中で、公共施設の床面積の

削減というのはテーマであるのですけれども、書類保管のためにその部分が使われ

ているという中で、永久保存のものについては減ることはなく増えるというふうな

ことなのですが、その考え方というか、それにつきまして検討していくという話が

ありましたが、令和３年度どのような検討が行われたのか伺います。 

〇委員長（三富美代子） 行政課長。 

〇行政課長 文書の削減につきましては、基本的には紙の削減をすることによって削

減できる部分があるのではないかということで、なるべく印刷をしないという形の

取組を検討してまいりました。 

〇委員長（三富美代子） 杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） なるべく紙を使わないということは理解いたしました。先ほど

同僚議員の話の中で、デジタル化の考えはというと、今度は原本性の問題があると

いうことだったのですけれども、保存するものによってはデジタルデータで保存し
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てもよいものがあるということの理解でよろしいのですよね。 

〇委員長（三富美代子） 行政課長。 

〇行政課長 デジタル化も可能なものも一部にはあると思われます。 

〇委員長（三富美代子） 杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） そういった中、先ほどの話ですと、なかなかデジタル化はでき

ないということの中で、その問題に対してどのような対応をしていくかにつきまし

て、令和３年度は結論としてどうなったのかをお聞かせください。 

  暫時休憩しましょう。 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

                       15時11分 休憩 

 

                       15時12分 再開 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

  行政課長。 

〇行政課長 最終的に紙の印刷を減らすことで、永久保存文書の縮減も図れるという

ふうに考えておりますので、そのような状況を目指しております。 

〇委員長（三富美代子） 杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） 分かりました。 

  あと、これ記載の問題なのですけれども、もう文書の保存状況ということで、保

存数、廃棄数、総保存数ということで、永久が何個であるとか10年～が何個である

というふうな記載がないのですけれども、この辺りはこういうふうに一緒くたに書

くことの必要性というか、分けないで書くことというのはどのような理由で分けて

いないのか、一緒くたで表記しているのか。 

            （「暫時休憩お願いします」の声あり） 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

                       15時13分 休憩 

 

                       15時13分 再開 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

  行政課長。 

〇行政課長 表記の方法につきましては、また今後検討させていただきたいと思いま

す。 

〇委員長（三富美代子） 杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） 分かりました。 

  65ページ、お願いします。土地の売払いということで、かなり多くのところに手

をつけていただいておりました。令和３年度の様々な取組の中の経験から、次年度

にこういったことを生かしていこうねというふうな、何かそういうようなつなげて
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いく内容について、そういったものはあったでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 行政課長。 

〇行政課長 ここで大きく公売をかけたことで、販売の方法について一定のノウハウ

を得ましたので、今後それを生かしていきたいというふうに考えております。 

〇委員長（三富美代子） 杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） ノウハウを生かしていただきたいと思います。 

  次、66ページになります。庁舎管理費になるのですけれども、保守の点検業務委

託ということで、たぶん様々なところを一括してやられているという認識でいるの

ですけれども、一応そのような形のものでよろしいでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 行政課長。 

〇行政課長 暫時休憩をお願いいたします。 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

                       15時14分 休憩 

 

                       15時15分 再開 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

  行政課長。 

〇行政課長 庁舎の保守管理につきましては、単独でやっておりまして、ほかの庁舎

と施設等も含めての契約は現在行っておりません。 

〇委員長（三富美代子） 杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） 行財政構造改革の取組の中で、さらなるスリム化というか、縮

減努力が求められておりますが、ほかの複数施設をまとめた中での保守契約ですと

か、そういったところの検討につきましては、令和３年度ありましたでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 行政課長。 

〇行政課長 具体的な検討はおこなっておりません。 

〇委員長（三富美代子） 杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） その必要性については、感じている、感じていないで言います

とどちらになりますでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 行政課長。 

〇行政課長 今後は、検討の対象に含めていきたいというふうに考えております。 

〇委員（杉山茂規） 分かりました 

〇委員長（三富美代子） ほかに質疑はありませんか。 

内藤委員。 

〇委員（内藤法子） すみません。お願いします。59ページの市民総合賠償補償保険

なのですが、この補償の対象はどのような内容になるか、簡単にお願いします。 

〇委員長（三富美代子） 行政課長。 

〇行政課長 こちらの補償の対象につきましては、まず１点が施設の瑕疵、要は欠陥
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などがあったことによりましてけが等が発生した場合に賠償するものがございま

す。それから、市が主催または共催する行事の関係です。これに際しての事故等が

発生した場合についての賠償責任について補償がされるものになっております。 

〇委員長（三富美代子） 内藤委員。 

〇委員（内藤法子） それでは、この補償が実際に令和３年度、補償された件数とい

うのは、適用数はどれだけありましたか。 

〇委員長（三富美代子） 行政課長。 

〇行政課長 令和３年度につきましては、対象となる案件はございませんでした。 

〇委員長（三富美代子） 内藤委員。 

〇委員（内藤法子） ちょっと休憩願います。 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

                       15時17分 休憩 

 

                       15時17分 再開 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

  内藤委員。 

〇委員（内藤法子） 今適用数はゼロというふうにおっしゃいましたけれども、市の

共催や主催行事で地域のスポーツ教室、いろいろたくさんあります。そういったと

ころの主催する人とか世話人さんに、この補償保険が適用されるということが周知

徹底されているのでしょうか。 

            （「暫時休憩願います」の声あり） 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

                       15時18分 休憩 

 

                       15時20分 再開 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

  行政課長。 

〇行政課長 地域の団体のほうに周知がされていない場合もございますので、周知の

方法については今後検討してまいりたいと思っております。 

〇委員（内藤法子） よろしくお願いします。 

  それでは、もう一つ、すみません。 

〇委員長（三富美代子） 内藤委員。 

〇委員（内藤法子） 65ページです。先ほどの質問もありましたけれども、普通財産

の管理、土地売払い状況で、令和３年度、非常に頑張ったと思っています。この令

和３年度でまだ売払いができなかったという案件は何件か残っていますか。 

            （「暫時休憩願います」の声あり） 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 
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                       15時21分 休憩 

 

                       15時22分 再開 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

  内藤委員。 

〇委員（内藤法子） 令和３年度、非常に頑張っていただきました。まだ残っている

物件というのはありますか。残りがあるかどうか。 

〇委員長（三富美代子） 行政課長。 

〇行政課長 令和４年度につきましても売却を予定しているものが既に１件ございま

す。 

〇委員長（三富美代子） 内藤委員。 

〇委員（内藤法子） 完全に100％売払いができるとは思いませんけれども、残った理

由とかいうのも分析はしているのでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 行政課長。 

〇行政課長 土地の権利関係などの整理がついていないといったものもいろいろござ

いますので、そういったものを調整しつつ、今後も売却を進めてまいりたいと考え

ております。 

〇委員長（三富美代子） 内藤委員。 

〇委員（内藤法子） よろしくお願いします。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） ほかに質疑はありませんか。 

賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） お願いします。59ページの部分です。ファイリングシステム定

着化事業ということで、かなり前からファイリングシステム導入をしておりますけ

れども、特に予算づけはなかったという認識ですが、よろしいですか。 

〇委員長（三富美代子） 行政課長。 

〇行政課長 そのとおりでございます。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 行政課が取り組むこのファイリングシステム定着化事業、ちょ

っと具体的な内容を教えていただいてもよろしいですか。 

〇委員長（三富美代子） 行政課長。 

〇行政課長 これは、巡回指導という形で、適正に保存がされているか、管理されて

いるかというところをチェックするということで行っております。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 目視でのチェックということでよろしいですか。 

〇委員長（三富美代子） 行政課長。 

〇行政課長 そうです。現実的に現場に行きまして、指導等を行っております。 
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〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 先ほど来、デジタル化というお話もありますけれども、このフ

ァイリングシステムをこの先違う形に変えていこうとかって、そんな検討というの

は特に何かされたものはありますか。 

〇委員長（三富美代子） 行政課長。 

〇行政課長 特段このシステム自体は変更する予定はございません。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 先ほど来、紙ベースの保存とか、デジタルの保存という話があ

りましたけれども、法整備的に紙ベースをデジタルで保存するというのは、可能な

ような形に規定とかはそういう設定になっているのでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 行政課長。 

〇行政課長 内部的な規定でそこまで規定できていない部分もございますので、今後

その辺りについては検討してまいりたいと考えております。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） その件、分かりました。 

  62ページお願いします。12番の平和都市への推進ということで、コロナ禍におい

てこの平和都市に関する教育部分をいかにできるかということで考えていただいた

結果だと思いますけれども、この事業を実施して、今後の方向性というのは何か検

討されたことありますか。 

〇委員長（三富美代子） 行政課長。 

〇行政課長 こちらの案につきましては、行政課のほうで提案させていただいて、そ

れぞれの学校で検討していただいております。ですので、学校とよく連携を取りな

がら今後も進めてまいりたいというふうに考えております。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） この事業を行政課がお持ちになっているのですけれども、先ほ

ど来、学校のほうで検討いただくということに関しては、教育現場にこの平和教育

をお願いするという検討は特にされていないですか。 

〇委員長（三富美代子） 総務部長。 

〇総務部長 今まで10名の派遣をしていまして、それについて続けてきました。そち

らはもちろん教育委員会と協力してきました。ただ、いろいろ今後やっていく、今

年度方針出す中で、10名であれだけのお金かけるのだったら、いろんな事業を見直

す中で本物に触れるみたいな形で、各学校ごとにやってはどうかという話がありま

して、教育委員会と相談をしまして、年間何校かその部分の授業をやっていただく

ということで、今年度の予算になっております。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） その件、了解しました。現地を見るものいいのかもしれません

し、多くの方が聞くというのもいいのかなというので、ぜひ検討をお願いいたした
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いと思います。 

  委員長。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 63ページ、移りまして、情報公開審査会が１回開催されていま

す。お話しできる範囲で内容の概要をお伝えいただけますでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 行政課長。 

〇行政課長 こちらにつきましては、建設管理課の案件でございまして、上地に関す

るものでございました。 

〇委員（賀茂博美） 上地。 

〇行政課長 上地、道路の関係についての文書の公開、開示請求でございました。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 結果的にはどのような対応は最終的になったのでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 行政課長。 

〇行政課長 対象となる文書が不存在でございましたので、そのような回答をいたし

ました。 

〇委員（賀茂博美） 分かりました。 

〇委員長（三富美代子） よろしいですか。 

内藤委員。 

〇委員（内藤法子） すみません。１件だけ。60ページの物品や印刷、発注なのです

けれども、市内と市外、若干市外が多いのですけれども、市内業者を使うというこ

とは、令和３年度はより市内業者を使おうということは、令和３年度はどのような

議論があったのでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 行政課長。 

〇行政課長 業者決めるに当たっては指名委員会を開いておりまして、選定行者を決

めております。その中で、できる限り市内業者を入れた上で入札を行った結果、こ

のような結果になっております。 

〇委員長（三富美代子） 内藤委員。 

〇委員（内藤法子） 仕組みは分かりましたけれども、できる限りやっぱり市内業者

を。市内業者が活性化すればいいなと思うのですけれども、そのために何かできる

ことってありますか。今のシステムではこれが精いっぱいという形でしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 行政課長。 

〇行政課長 基本的には競争入札が原則でございますので、競争原理の中で参加して

いただいた上で、できるだけ取っていただくように努力はお願いするという形にな

ろうかと思います。 

〇委員（内藤法子） 分かりました。 

〇委員長（三富美代子） ほかに質疑は。 

  岡本委員。 
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〇委員（岡本和枝） 62ページの13、申請書等の押印見直しについてお尋ねします。

廃止率が90.03％というのは、これは100％を目指す中での到達点が90.03％というこ

との意味なのでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 行政課長。 

〇行政課長 なかなか100％というものは難しいというふうに考えておりまして、義務

づけがないものについては、できる限り廃止を図っていくというふうに考えた上で

取り組んだ結果がこのような形になっているという状況でございます。 

〇委員長（三富美代子） 岡本委員。 

〇委員（岡本和枝） その中で、特に必要がある書類を除きとあるのですが、これは

どのような書類なのでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 行政課長。 

〇行政課長 基本的に法令等で押印が義務づけられているものがございますので、そ

ういったものについては省略ができないということで、このような状況になってお

ります。 

〇委員長（三富美代子） 岡本委員。 

〇委員（岡本和枝） それは、保留の25件というものなのでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 行政課長。 

〇行政課長 そういったものも含まれているという状況でございます。 

〇委員（岡本和枝） 分かりました。 

〇委員長（三富美代子） よろしいですか。 

  勝又委員。 

〇副委員長（勝又利裕） お願いします。68ページの公用車のことでちょっと聞きま

すけれども、令和３年度は３台削減したということです。この話が平成29年の行革

推進委員会の意見からいろいろ始まっていると思っていますけれども、29年から令

和３年度まで、都合何台削減できたのでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 行政課長。 

〇行政課長 平成29年度末の台数が132台でございました。それから、令和３年度末で

121台という形になりましたので、計11台の削減をしたという状況になっておりま

す。 

〇委員長（三富美代子） 勝又委員。 

〇副委員長（勝又利裕） ありがとうございます。そうすると、ついこの間、公用車

８台売却というのが出ていましたけれども、令和４年度、先の話で、３年度決算で

はちょっとはみ出てしまいますけれども、削減計画というのは何か考えていますで

しょうか。 

〇委員長（三富美代子） 行政課長。 

〇行政課長 令和４年度は、既に公表している８台に加えて、あと２台廃止を予定し

ております。計10台を予定しておりまして、公用車の適正配置につきましては、各
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部署への意見聴取などを行った上で、本年度中には計画を策定しようというふうに

考えています。 

〇委員長（三富美代子） 勝又委員。 

〇副委員長（勝又利裕） ありがとうございます。 

  ちょっと違う話で、決算書で公用車何台も持っているから、当然車検とかかかる

のですけれども、車検については市内、市外の業者があるのでしょうけれども、ど

ういう形で車検をしているでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 行政課長。 

〇行政課長 車検につきましては、基本的に市内の自動車修理工場のほうに発注をし

ておりまして、一部市外業者に発注を行っております。 

〇委員長（三富美代子） 勝又委員。 

〇副委員長（勝又利裕） ありがとうございます。そうすると、比率的には市内業者

のほうが多いのでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 行政課長。 

〇行政課長 比率としましては、ほぼ市内の自動車整備工場に依頼をしている形にな

っておりまして、２件ほど市外の業者に依頼をしております。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） すみません。選挙事務の関係で、ポスターの掲示場所等のこと

をお聞きします。昨年は４回も選挙があって大変だったと思うのですけれども、ポ

スターの掲示場を設置する場所という部分については、例えば道路脇であったり、

非常に何か設置をしているのが危険に見えるような場所もあったりするのですけれ

ども、そういった検証みたいなものは何かされていますでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 行政課長。 

〇行政課長 特段その危険性について等まで含めての検討はしていない状況でござい

ます。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） ４回選挙あった中で、そういったご意見等も特には伺っていな

いような状況ですか。 

〇委員長（三富美代子） 行政課長。 

〇行政課長 明確にそういったご意見を受けたということはございません。 

            （「暫時休憩」の声あり） 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

                       15時34分 休憩 

 

                       15時34分 再開 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

  ほかに質疑は。 
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  杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） お願いいたします。62ページの13です。申請書の押印見直しと

いうことで、手続の簡略化ということでいいことだと思うのですけれども、この簡

略化、この判こをなくすことで逆に面倒くさくなるみたいな事例というのはあった

りするのでしょうか。 

            （「暫時休憩をお願いしてよろしいでしょうか」の声あり） 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

                       15時35分 休憩 

 

                       15時36分 再開 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

 行政課長。 

〇行政課長 押印を廃止したことによりまして、別途本人確認が必要となる場合がご

ざいます。 

〇委員長（三富美代子） 杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） その点は分かりました。この場合も判こが要らないということ

の中では、デジタルによる申請というものもあるかと思うのですけれども、そちら

も併せて受付がオーケーになったとかという話ではないでしょうか。どんな感じで

しょうか、その辺のところは。 

            （「暫時休憩願います」の声あり） 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

                       15時36分 休憩 

 

                       15時36分 再開 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

  行政課長。 

〇行政課長 押印廃止に伴いまして、電子申請によって行うことができるようなもの

がございます。いわゆるぴったりサービスという形で、電子署名なんかで本人確認

が取れるものについては、電子申請が行える形になっております。ただ、この件数

について、こちらのほうでは現状把握してございません。 

〇委員（杉山茂規） はい、分かりました。 

〇委員長（三富美代子） ほかによろしいですか。 

勝又委員。 

〇副委員長（勝又利裕） ちょっと休憩してください。 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

                       15時37分 休憩 
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                       15時37分 再開 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

  勝又委員。 

〇副委員長（勝又利裕） 芦湖水利組合、通水350周年たしかやったと思うのですけれ

ども、その後の何か、特に変わりはなく推移しているのか、何かちょっと反響があ

るのかどうか、その辺ちょっと確認させてください。 

            （「暫時休憩お願いいたします」の声あり） 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

                       15時38分 休憩 

 

                       15時38分 再開 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

  行政課長。 

〇行政課長 350周年記念では、コロナ禍でイベント等はなかなか実施できなかったと

ころではありますけれども、記念誌やダムカード等を作成いたしまして、それを配

付等をしております。それがなかなか好評をいただいているという状況がございま

す。 

〇副委員長（勝又利裕） ありがとうございました。 

〇委員長（三富美代子） よろしいですか。 

  ほかに質疑はありませんか。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（三富美代子） 以上で委員の質疑を終わります。 

  分科会外委員の質疑はありませんか。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（三富美代子） 以上で分科会外委員の質疑を終わります。 

  以上で認定第１号のうちの関係部分に関する質疑を終わります。 

  これより認定第１号のうちの関係部分について意見を伺います。賛否に関する意

見はありませんか。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（三富美代子） 分科会外委員の賛否に関する意見はありませんか。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（三富美代子） 以上で認定第１号のうちの関係部分に関する意見を終わり

ます。 

  以上で行政課の質疑を終わります。 
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検査監 

〇委員長（三富美代子） 説明は終わりました。質疑に入ります。 

  質疑はありませんか。 

  杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） お願いいたします。この検査員につきまして、少ない人数で多

分回されているということで、人をどのようにして育成していくかということ、過

去発言がありました。今回、研修がなかなかできなかったよであったり、様々学ぶ

場につきまして現状している中で、令和３年度はどのような育成の仕方というか、

力を注いだ部分ありましたらお願いいたします。 

〇委員長（三富美代子） 検査監。 

〇検査監 令和３年度につきましては、残念ながら特段の力を入れるということには

結果的になり得ませんでした。 

〇委員長（三富美代子） よろしいですか。 

〇委員（杉山茂規） はい。 

〇委員長（三富美代子） ほかに質疑はありませんか。 

  賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） お願いします。先ほど判定のＥ、Ｆ、それぞれ事例をご紹介い

ただきましたけれども、Ｆ評価のほうは資料の不足のみで施工自体には問題はなか

ったということでよろしいのですか。 

〇委員長（三富美代子） 検査監。 

〇検査監 施工自体には問題はなく、それが不備ということになります。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） この成績評定のちょっとつけ方の部分をもう少し教えていただ

きたいのですけれども、資料に不備があって施工に不備がないものがＦで、施工自

体に不備があるものがＥという判定になる、その基準というのはどういうふうにな

っていらっしゃるのですか。 

〇委員長（三富美代子） 検査監。 

〇検査監 この工事成績につきましては、工事の施工計画から実際に施工する施工管

理の件、安全管理の件、あと地元との環境対策、あと創意工夫といろいろな要素を

かみ合わせた結果で評価をしているということになります。したがって、この工事

の施工不良があったほうが評価が高くて、書類に不備があったから評価が低いとい

うのは、総合的な判断の中で出てくる結果となります。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 総合判断ということは了解しました。それは、何かマニュアル

化されてあったりとか、評価基準があったりというふうになっているのですか。 

〇委員長（三富美代子） 検査監。 

〇検査監 県の評価基準にのっとって検査評定をしております。 



- 88 - 

〇委員（賀茂博美） 分かりました。 

〇委員長（三富美代子） よろしいですか。 

勝又委員。 

〇副委員長（勝又利裕） すみません。今ので関連して、Ｅ評価のほうは施工に不備

があったということだけれども、検査員が気がつくまでその施工業者は気がついて

いなかったと、そういう解釈でよろしいのですか。 

〇委員長（三富美代子） 検査監。 

〇検査監 はい、そのとおりです。 

〇副委員長（勝又利裕） はい。もう一点。 

〇委員長（三富美代子） 勝又委員。 

〇副委員長（勝又利裕） 書類の不備のほうがＦだけれども、Ｅも含めた中で、その

後の入札、そういうところに関しての、制限付一般競争入札とかいろいろあるのだ

けれども、そこへの参加ができないとか、そういう決まりは特にないでよろしいで

すか。 

〇委員長（三富美代子） 検査監。 

〇検査監 今回の事例が、特にＦ評価をつけるの初めてでしたので、今回入札参加停

止要綱というのがありますので、そこに反映するような形で59点以下の工事成績結

果につきましては、指名参加停止にするような形で運用を７月１日から取り組んで

おります。 

〇委員長（三富美代子） 勝又委員。 

〇副委員長（勝又利裕） 令和３年度に関しては、４年度の最初の部分までは特にそ

ういうあれはないということですよね。ペナルティはないということでいいですか。 

〇委員長（三富美代子） 検査監。 

〇検査監 令和３年度まではありません。 

〇委員長（三富美代子） よろしいですか。 

  ほかに質疑はありませんか。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（三富美代子） 以上で委員の質疑を終わります。 

  分科会外委員の質疑はありませんか。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（三富美代子） 以上で分科会外委員の質疑を終わります。 

  以上で認定第１号のうちの関係部分に関する質疑を終わります。 

  これより認定第１号のうちの関係部分について意見を伺います。賛否に関する意

見はありませんか。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（三富美代子） 分科会外委員の賛否に関する意見はありませんか。 

            （「なし」の声あり） 
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〇委員長（三富美代子） 以上で認定第１号のうちの関係部分に関する意見を終わり

ます。 

  以上で検査監の質疑を終わります。 

  以上で総務部関係の議案の質疑を終わります。 

以上で本日の日程は全て終了いたしました。 

  これをもって散会いたします。 

 

                       15時49分 散会 
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裾野市議会予算決算委員会総務分科会 令和４年８月３０日（火） 

 

                       ９時00分 開会 

 

〇委員長（三富美代子） おはようございます。ただいまから本日の会議を開きます。 

  本日の日程はお手元に配付のとおりであります。 

  審査の方法は、昨日と同様に、当局の説明を求めてから質疑に入ります。 

 

環境市民部 

深良支所・富岡支所・須山支所 

〇委員長（三富美代子） ただいまから環境市民部関係の審査に入ります。 

  発言の際には、録音の関係上必ずマイクをご使用願います。 

説明は終わりました。 

次に、質疑に入ります。質疑はありませんか。 

木村委員。 

〇委員（木村典由） お願いします。各支所共通なのですけれども、新型コロナウイ

ルス感染拡大の影響により、いろいろ事業が中止となっております。地域住民の方

の集まる機会なども減ってしまったと思いますが、その中でも各支所において地域

の活性化に取り組んできたことなどありましたら教えてください。 

〇委員長（三富美代子） それでは、深良支所長からいいですか。 

深良支所長。 

〇深良支所長 深良地区では、大きなイベントはコロナの影響により中止でしたが、

各役員さんとの打合せについて、またほかの開催状況、各地区の状況等は事務局で

得たものは役員さんとお話しして共有して、活動の支えとなるところは話し合って

おりました。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） 富岡支所長。 

〇富岡支所長 富岡支所では、令和２年度にコミュニティセンターの改修を行いまし

て、令和３年度より新たにコミュニティスペースというものを支所内に設置してお

ります。そちらのほうで地域住民の方の活動されたものの展示とか、あと小中学生

等の絵画等の展示を廊下、階段のところに設置したりして、地域の方が、行事はで

きないのですが、そういった形で支所に来ていただいて、地域の方の活動について

知っていただく機会等を設けて活動させていただいております。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） 須山支所長。 

〇須山支所長 須山地区につきましては、会議等につきましてはパーティション等を

用意をして、参加人数を若干減少させて、会議の回数自体は例年同様にコロナ禍以
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前と同様のような会議をしております。 

  続きまして、外での作業等があるのですけれども、それにつきましてはコロナ禍

前と同様に実施をしております。 

  それから、須山地区で行っておりますお祭り等につきましても、規模を縮小して

神事のみというようなことになってしまいますが、例年同様の実施をしております。 

  以上であります。 

〇委員長（三富美代子） 木村委員。 

〇委員（木村典由） 分かりました。ありがとうございます。コロナ禍の中で各支所

とも考えていただきながら活動していただいたということでありがとうございま

す。 

  次です。各支所において、清掃業務の契約がばらばらと思うのですが、須山支所

の清掃業務の入札なのですけれども、入札がなくなって随契８号だけになっていま

す。その理由をお聞かせください。 

〇委員長（三富美代子） 須山支所長。 

〇須山支所長 清掃業務委託でございますが、こちらにつきましては令和２年の10月

１日から令和５年の９月30日までの長期継続の随意契約をしております。令和２年

の10月１日の少し前に随意契約をしました。 

  暫時休憩お願いします。 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

  須山支所長。 

〇須山支所長 市役所等の施設一括で入札を実施をしましたが、落札できなかったと

いうことで、最低額の業者と随意契約をいたしました。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） ほかに質疑はありませんか。 

  杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） よろしくお願いします。112ページをお願いします。ほかの支所

のところには記載がないのですけれども、深良支所だけ地域振興事務というところ

の、２、地域振興事務の表の中に一番右に貸出し以外という記載がありまして、ち

ょっとその意味をお願いいたします。 

〇委員長（三富美代子） 深良支所長。 

〇深良支所長 こちらは、予約利用者以外で１階にあるフリースペースを利用した人

数を掲載してあります。 

〇委員長（三富美代子） 杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） 分かりました。これ３支所ちょっと共通でお伺いしたいのです

が、コロナ禍ということもあって事業縮小、規模が縮小というかできないこといっ

ぱいあったと思うのですが、一方で行財政構造改革の第１期計画最終年ということ
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の中で、厳しい運営の年だったと思うのですけれども、その中で特に力を入れたと

ころについてお伺いをしたいと思います。 

〇委員長（三富美代子） 各支所ということですので、深良支所長よろしいですか。 

  深良支所長。 

〇深良支所長 深良支所ではコロナ２年目という形でしたので、できるだけコミュニ

ティセンターについては利用してもらえるようにパーティションもありますし、換

気のほうもするように促しておりました。ですので、特にというものではないので

すが、前年度よりは多く利用していただけるように、地域の方の憩いの場となるよ

うに職員として対応に当たっておりました。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） 富岡支所長。 

〇富岡支所長 令和３年度につきましては、富岡支所ご存じのように、コミュニティ

センターのリニューアルをしているということで、行財政構造改革の中では少しで

も予算を圧縮するというふうな部分になると思うのですが、実際のところは建設工

事費のほうで上がってしまっているというところでございます。そこと比較しまし

ても、令和４年の中でもどうしてもリニューアルした後で委託業務とかで上がって

きてしまっているものがあるのですが、基本的には事業費を圧縮できるような形で

予算をカットできるように努力はしております。 

  以上でございます。 

〇委員長（三富美代子） 須山支所長。 

〇須山支所長 須山支所におきましては、コロナ禍が続いておりまして、令和３年度

については大体コロナの対応が利用者の皆さんも分かってきたということで、コロ

ナの対策をしっかり取っていただいて、積極的というか、なるべく多く利用してい

ただけるように促したというか、人数を制限とかをしたのですけれども、会議等中

止をしないように努力をしたところであります。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） 杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） 各支所、様々な努力をされているということが非常に分かりま

した。 

〇委員長（三富美代子） 杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） 深良支所なのですけれども、まちづくりワークショップ、それ

を続けながら地元民の思いをしっかりと捉えていくことを行いたいというふうなこ

とが言われていたと思うのですけれども、令和３年度につきましてはその辺の取組、

コロナであったらどうというのもあるのですが、結局どのような形となったのかお

聞かせください。 

〇委員長（三富美代子） 深良支所長。 

〇深良支所長 まちづくりのワークショップにつきましては、ナンバー２のところに
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あります各種行事の深良地区まちづくり懇談会、こちらでそのワークショップを兼

ねて開催しております。この１回のみの開催でございました。 

〇委員長（三富美代子） 杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） １回のみということで、地元民の思いとしてどのようなことを

共有できたかというところ、そんなところをもしご紹介できるものあったらお願い

します。 

〇委員長（三富美代子） 深良支所長。 

〇深良支所長 こちらについては、市営プールの跡地に焦点を当てて意見を出したと

いうものです。前回からありましたまちづくりの冊子、その引き継がれたものをど

のようにアップデートしていくかということで取り組んだのですが、やはりいろん

な意見があった中で、まとまったということではないのですが、いろんな現代の思

いを皆さんで話し合って聞けて、次につながったのではないかと思います。 

〇委員長（三富美代子） 杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） 様々なそういうところ引き継ぎながら次のところへつないでい

くことができるということで理解いたしました。 

  また、その次に…… 

〇委員長（三富美代子） 杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） 111ページなのですけれども、雑入の850円のところなのですが、

これ多分婦人会の行政財産貸付けで、予算時だとたしか1,000円というような説明だ

ったと思うのですが、850円、こちら詳細お願いいたします。 

〇委員長（三富美代子） 深良支所長。 

〇深良支所長 こちらは、今委員からもありましたように、深良地区の婦人会がコミ

ュニティセンター内で利用者に対して行うコーヒー提供サービスの行政財産使用料

になります。この計算につきましては、規則に載っておりまして、計算したところ

850円になったので、こちらの850円を行政財産の目的外使用ということで使用料を

もらっております。 

〇委員長（三富美代子） 杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） ということは、期間が短かったとかではなくて、もともと計算

すると850円だったということでよろしいでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 深良支所長。 

〇深良支所長 はい、そのとおりであります。 

〇委員長（三富美代子） 杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） 分かりました。 

  次に、富岡支所、113ページをお願いいたします。ごめんなさい。114ページ、一

番最後のところ、修繕維持のところです。コミセンの屋上の雨漏りということなの

ですが、リニューアル後にこういうことが起こっているのですが、ちょっとどんな

形のあれだったのかということ、ちょっと中身を説明ください。 
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〇委員長（三富美代子） 富岡支所長。 

〇富岡支所長 こちらのほう、コミセンのリニューアルをしたのに何で雨漏りだとい

うもっともなご意見でございます。ただ、リニューアルの中で屋上の改修はしてお

りません。ですので、屋上は昔のままというふうな形になりますので、どうしても

やはり雨漏りというのが出てきてしまうものですから、そこの部分のちょうどコミ

センの２階にあります男子トイレのところの雨漏りを修繕させていただきました。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） 杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） 暫時休憩お願いします。 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

  杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） 須山支所に伺いたいと思います。令和３年度、オリンピックに

対しまして、支所として協力するということで予算のときにおっしゃっておりまし

たが、どのようなところを中心にというか、特に力を注いで行ってきたかお願いい

たします。 

〇委員長（三富美代子） 須山支所長。 

〇須山支所長 須山支所として予算的に何か予算を使ったということはございません

が、須山地区の団体、区長会等を中心にして、大野広場の周辺とか、国道469等の清

掃であるとか、オリンピック当日に見学に行ってちょっと盛り上げたりとか、その

ような活動で協力をさせていただきました。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） 杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） ということは、どちらかというと皆さんで一緒になって行動す

るという中ではコミュニティづくりという位置づけ、視点でそういったものに取り

組んだというふうなイメージでよろしいでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 須山支所長。 

〇須山支所長 そのとおりでございます。 

〇委員長（三富美代子） ほかに質疑はありませんか。 

  内藤委員。 

〇委員（内藤法子） お願いします。清掃業務委託でお伺いします。富岡だけかな、

が須山、深良は本庁と一緒に入札して、恐らくコストダウンを考えたと思うのです

けれども、富岡だけは単独というのはこれはどういう理由ですか。リニューアルと

関係あるのでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 富岡支所長。 

〇富岡支所長 富岡支所につきましては、令和３年の４月からその令和２年５月で一

応閉館をしまして、そこでリニューアル工事入っていますので、そのタイミングで
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ほかの一緒にできなかったものですから、また４月のタイミングで入札をさせてい

ただいて、事業者を選定させていただいております。 

〇委員長（三富美代子） 内藤委員。 

〇委員（内藤法子） そうすると、どこかのタイミングで一緒に入札とか、うまく乗

れるということでしょうか。どこかって先の、今後のことですけれども。 

〇委員長（三富美代子） 富岡支所長。 

〇富岡支所長 今のところ一緒にというふうな部分では考えていないのですけれど

も、ただコストダウンの部分の中では今後そこの部分については検討させていただ

きます。 

〇委員長（三富美代子） 内藤委員。 

〇委員（内藤法子） ほかの支所は本庁と一緒に入札をしたのですけれども、金額を

見るとどこもいずれも倍になっている、金額が高くなっているのです。コストダウ

ンを目的にしたということですけれども、この金額が増えているというところはど

ういう理由になるのでしょうか。深良も須山も。もちろん富岡もですけれども、清

掃委託は金額が倍額ぐらいになっていますね。 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

            （何事か言う声あり） 

〇委員長（三富美代子） 再開いたしましたけれども。休憩しますか。 

 暫時休憩いたします。 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

  内藤委員。 

〇委員（内藤法子） ただいまの質問は取り消します。 

  あと、深良支所にお伺いします。転入が令和３年度20人、すごく伸びているので

すけれども、これはどういうふうに分析されているのでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 深良支所長。 

〇深良支所長 こちらについては、要因は支所では分析はしておりません。分からな

いということになります。 

〇委員長（三富美代子） 内藤委員。 

〇委員（内藤法子） そうすると、分からないけれども、これからもこの調子で深良

地区は転入が増えていくという予測をされているのですか。 

〇委員長（三富美代子） 深良支所長。 

〇深良支所長 暫時休憩願います。 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

  内藤委員。 

〇委員（内藤法子） １度目の質問を取り消して新たに質問します。 
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  深良に転入が20と増えているのは、これは深良地区に転入した人が増えたという

ふうに理解してもいいのでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 深良支所長。 

〇深良支所長 これ転入が20件増えておりますが、深良支所ではほかの地区の転入も

取り扱っておりますので、深良地区の人がここで増えたというわけではございませ

ん。 

〇委員長（三富美代子） 内藤委員。 

〇委員（内藤法子） 分かりました。それは深良地区に転入してきたということでは

なくて、支所で受付をしたというふうに理解していいのですね。 

〇委員長（三富美代子） 深良支所長。 

〇深良支所長 はい、そのとおりであります。 

〇委員長（三富美代子） ほかに質疑はありませんか。 

  賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） お願いいたします。１点。各支所に伺いたいと思います。各支

所庁舎の中には施設の管理、それから会議等への事務支援等の記載があります。第

５次総合振興計画の施策の中から聞きたいと思いますが、コミュニティ活動への環

境整備ということで、地域課題の相談、それから地域活動しやすい環境づくりとい

うことを掲げておりますので、それぞれに取り組まれていることと思います。その

中で、地域から上がった課題として何かあれば伺いたいと思います。 

  暫時休憩お願いします。 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

  深良支所長よろしいですか。 

  深良支所長。 

〇深良支所長 地域課題については、例年の、毎年のことになるかと思いますが、役

員の成り手がなかなか見つからない、またコロナ禍における地区の運営の仕方、団

体の運営の仕方についてのご相談を受けております。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） 次に、富岡支所長。 

〇富岡支所長 先ほど申しましたように、富岡支所はリニューアルを契機として、コ

ミュニティスペースを造っております。その中に富岡地区の活動を紹介するパネル

を設置しておりまして、そういった中でいろんな話を聞いております。ただ、具体

的にどういった相談というものがあったかというと、先ほど深良支所長がおっしゃ

ったように、区長の選任とか、あと昨年度の話ではないのですが、地区の子供会の

存続の話とか、婦人会の要するに役員の成り手がいないとか、そういう話は聞いて

おります。 

  以上となります。 
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〇委員長（三富美代子） 須山支所長。 

〇須山支所長 須山地区につきましても、地区の役員の人選には苦労されています。

自治会をやめたいとか、そのようなお話は聞いておりません。須山地区の各種団体

の活動ですが、婦人会さん等で介護予防というか、お昼を作って老人の方に振る舞

うなんていう場合の器具の更新をしたいとか、細かいご相談は各種団体から受けて

おりますが、地区の各種団体の活動につきましては、須山振興会のほうで補助を出

しておりますので、そちらで細かく対応をして、活動しやすいようしております。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 各支所ありがとうございます。特に役員の成り手不足という部

分については共通するという部分がありますけれども、それぞれの対応であったり、

検討等何か地域の皆さんとされたことがもしあればお伝えいただけますか。 

  暫時休憩してください。 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

  深良支所長。 

〇深良支所長 深良では、そういうメール云々よりもやはり高齢化が進んでおります

ので、紙文化的なところはやはり残っております。そうした中で、ほかの地区では

どうしているというところの情報を聞いて参考にしているというのはやはり実態と

すれば区長さんと役員さんには身にしみる、理解が進むと考えております。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） 富岡支所長。 

〇富岡支所長 富岡支所では、区長会の役員さんの会議というのを定例で設けており

ません。必要に応じて必要なときになるべく会議も幾つかの会議を終わった後区長

さんだけ残ってねみたいな感じでやったりしておりまして、なるべく役員さんが集

まる機会を少ない、要するに働いている区長さんも多いですので、なるべくそうい

う部分で一つの会議の中で幾つか合わせてしまうみたいな感じのやり方を取ったり

しております。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） 須山支所長。 

〇須山支所長 須山支所につきましては、区長会等であまりＩＴの活用は、積極的な

方がいらっしゃらないものですから、せいぜいラインでやるぐらいで、従来同様の

方法を取っております。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 分かりました。これは全市的な課題かと思いますので、また地

域の皆さんといいアイデア等がありましたら、広めていただきたいと思いますので、
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よろしくお願いします。終わります。 

〇委員長（三富美代子） ほかに質疑はありませんか。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（三富美代子） 以上で委員の質疑を終わります。 

  分科会外議員の質疑はありませんか。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（三富美代子） 以上で分科会外議員の質疑を終わります。 

  以上で認定第１号のうちの関係部分に関する質疑を終わります。 

  これより認定第１号のうちの関係部分について意見を伺います。 

  賛否に関する意見はありませんか。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（三富美代子） 分科会外議員の賛否に関する意見はありませんか。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（三富美代子） 以上で認定第１号のうちの関係部分に関する意見を終わり

ます。 

  以上で深良支所、富岡支所及び須山支所の質疑を終わります。 
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コミュニティ課 

〇委員長（三富美代子） コミュニティ課長の説明は終わりました。 

質疑に入ります。質疑はありませんか。 

  木村委員。 

〇委員（木村典由） お願いします。102ページになります。声のポストのところなの

ですけれども、苦情とか要望などの対応についてはどのように行っているか教えて

ください。 

〇委員長（三富美代子） コミュニティ課長。 

〇コミュニティ課長 声のポストに投函されたご意見につきましては、市長、また担

当部局のほうにそれぞれ写しのほうをお渡しいたしまして、回答できる内容のもの

は回答するということで対応しております。 

〇委員長（三富美代子） 木村委員。 

〇委員（木村典由） こちらについては、名前とか連絡先みたいなのって大体書いて

あるものですか。 

〇委員長（三富美代子） コミュニティ課長。 

〇コミュニティ課長 全ての案件で書いてあるものはございません。単なる情報提供

という形で投稿がある場合もございます。 

〇委員長（三富美代子） 木村委員。 

〇委員（木村典由） 分かりました。そのような来た要望の中で対応できた、何か事

例みたいのがあれば教えてください。 

〇委員長（三富美代子） コミュニティ課長。 

〇コミュニティ課長 事例の一つといたしまして、とあるところの樹木、あるいは雑

草、これが伸びて困っているというような案件の内容につきましては、担当課のほ

うへ情報提供いたしまして、刈取り等々の対応をしていただいたという実績がござ

います。 

〇委員長（三富美代子） 木村委員。 

〇委員（木村典由） 分かりました。 

  続いて、104ページです。交付金の交付についてのところで、西地区の金額が令和

２年から今年倍以上になっているのですけれども、去年はちょっと話の中では西地

区の会議の特性上減ったというようなことがあったのですが、今年に関してはそう

いうようなことは解消されたというか、この金額戻っているといえば戻っていると

思うのですけれども、それはどういうようなことでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） コミュニティ課課長代理。 

〇コミュニティ課課長代理 西地区におきまして、令和２年度、３年度比べますと、

確かに金額は変わっているのですが、令和元年度の数字に戻った形にはなるのです

が、令和２年度におきましては行事等が中止になりまして、できなかった行事の分

の補助金の分をまた市のほうに戻した形になりましたので、このようになりました。
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３年度につきましては行事等はできなかったのですけれども、多少団体における事

務等の整備するものがありましたので、そちらに積み込む形で結果的には補助を戻

さない形になりました。で、こういう形になっております。 

〇委員長（三富美代子） 木村委員。 

〇委員（木村典由） 分かりました。 

  では、今後もこういう形で、３年度そういう形で終わったわけですけれども、今

後もそういう形で推移していくようなことでよろしいですか。 

〇委員長（三富美代子） コミュニティ課課長代理。 

〇コミュニティ課課長代理 暫時休憩お願いします。 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

  木村委員。 

〇委員（木村典由） 先ほどの質疑は取り消します。 

  別でもいいですか。 

〇委員長（三富美代子） 別件で。 

  木村委員。 

〇委員（木村典由） 106ページお願いします。自衛官募集事業についてです。募集等

で「広報すその」の掲載はいいのですけれども、自衛官制度説明会４回、入隊者歓

迎会１回、この内容はどのようなものか教えてください。 

〇委員長（三富美代子） コミュニティ課長。 

〇コミュニティ課長 「広報すその」の掲載につきましては、募集案内所が三島市に

ございますので、そちらからの依頼を受けまして原稿の草案なんかもそちらからい

ただきまして、その内容に沿う形で広報の掲載させていただいております。制度説

明会につきましても、場所につきましては市役所のほうでやりますが、制度説明、

内容説明等は三島の募集案内所の人間が主になって行ったりしております。入隊者

激励会につきましては、市長応接室で市長を交えて、ここの下の表にございますけ

れども、令和３年度９名中６名の方にご出席をいただきまして、関係者、市長出席

の下激励会のほう開催しております。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） 木村委員。 

〇委員（木村典由） 分かりました。11番の自衛隊協力会と連携を図り、会員募集

3,959人の支援を行ったとありますが、これはどのようなことをやられたのでしょう

か。 

〇委員長（三富美代子） コミュニティ課課長代理。 

〇コミュニティ課課長代理 例年ですと、自衛隊協力隊行事としまして、自衛隊見学

会とか音楽会、火力演習の見学とかが開催されるのですけれども、昨年度はこれが

全て中止になった経緯がございます。ただ、集めました皆さんから自衛隊協力費と
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いうのがあります。この協力費を使いまして、自衛隊さん昨年度熱海で災害があっ

たのご記憶にあるのですが、そういったところで行ったときに役立ててもらおうと

いうことでタオルを作りまして、皆さんの気持ちということでぜひ役立ててくださ

いということで使わせてもらいました。そういった形で自衛隊会員の皆様からの気

持ちを…… 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

  木村委員。 

〇委員（木村典由） では、内容的にタオルを送ったということでよろしいですか。 

〇委員長（三富美代子） コミュニティ課課長代理。 

〇コミュニティ課課長代理 おっしゃるとおりです。 

〇委員長（三富美代子） ほかに質疑はありませんか。 

  杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） よろしくお願いします。104ページのまちづくり振興費のところ

になるのだと思うのですが、ちょっと大きな聞き方になってしまうのですが、令和

３年度コミュニティの育成について、特に力を入れた内容についてお伺いをしたい

と思います。 

            （「暫時休憩お願いします」の声あり） 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

  コミュニティ課課長代理。 

〇コミュニティ課課長代理 １つの例でいいますと、ズームとかを利用した研修会を

区長連合会役員で行いました。 

〇委員長（三富美代子） 杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） 分かりました。区長連合会の役員ということで、そこから下の

各区、様々なところがあるのですけれども、そこへの伝え、例えば資料の共有であ

ったり、そんなところというのは行っていましたでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） コミュニティ課長。 

〇コミュニティ課長 連合会の役員会で伝達した内容につきましては、その後各地区

に戻って各区長に伝えられることになっております。そういった実践も含めまして、

各地区の自主的な取組に委ねているところでございます。 

〇委員長（三富美代子） 杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） 分かりました。 

〇委員長（三富美代子） 杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） 区の運営費ということで、同じページですけれども、減額とい

うことで、昨年度令和２年度末に協議が行って、令和３年度動いている分けなので

すが、実際にその額でやってみてどうだったという、そんな意見等は区長さんのほ
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うから寄せられたりはしていますでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） コミュニティ課課長代理。 

〇コミュニティ課課長代理 確かにご意見といいますか、昨年度連合会によりまして、

区長アンケートを取ったのですけれども、その中では確かに足りないという意見も

ございますれば、要らないとか、ちょうどよいというような意見がありました。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） 杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） 様々あったということで理解いたしました。その中の分析とい

たしまして、今後どういうふうにつなげていくか、今後につなげていくか、検討等

は行われていますでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） コミュニティ課長。 

〇コミュニティ課長 こちらの区応援交付金につきましては、現在世帯数掛ける単価

という算出方式になっておりますが、これが果たして現状にマッチしているのかど

うか、そういうところも検討も含めまして、算出の方式を抜本的に見直しを図る時

期に来ているのではないかということを考えておりまして、今後検討してまいりた

いと思います。 

〇委員長（三富美代子） 杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） 分かりました。 

  暫時休憩お願いします。 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

  杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） この補助金については区に入って、お住まいの方に対して交付

されているということの中から、以前にもお話ししたのですが、区に入っていただ

くための取組自身区長さんにやっていただくということが業務としてあったかと思

いますけれども、令和３年度につきまして各区長さんのほう、どんなような取組を

してきたよであったり、そういった報告等はありましたでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） コミュニティ課長。 

〇コミュニティ課長 区に属していただくというものについては、様々ご苦労がおあ

りでございます。また、地域柄もございます。そういった中で我々が直接的にちょ

っと支援をするということはなかなか難しい部分がありますが、各区長さんのご相

談いただいた際には親身にそれに対応し、こちらとしてできる支援をさせていただ

いたところでございます。 

〇委員長（三富美代子） 杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） ということは、各区長さんから相談があって、支援をしていた

だいたということだったと思うのですけれども、その結果総合計画で市民自治によ

るコミュニティの推進活動ということで、自治会の加入率がたしかＫＰＩはなって
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いたと思うのですが、令和３年度の変異というか、どんな感じでちょっと変化があ

ったかというところ、もし捉えていらっしゃったら教えてください。 

〇委員長（三富美代子） コミュニティ課長。 

〇コミュニティ課長 ＫＰＩとして自治会加入率85％を目標にするという形で設定を

させていただいておりまして、令和３年度につきましてはほぼ現状維持という形で

捉えております。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） 杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） 分かりました。 

  暫時休憩お願いします。 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

  コミュニティ課長。 

〇コミュニティ課長 すみません。自治会加入率を80％を目標に設定しております。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） 杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） ということで、目標以上にはなっているのですが、今後も高め

ていくというふうな考え方をやはり令和３年度そういうふうにしていこうねという

ような確認というか、考え方で今年度至っているということでよろしいでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） コミュニティ課長。 

〇コミュニティ課長 はい。少なくとも現状維持、なるべくであれば向上、この方向

で取り組んでまいりたいと思っております。 

〇委員長（三富美代子） ほかに質疑はありませんか。 

  内藤委員。 

〇委員（内藤法子） お願いします。102ページです。市民の相談に関してお伺いしま

す。無料法律相談があります。よく広報で法律相談、弁護士相談はもういっぱいに

なりましたとお断りがあったのですけれども、現状は令和３年度はどのような状況

だったのでしょうか。 

            （「暫時休憩お願いします」の声あり） 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

 コミュニティ課長。 

〇コミュニティ課長 弁護士相談につきましては、毎回予約が早期に埋まってしまう

現状でございまして、キャンセル数までは把握しておりませんが、お断りしている

件数は多数ございます。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） 内藤委員。 
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〇委員（内藤法子） お断りした数は把握していないのでしょうか。市民が何人ぐら

い申し込んで、そのうち６人はオーケーだったのですけれども、相談できなかった

人の数。 

〇委員長（三富美代子） コミュニティ課課長代理。 

〇コミュニティ課課長代理 電話でお断りした件数というのは把握といいますか、キ

ャンセル待ちというのを取っておりまして、大体３名ぐらいまでは埋まります。た

だ、４名、５名になると、確率的に……暫時休憩お願いします。 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

  コミュニティ課課長代理。 

〇コミュニティ課課長代理 おおよそ五、六名の人数と把握しております。 

〇委員長（三富美代子） 内藤委員。 

〇委員（内藤法子） そうしますと、36人で１回につき定員が６名ということで、五、

六人、その場合の数が、同数が相談できなかったと、この法律相談、この実績を踏

まえて、この令和３年度、弁護士さんによる法律相談をどうしようという議論はあ

りましたでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） コミュニティ課課長代理。 

〇コミュニティ課課長代理 弁護士相談におきましては、裾野市もそうですし……暫

時休憩お願いします。 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

  コミュニティ課課長代理。 

〇コミュニティ課課長代理 市以外にも相談を受けている社会福祉協議会とか、弁護

士協会とかに相談を促している次第でございます。 

〇委員長（三富美代子） 内藤委員。 

〇委員（内藤法子） 確認しますけれども、随分前は社会福祉協議会と市の弁護士相

談は月が同じで、チャンスがなくすのでずらすようにお願いしたのですけれども、

今はそのチャンスがずれている、市が奇数なら社協は偶数とか、そのような工夫は

引き続きされているのでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） コミュニティ課課長代理。 

〇コミュニティ課課長代理 おっしゃるとおり、市が奇数月を行いまして、社会福祉

協議会が偶数月を行っております。 

〇委員長（三富美代子） 内藤委員。 

〇委員（内藤法子） 法テラスとか弁護士会館は別として、少なくとも市内の受皿で

市のほうで受けられなかった方が社協で受けられたよとか、そういう連携とかいう

のはフォローはできているのでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） コミュニティ課課長代理。 
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〇コミュニティ課課長代理 暫時休憩お願いします。 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

  コミュニティ課長。 

〇コミュニティ課長 ご指摘の点について、十分に連携が取れているとは現状言いが

たい状況かと思いますので、今後連携を図ってまいりたいと思います。 

〇委員長（三富美代子） 内藤委員。 

〇委員（内藤法子） 世の中が複雑になって、やっぱり専門家の弁護士さんの相談し

たいというのがこの数にずっと表れていると思うのです。この分は決算を締めて、

そしてその次の予算に生かすためには何らかの協議が必要かと思うのですが、いか

がでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） コミュニティ課長。 

〇コミュニティ課長 ご指摘の部分はごもっともかと思います。弁護士相談、１回や

ると単価で幾らという形で経費もかかってまいります。行革との兼ね合いでどの程

度予算確保できるか、その部分もございますけれども、可能な限りで関係機関と連

携、あるいは予算的な部分、確保できるように検討してまいりたいと思います。 

〇委員長（三富美代子） 内藤委員。 

〇委員（内藤法子） ぜひ検討していただきたいと思います。 

  それから、弁護士相談の…… 

〇委員長（三富美代子） 内藤委員、マイクをもう少し近づけてください。 

〇委員（内藤法子） ぜひ検討してください。 

  あと、弁護士相談は、奇数日の20日ということで昼間に限られています。これを

例えば市民が相談しやすい夜間とか、土日にすると、か、そういう工夫も考えられ

ると思うのですけれども、今いっぱいいっぱいなのですけれども、そういったこと

も検討の余地はありますか。 

〇委員長（三富美代子） コミュニティ課長。 

〇コミュニティ課長 相談を受けていただく弁護士さんとの協議にもなるかと思いま

すので、お話をしてみたいと思います。 

〇委員長（三富美代子） 内藤委員。 

〇委員（内藤法子） ぜひやっぱり弁護士相談というのはやりたいという市民ありま

すので、あと加えて電話相談とか、ズームとかいろんな手法もありますので、市民

…… 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

  内藤委員。 

〇委員（内藤法子） 決算の審査でこれが足りていないというのはっきりと明確に分

かったと私は思っています。なので、ぜひ工夫をお願いします。 
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  以上です。 

〇委員長（三富美代子） ほかに質疑はありませんか。 

  賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） お願いいたします。110ページの男女共同参画のところについて

伺わせていただきます。推進委員会は３回開催されて、はじめのいっぽの次年度に

向けた、次の計画に向けた協議はされたということで間違いはないですね。 

〇委員長（三富美代子） コミュニティ課長。 

〇コミュニティ課長 そのとおりでございます。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 確認なのですけれども、この調書のところのこの委員報酬のと

ころに記載がないのですけれども、審議会の皆さんに対する報酬、決算書には報酬

費、報償費記載がありますが、ここ記載がないのは何か理由がありますでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

  コミュニティ課長。 

〇コミュニティ課長 調査をいたしまして、後ほど回答でお願いいたします。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） その件お願いいたします。はじめのいっぽの３の部分が完結し

た年になるかと思います。担当課が今年度から替わっていますので、引き継ぎをさ

れていると思うのですけれども、このはじめのいっぽの中で様々な数値目標、各課

に対する、その辺りの確認というのは引き継ぎされていらっしゃいますか。 

〇委員長（三富美代子） コミュニティ課長。 

〇コミュニティ課長 数値的なところの引き継ぎを受けております。今回４の策定に

当たり、３の実績として今各課に確認をしているところでございまして、それを生

かした上で４のほうの策定に生かしてまいりたいと思います。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 何点かだけ伺いたいと思います。コミュニティ課が関するとこ

ろといたしましては、審議会への女性登用、この率についてはどのような結果にな

ったのか、もし分かればお願いします。 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

  コミュニティ課長。 

〇コミュニティ課長 これにつきましても、後ほどの回答でお願いいたします。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 今年度から引き継がれていますので、内容等を精査して、これ

からまたそちらの課で取り組んで行かれるかと思います。令和３年度を踏まえた結

果を基にぜひ次のステップに進んでいただきたいなと思います。 
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  すみません、もう一点。この男女共同参画のホームページの記載がありますが、

暫時休憩してください。 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

  賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 先ほどの質疑は取り消します。 

〇委員長（三富美代子） ほかに質疑はありませんか。 

  岡本委員。 

〇委員（岡本和枝） 102ページ、２の声のポスト、市へのお問合せのところで、市へ

のお問合せのＥメール件数があります。その中で意見、要望、提案という分けてあ

りますけれども、この提案が一昨年も昨年度もゼロになっていますが、提案という

のはどのようなものを提案として数字として挙げられるのでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） コミュニティ課長。 

〇コミュニティ課長 こちらで提案というふうに抱えておりますのは、市政に対して

前向きにこうしたほうがいいのではないか、こうすべきではないかという内容のも

のを提案として分類させていただいています。 

〇委員長（三富美代子） 岡本委員。 

〇委員（岡本和枝） 市政に対してこうしたほうがいいのではないかというのは、き

っと皆さんの意見とか要望の中でも汲み取れることができるのではないかと思うの

です。それらを聞いて、市のほうでそれを市民の声として捉えてそれを提案として

市政に生かしていくというような形がこれが必要なのかなというふうに、今のこの

あれだと意見とか要望こそが何か苦情を言ってくるみたいな区分にしてしまう可能

性みたいなものが感じられるのですけれども、そうではなくて市民の意見という意

見、要望捉えて、それを市政に生かすというふうな考え方でここの表示をちょっと

変えてもらうといいのかなというふうに思うのですが、いかがでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） コミュニティ課長。 

〇コミュニティ課長 ご指摘のとおり、１通のメールの中でもこれこれ、こういうこ

とが困っている、こうしてほしいという要望ですとか、こうしてほしい、こうすべ

きではないかというような形で、１通のメールの中に意見や提案が含まれる場合も

ございます。そういう中でどれを提案とすべきかというのはまたちょっと今後検討

させていただきたいと思いますが、なるべく提案の方向に分類できるような形で検

討してまいりたいと思います。 

〇委員長（三富美代子） 岡本委員。 

〇委員（岡本和枝） それはぜひお願いします。 

  あと１点、104ページ、区の運営費交付金の件ですが、要綱を変えて単価を減にさ

れましたけれども、減にした理由というのは何だったのでしょうか。単価の減の理

由。 
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〇委員長（三富美代子） コミュニティ課課長代理。 

〇コミュニティ課課長代理 ３年間によります行革の削減計画によりまして、対応い

たしました。 

〇委員長（三富美代子） 岡本委員。 

〇委員（岡本和枝） ということは、ただそこの中の事業費を減らすという目的のた

めに単価を減額にしたという、それだけの理由ですか。 

〇委員長（三富美代子） コミュニティ課課長代理。 

〇コミュニティ課課長代理 おっしゃるとおりです。 

〇委員長（三富美代子） 岡本委員。 

〇委員（岡本和枝） 先ほど今後方式等の見直し、それと区に加入しない人も確実に

いますし、いろいろな地域の状況の中でそういうことが発生して、アパートの方な

んか入っていないのですけれども、その辺ひっくるめてやっぱりそこに住んでいる

人を援助するみたいな形で、それを求めて区がいろいろな活動をやっているみたい

な捉え方をぜひしていただきたいと思います。やっぱり市長が変わった中で、市民

目線第一って言われる中では、やっぱりこういうところの僅かな額なのですが、実

際に光熱費が大変みたいな意見も本当に届いていると思うのです。なので、ぜひそ

このところでは変わるみたいな部分でお願いしたいと思います。 

〇委員長（三富美代子） よろしいですか。 

〇委員（岡本和枝） 要望で終わります。 

〇委員長（三富美代子） 以上で委員の質疑を終わります。 

  分科会外議員の質疑はありませんか。 

  増田議員、１問３回までとさせていただきたいと思います。 

〇委員外議員（増田祐二） 短いやつでお願いします。先ほど委員からも質疑のあり

ました102ページの声のポストの受付件数の点です。苦情という表記に関しては、こ

れは市民の方がサインか何か苦情というふうに丸をつけるものですか。 

〇委員長（三富美代子） コミュニティ課長。 

〇コミュニティ課長 市民の方が丸をつけるような項目にはなっておりません。内容

によって分類をしております。 

〇委員長（三富美代子） 増田議員。 

〇委員外議員（増田祐二） 過去の総務委員会の質疑の中で、この苦情という表記を

当局のほうが判断するのであれば意見にしたほうがいいのではないかというふうな

もので、その件に関して検討していきたいというふうな答弁がありました。これに

関して協議、検討はされていますでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） コミュニティ課長。 

〇コミュニティ課長 申し訳ございません。検討はしておりません。 

〇委員長（三富美代子） 増田議員。 

〇委員外議員（増田祐二） 最後です。では、こちらに関しては今後検討することは
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ありますか。 

〇委員長（三富美代子） コミュニティ課長。 

〇コミュニティ課長 検討させていただきます。 

〇委員長（三富美代子） ほかに質疑はありませんか。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（三富美代子） 以上で分科会外議員の質疑を終わります。 

  以上で認定第１号のうちの関係部分に関する質疑を終わります。 

  これより認定第１号についてのうちの関係部分について意見を伺います。 

  賛否に関する意見はありませんか。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（三富美代子） 分科会外議員の賛否に関する意見はありませんか。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（三富美代子） 以上で認定第１号のうちの関係部分に関する意見を終わり

ます。 

  以上でコミュニティ課の質疑を終わります。 

 

コミュニティ課（答弁漏れ） 

〇委員長（三富美代子） 初めに、コミュニティ課長より答弁漏れについて発言の申

出がありましたので、これを許します。 

  コミュニティ課長。 

〇コミュニティ課長 それでは、先ほど賀茂委員のご指摘で答弁漏れがあった点につ

きましてご説明させていただきます。 

  主要事務事業調書110ページの男女共同参画推進事業費の委員報酬の記載漏れの

ご指摘につきましてですが、当該款項目からの男女共同参画推進委員への報酬につ

きましては、７節の報償費から支出をしておりますので、110ページの主要事務事業

調書、こちらは１節からの支払いということですので、記載はしてございません。

１節の報酬につきましては、条例に規定される委員に対して支払われるものでござ

いまして、男女共同参画推進委員はこれに該当いたしません。 

  続きまして、もう一点でございます。男女共同参画推進計画はじめのいっぽ３の

振り返りで、審議会への委員の登用数、女性の委員登用数についてでですが、令和

３年度末で25.4％でございます。 

  以上でございます。 

〇委員長（三富美代子） 課長からの答弁漏れについては以上ですけれども、これに

関していかがですか。 

  賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 推進委員会への報酬というのは、審議会等の設置要綱による支

出ということでよろしいですか。 
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〇委員長（三富美代子） コミュニティ課長。 

〇コミュニティ課長 そのとおりでございます。 

〇委員長（三富美代子） よろしいですか。 

  以上で答弁漏れについて終わります。 
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市民課 

〇委員長（三富美代子） 市民課長の説明は終わりました。 

  次に、質疑に入ります。質疑はありませんか。 

  木村委員。 

〇委員（木村典由） お願いします。100ページです。７番の繁忙期の窓口及び水曜日

夜間窓口延長についてです。どちらも令和２年度に比べ、令和３年度のほうが取扱

い件数が若干減っていますが、当初の見込みどおりだったということでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 市民課長。 

〇市民課長 大体見込み通りの数字です。 

〇委員長（三富美代子） 木村委員。 

〇委員（木村典由） こちらの窓口延長は、市民の方への周知はどのように行ってい

たでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 市民課長。 

〇市民課長 窓口に来る方向けのＰＲパンフレットと転入出というのが一番大きい繁

忙期だということで、各企業に産業部のほうからその日時において延長を行うとい

う情報を流してもらいました。 

〇委員長（三富美代子） 木村委員。 

〇委員（木村典由） では、そういう来ていただいた市民の方とかからの反応とかは

かありましたでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 市民課長。 

〇市民課長 転入出に関しての件数は全部で今年度11件になりますが、子育て、子供、

ほかのそれに連なる手続のほうが昨年に比べて10倍とは言わないのですけれども、

3件から19件とか、３件から20件と増えて、引き続いてその転入転出に関しての手続

を引き続いてやっていけるということで、おおむね良好な手続環境をそろえられた

と考えております。 

〇委員長（三富美代子） 木村委員。 

〇委員（木村典由） 反応よかったということで分かりました。 

  続いて、101ページ、マイナンバーカードの申請についてです。令和３年度カード

の申請率が54.5％ということで、平成27年10月申請開始以降ようやく市民の半数ぐ

らいに達したということですけれども、今後どれぐらい増えていくって見込みみた

いなものというのは考えていますでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 市民課長。 

〇市民課長 今年度として申請ベースで60％、その本人に渡す交付ベースで55％を目

指しております。 

〇委員長（三富美代子） 木村委員。 

〇委員（木村典由） 市として、令和３年度マイナンバーカードの普及に対してＰＲ

してきたことというのはどのようなことでしょうか。 
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〇委員長（三富美代子） 市民課長。 

〇市民課長 ＰＲ自体は、広報的な部分というのはそこまで手をかけられなかった部

分はあります。ただ、マイナポイントの第２弾開始という国の施策そのもの自体が

ありましたので、周りの周知のほうはできていたかなと。それと、さきにも述べま

したが、出張申請支援ということでワクチン会場の場であったり、保育園、企業、

成人式の場ということで、折々に触れて人の集まるところで申請の手助けをしなが

らということでＰＲも兼ねておりました。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） 木村委員。 

〇委員（木村典由） 分かりました。 

  同じページの12番、主な事業委託のところです。今年度計上されている項目がい

ろいろあるのですけれども、令和２年度なくなって令和３年度出てきているという

項目、これ恐らく委託であったり、委託の中の設置するときの端末代とか、そうい

うものだと思うのですけれども、恐らく１年で終わる、その場だけというか、１年

で終わると思うのですけれども、これがこの中で今後も継続されていく保守代みた

いなものについて項目教えていただけますか。 

〇委員長（三富美代子） 市民課長。 

〇市民課長 令和３年度に新しくということの中で、これ…… 

〇委員長（三富美代子） 市民課長、マイクもう少し。 

〇市民課長 令和３年度からということで新しくなったもので継続されるものが下

段、一番下の２個マイナンバーカードの交付管理予約システム機器の保守、リース

というものがこれから継続されていきます。あと、それ以外にＣＳ統合端末の保守

費というのは全部で４台ありますので、これ自体の保守費は続いていきます。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） よろしいですか。 

  ほかに質疑はありませんか。 

  杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） すみません、１点だけ。99ページ、証明書の交付になります。

令和３年度は全体の数とすると減っているよということで、5,000件くらい減ってい

る状況なのですが、一方でコンビニ交付は非常に増えているということで、状況な

のですけれども、またマイナンバーカードがどんどん、どんどん普及していくこと

に伴いまして、今後様々対応が必要になる部分というのが検討があったのではない

かななんて思うのですけれども、令和３年度その辺りどのような協議が行われたと

かありましたら、お願いします。 

〇委員長（三富美代子） 市民課長。 

〇市民課長 委員ご指摘のとおり、窓口での証明自体が減ってきて、コンビニ交付の

ほうがマイナンバーカードの普及に合わせて増えてきております。これに併せてさ
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らなる普及と申請、利用を目指して、今議会で手数料の減額等をしながら、なるべ

く持っているマイナンバーカード自体の利便性を享受してもらいながら、ほかの人

たちにもこれ便利だよというところを環境を整えていければということで進めてお

ります。 

〇委員長（三富美代子） 杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） 今回のものでも中身は理解しております。 

〇委員長（三富美代子） 杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） そうした中で普及のところなのですけれども、様々ずっと取組

をやられている中で、やはりここは普及の課題になっているのではないかというふ

うなところにつきまして、再度何か本質的なところの協議等がもしありましたら、

お聞かせいただきたいと思います。 

〇委員長（三富美代子） 市民課長。 

〇市民課長 現在までは今もマイナポイントの２万円ということで申請は伸びており

ます。やっぱりどうしても高齢者の方もだんだん口コミでいいよねというところで

広がってはいるのですが、今までの方はやっぱり電子に強い、パソコンに強い、あ

る程度という環境の方が圧倒的でした。これからの問題点は、そこに行ってあげて

というような、人たちの高齢の方たち、足のなかなか難しい方たちに出張していく

という、案内していくということが問題点かなと思っております。 

〇委員長（三富美代子） 杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） 出張でマイナンバーカードの交付の対応もやられたということ

は先ほど説明ありましたけれども、またそれを踏まえてそのようなものをほかのと

ころでもやっていこうというふうな協議があったということでよろしいでしょう

か。 

〇委員長（三富美代子） 市民課長。 

〇市民課長 そのとおりです。 

〇委員長（三富美代子） 杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） それはどのぐらいの箇所でどのぐらいの頻度であったり、そう

いったものにつきましても細かく協議等はされていますでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 市民課長。 

〇市民課長 全体としての部分はないのですが、今回８月に３支所をひたすら回って

マイナポイントとカードの申請ということで、もう地域に出向いて行っているとい

うことを継続していければと考えております。 

〇委員長（三富美代子） ほかに質疑はありませんか。 

  岡本委員。 

〇委員（岡本和枝） 最初に、99ページの職員数のところで、会計年度６人がありま

すけれども、このマイナンバーカードの申請、発行、交付、それらに関する人数と

いうか、時間というか、その辺はどのようになっているのでしょうか。 
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〇委員長（三富美代子） 市民課長。 

〇市民課長 この６名中４名がマイナンバーカードの交付ということで動いていただ

いております。 

〇委員長（三富美代子） 岡本委員。 

〇委員（岡本和枝） あと、111ページ、主な業務委託のところで、市民課の窓口業務

が２年度と３年度比べて1,080万9,600円の増になっていますけれども、これの理由

は。 

〇委員長（三富美代子） 市民課長。 

〇市民課長 令和３年度から３年間の委託ということで、令和２年度までの３年間の

ときと１年の金額が違く、高くなっていると、今の委託に関してはということです。 

〇委員長（三富美代子） 岡本委員。 

〇委員（岡本和枝） あと、その下のコンビニ交付サービスがありますけれども、こ

の62万2,674円というのは、今回３年度のコンビニ交付が5,322の数字掛ける手数料

の金額ということでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 市民課長。 

〇市民課長 そのとおりです。 

〇委員長（三富美代子） 岡本委員。 

〇委員（岡本和枝） それでは、２年度から３年度へマイナンバーのコンビニ交付を

する人が増えたものでこういう手数料が当然増えた。では、今年度はちなみに予算

的にはこの伸びの中ではどのくらいの…… 

〇委員長（三富美代子） 岡本委員、すみません。決算に関してお願いしたいと思い

ます。 

〇委員（岡本和枝） 分かりました。 

〇委員長（三富美代子） 先ほどの確認事項はよろしいですか。 

〇委員（岡本和枝） 結構です。 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

  ほかに質疑はありませんか。 

  賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） お願いいたします。マイナンバーの件です。当初予算で交付用

の端末を増やされたかと思います。その効果についてはいかがでしたか。 

〇委員長（三富美代子） 市民課長。 

〇市民課長 ３年度で１台増設ということで、やっぱり数が数ですので、今までかな

り待っていただいた部分自体を丁寧にさばけるようになりました。それ自体は市民

のためになったというふうに考えております。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 市民の方の待ち時間は、かなり短縮されたという認識でよろし
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いのですか。 

〇委員長（三富美代子） 市民課長。 

〇市民課長 ええ、そう考えております。 

〇委員長（三富美代子） よろしいですか。 

  勝又委員。 

〇副委員長（勝又利裕） お願いします。100ページの大きな９番のところのお祝い状

及びお礼状の関係ですけれども、お礼状、本年の１月までで終わりにしたというこ

とで、何か理由はあるのでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 市民課長。 

〇市民課長 この時期に市長の交代がありまして、その上でこの転入転出についての

お礼状につきまして意向を伺いまして、もっと別の形で市民に市のことをＰＲ、あ

るいはねぎらいということをできる方法があるということで、ここでの部分は別の

方法を模索しながらここはやめていこうという話になりました。 

〇委員長（三富美代子） 勝又委員。 

〇副委員長（勝又利裕） 分かりました。では、別の方法はまた日を改めてお聞きし

ます。 

  もう一点、101ページの窓口委託の関係ですけれども、２年度から３年度にかけて、

先ほども委員の質疑がありましたけれども、1,000万ぐらい増えています。それで、

当初予算を審議して可決はしているのですけれども、令和３年度の効果というか、

２年度に比べて1,000万増えた効果というのは何かありますでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 市民課長。 

〇市民課長 1,000万円を金額として増えたということに対してのサービスのより充

実という部分を今問われているかと思うのですが、上がった部分は人件費の高騰に

よるものというふうにお聞きしておりますので、２年も３年もさほど変わった状況

ではないと私は考えております。 

〇委員長（三富美代子） 勝又委員。 

〇副委員長（勝又利裕） これ３、４、５だと思いますので、今年４年度ですから、

いろいろ評価をする時期になっていると思いますので、またおいおい確認をしてい

きます。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） ほかに質疑はありませんか。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（三富美代子） 以上で委員の質疑を終わります。 

  分科会外議員の質疑はありませんか。 

  １問を３回までとさせてください。 

  二ノ宮議員。 

〇分科会外議員（二ノ宮善明） よろしくお願いします。勝又委員がお礼状のことを
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聞きました。私は、お祝い状のことを聞きたいのですけれども、やはり廃止とした

理由は先ほどの答弁と同じですか。 

〇委員長（三富美代子） 市民課長。 

〇市民課長 お祝い状は今も残っております。 

〇委員長（三富美代子） 二ノ宮議員。 

〇分科会外議員（二ノ宮善明） 出生時のお祝い状、暫時休憩願います。 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

  以上で分科会外議員の質疑を終わります。 

〇委員長（三富美代子） 以上で認定第１号のうちの関係部分に関する質疑を終わり

ます。 

  これより認定第１号のうちの関係部分について意見を伺います。 

  賛否に関する意見はありませんか。 

 岡本委員。 

〇委員（岡本和枝） 職員の皆さんが職務に忠実に業務に当たられていることはよく

分かっております。その中でこのマイナンバーカードに関して、国は22年度中に全

国民にマイナンバーカードを取得させようということで、この令和３年度にもマイ

ナポイントだとか多くの補助金が来ています。 

  問題点として、マイナンバーカード、全国民100％にすることで、行政手続が98％

でデジタル化を進めるといっていますけれども、先ほどあったようなデジタルデバ

イドと言われるような問題があるのと、あといろいろな情報をひもづけすることで

管理をされる、それと情報の流出の問題というようなこと、実際にそのマイナポイ

ントをやることで申請をしなさいというあめとその反対でむちみたいな形でこの事

業を進めようとしていることというのはとても大きな問題かなと思いますので、令

和３年度のこのマイナンバーカードに関する市民課の決算に反対の意見とします。 

〇委員長（三富美代子） 本来ですと、反対意見がありますということでお願いした

かったのですが。ごめんなさい。やり直しでいいですか。先ほどのを訂正していた

だいて。 

  再開いたします。 

  岡本委員、意見を求めます。 

〇委員（岡本和枝） 先ほどの私の述べたものはちょっと訂正をしまして、反対意見

があります。 

〇委員長（三富美代子） ほかに意見はありませんか。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（三富美代子） 分科会外議員の賛否に関する意見はありませんか。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（三富美代子） 以上で認定第１号のうちの関係部分に関する意見を終わり
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ます。 

  以上で市民課の質疑を終わります。 
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危機管理課 

〇委員長（三富美代子） 危機管理課長の説明は終わりました。 

  質疑に入ります。質疑はありませんか。 

  木村委員。 

〇委員（木村典由） お願いします。137ページです。委託業務で裾野駅と岩波駅の駐

輪場の委託の件なのですけれども、こちらの配置人数を教えてください、各駅ごと。 

〇危機管理課長 すみません。ちょっとシルバー人材センターに委託しているのです

けれども、配置人数を今ちょっと持っていないものですから。 

〇委員長（三富美代子） 危機管理課長、休憩しますか。 

〇危機管理課長 はい。 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

  危機管理課長。 

〇危機管理課長 配置人数の細かいちょっとデータは今手持ちにないものですから、

後ほど回答のほうさせていただきます。 

〇委員長（三富美代子） 木村委員。 

〇委員（木村典由） では、配置の時間帯というのも分からないでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 危機管理課長。 

〇危機管理課長 こちらも合わせて後ほど回答のほうさせていただきます。 

〇委員長（三富美代子） 木村委員。 

〇委員（木村典由） では、その同じページの９番の借地料なのですけれども、裾野

駅、岩波駅の駐輪場が面積466平方メートル、岩波駅第二駐車場面積212.23平方メー

トルとなっていますけれども、裾野駅の西と東駐輪場と、岩波駅の第一駐輪場を足

した面積が上に載っている466平方メートルということでよろしいでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 危機管理課長。 

〇危機管理課長 上の裾野駅、岩波駅駐輪場は、ＪＲに対しての借地となります。で

すから、裾野駅東口の部分と岩波駅の３つあるうちのいわゆる線路沿いの部分の、

それが合わせた借地面積となります。 

〇委員長（三富美代子） 木村委員。 

〇委員（木村典由） それでは、岩波駅の第二駐輪場が面積に対して金額がちょっと

高いように思うのですけれども、これはなぜでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 危機管理課長。 

〇危機管理課長 借地料に関しましては、財政課のほうで当然評価に基づいて出して

いますので、実際の場所から算出した部分でこういう差がついているというところ

だと思います。 

〇委員長（三富美代子） 木村委員。 

〇委員（木村典由） 分かりました。市が管理する駐輪場の中で、ホームページをち
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ょっと見てみたのですけれども、岩波駅第三駐輪場というのがホームページのほう

に載っていたのですけれども、こちらは今あるのでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 危機管理課長。 

〇危機管理課長 岩波駅第三駐輪場は、バスターミナルを造ったところの一角で、代

数的にはちょっと少ないのですけれども、現在はあります。 

〇委員長（三富美代子） よろしいですか。 

  木村委員。 

〇委員（木村典由） 分かりました。今のところなのですけれども、駐輪場の委託費

が305万2,500円と借地料117万2,932円、合計で422万5,432円かかっておりますが、

この金額に対して評価はどのように考えているでしょうか。 

            （「委員長、ちょっと暫時休憩お願いします」の声あり） 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

  危機管理課長。 

〇危機管理課長 借地料につきましては平米単価ありますから、そこの部分が基本と

なって出しているということになります。駐輪場の管理委託につきましては、箇所

数が多いのと、実際の業務につきましては朝夕の防犯のパトロールとか、自転車の

きれいに整理する事業、あとは…… 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

  危機管理課長。 

〇危機管理課長 駐輪場の管理につきましてはいろんな面があります。こういう意味

では現在委託しているシルバーですけれども、活動は十分していただいているとい

うところで評価はしております。 

〇委員長（三富美代子） 木村委員。 

〇委員（木村典由） 分かりました。 

  それでは、141ページになります。風水害対策のところで、近年大雨とかによって

川が氾濫することが非常に多い中で、令和３年度に対しても消防団が出動する回数

等何回かありました。市として風水害がこのように多い中、消防団の配置計画や活

動計画などを検討されましたでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 危機管理課長。 

〇危機管理課長 有事の際にということで、団本部とは定期的ではないですけれども、

そういう形で情報を共有しているということをやっております。 

〇委員長（三富美代子） よろしいですか。 

  木村委員。 

〇委員（木村典由） 分かりました。 

  では、144ページになります。ＬＥＤ防犯灯設置事業なのですけれども、令和３年
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度168か所に設置したということでしたが、今大体市内の中でこれで何％ぐらいＬＥ

Ｄ化になったということでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 危機管理課長。 

〇危機管理課長 １のこの防犯灯の箇所数というのは、補助金を適用した箇所数にな

ります。ですから、全体の数ではありません。 

  それと、現在のＬＥＤの状況ですけれども、３月31日時点では3,955灯ある中

2,665灯がＬＥＤ化になっています。パーセンテージとしては67％ぐらいということ

で、毎年400灯ぐらいずつがＬＥＤ化になっているという状況にあります。 

〇委員長（三富美代子） 木村委員。 

〇委員（木村典由） 分かりました。 

  続いて、146ページになります。これちょっと質問というか、消防団施設等維持管

理のところの表なのですけれども、令和３年度と令和２年度の合計の数が違うので

すが、その上の内容の数は一緒なのです。198万5,327で令和３年度は合っているの

ですけれども、令和２年度が違う、上が違うと思うのですけれども、これは間違い

でいいのですよね。 

〇委員長（三富美代子） 危機管理課長。 

〇危機管理課長 大変申し訳ありません。これは、誤りということで訂正のほうさせ

ていただきます。 

〇委員長（三富美代子） 木村委員。 

〇委員（木村典由） 分かりました。 

  あと、148ページです。これちょっと確認になるのですけれども、負担金のところ

の消火栓設置工事水道負担金、新設７基ってあるのですけれども、これは老朽化し

たのを新しく造り替えたわけではなくて、新しい道みたいなところに７基新設した

ということでよろしいでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 危機管理課長。 

〇危機管理課長 そのとおりでございます。 

〇委員長（三富美代子） ほかに質疑はありませんか。 

  杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） よろしくお願いします。今年富士山火山防災マップを作られて、

先ほど説明がありましたけれども、ページ数的には140ページになります。その委託

料の中に入っているのですが、作りまして、それによる防災意識の向上については、

どのように活用されてそうなっているかというところを評価しているか、お願いい

たします。 

〇委員長（三富美代子） 危機管理課長。 

〇危機管理課長 マップ作成後、今年度に入り自主防災会をはじめ、各種勉強会のほ

うを実施しております。当然ながら報道等も出ていますので、市民の方からの問合

せもあるという状況で、今後は次には避難ということになると思いますけれども、
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それは現在実施中というか、策定をする予定になっております。 

〇委員長（三富美代子） 杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） 本年度もう実施しているよということでそれは理解しているの

ですけれども、意外とこういうふうな機材を作った後、自主防災会でしっかり活用

されて、例えば浸透を図るであったり、理解を深めるみたいなところまで結びつい

ているかというと、意外と過去そうではなかったのです。令和３年度その辺に対し

てどのように進めて、次年度は進めていくかについての協議等はあったでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 危機管理課長。 

〇危機管理課長 以前にもちょっとお話ししたのですけれども、各区の地区防災計画

というのを策定をお願いしてございます。その中でまず一番大事なのは、自分の地

区がどのような災害の被害とか、そういう対象になっているかというところを記載

するところあります。そういう意味ではこのマップを利用しない限りそこはできな

いと思いますので、そういう意味で活用のほうはされているものかなと感じており

ます。 

〇委員長（三富美代子） 杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） ということは、あくまでも推測で活用されているというふうな

状況で、こういうふうにやっていただこうというふうな考え方の協議等はなされて

いないということでよろしいのでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 危機管理課長。 

〇危機管理課長 地区防災計画策定につきましては、各区職員が担当になりまして、

疑問な点があれば指導しながら進めていくという状況によっておりますので、内容

についてはある程度職員も把握しているという状況になっています。 

〇委員長（三富美代子） 杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） すみません。話がちょっと横にずれていっているようなのです

けれども、防災マップを使った形でそれしっかり区の中で活用してもらうための方

策については、そう使ってもらっているだろうって今推測の答弁しかもらっていな

いのですけれども、実際に活用してもらうための方策についての協議はあったのか、

そこをお願いします。 

〇委員長（三富美代子） 危機管理課長。 

〇危機管理課長 各地区の訓練の内容については相談を受けることがありますので、

そういう場面では具体的な活用の仕方等はお伝えしているということもあります。

あと、防災指導員等もおりますので、その中でも訓練の活用、こちらについては指

導していただいているのかなというところがあります。 

〇委員長（三富美代子） 杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） コロナでなかなか訓練も難しいよって、そういう相談の中でそ

ういうふうに使い方とかをお話ししているということで理解いたしました。 

〇委員長（三富美代子） 杉山委員。 
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〇委員（杉山茂規） 総合計画のほうでちょっとお伺いしたいのですが、３の２の２

ということで、新型コロナウイルス等の感染症に対応した市の災害対策本部設営と

か、避難所開設のための基本方針、それに沿った訓練を行うよということで期待が

されているのですけれども、令和３年度につきましてはそのような訓練等の実施等

はあったのでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

  危機管理調整監。 

〇危機管理調整監 災害対策本部の訓練につきましては８月に予定をしておりました

が、緊急事態宣言発令に伴って実施できませんでした。コミュニティに関しまして

は、下和田のモデル地区訓練の場を捉えて、県の防災アプリ、あるいは感染防止を

対応した訓練を実施をして、他のコミュニティの自主防会長に参加いただいて、そ

れの実施運営についての普及ということで実施をしました。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） 杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） よく分かりました。市の対策本部の運営訓練のほうは実施でき

なかったよということなのですけれども、危機管理内でのシミュレーションクラス

のものというのは実際やられていたりはするのでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 危機管理調整監。 

〇危機管理調整監 ５月の時点で、庁内において各課の練成訓練という場を設定して

実施をしました。その枠の中におきまして、危機管理課内での課としてのコロナの

対策を踏まえたシミュレーションを実施しております。 

〇委員長（三富美代子） 杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） 分かりました。 

  では、次のところへ行きたいと思います。146ページ、非常消防費のところになり

ます。こちらの消防団の行事ということで様々記載がされております。消防団の中

に団本部ってあると思うのですけれども、団本部の活動等については令和３年度ど

のような活動が行われていますでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 危機管理課長。 

〇危機管理課長 基本的な本部なものですから、定期的な会議、あと各種研修に出席

する等の活動をしております。 

〇委員長（三富美代子） 今の件の続きですか。 

  杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） 内容については理解いたしました。 

  団本部のメンバーの方が外に行ったりして、共感というか、そういうふうなこと

をされるということもあると思うのですけれども、そちらについても行われている

ということでよろしいでしょうか。 
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〇委員長（三富美代子） 危機管理課長。 

〇危機管理課長 駿東支部というまとまりというか、あれがありますので、その中で

そういう活動も実施しているということになっております。 

〇委員長（三富美代子） 杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） 駿東支部での活動につきましては、この非常備消防費というか、

そこの位置づけの中での活動という認識になるのでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 危機管理課長。 

〇危機管理課長 はい、そういう形になります。 

〇委員長（三富美代子） 杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） 団本部の活動に際しての予算的な措置とか、そういった面での

課題等についての話はありますでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 危機管理課長。 

〇危機管理課長 特には話は聞いておりません。運営交付金の中等でそれを活用して

活動していただいているという状況で、その点については話は特にはありませんが。 

〇委員長（三富美代子） 杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） 分かりました。また、ちょっとその辺は後で伺いたいと思いま

す。 

  とりあえず一旦終わりとします。 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

  暫時休憩いたします。 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

  初めに、危機管理課長より答弁漏れについて発言の申出がありましたので、これ

を許します。 

  危機管理課長。 

〇危機管理課長 先ほどの木村委員からの質問ですけれども、駐輪場の関係です。管

理委託時間につきましては、裾野駅東西の駐輪場につきましては６時半から８時半

の２時間、各２名配置で計４名ということになります。岩波駅につきましては第一、

第二駐輪場、７時から８時の１時間で各１名配置、計２名という委託内容になって

おります。 

〇委員長（三富美代子） 危機管理課長の説明は終わりました。 

  委員の皆さん、よろしいでしょうか。いいですか。 

  木村委員。 

〇委員（木村典由） ありがとうございます。これは平日月から金ということでよろ

しいでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 危機管理課長。 

〇危機管理課長 平日の月から金曜日の週５日という形です。 
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〇委員長（三富美代子） 以上で答弁漏れについて終わります。 

  引き続き、危機管理課の質疑を続けます。 

  質疑のある方はお願いします。 

  杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） お願いいたします。141ページをお願いいたします。下のほう14番

です。災害情報の提供事業ということで、今記載のとおりまもメールであったり、

エリアメールとか、様々そんなこと記載があると思います。以前からまもメールに

ついての登録の必要性ということは御課でも言われておりましたけれども、多くの

方に登録してもらうための手法様々検討が必要だと思うのですけれども、令和３年

度どのような検討がされましたでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 危機管理課長。 

〇危機管理課長 ホームページは継続的にやっているということと、あとは各種防災

会の集まりにつきましては、まもメールのＰＲをしているという状況になります。 

〇委員長（三富美代子） 杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） 過去にもお話あったかと思うのですが、若年層、子育て世代に

対しての登録してもらう手法についてなどの検討などは行われていますでしょう

か。 

〇委員長（三富美代子） 危機管理課長。 

〇危機管理課長 外部には発信はまだしていないのですけれども、学校関係等は同シ

ステムを使っているものですから、そういうところに積極的に話をというか、ＰＲ

をしていく手法もあるかなというところで検討しております。 

〇委員長（三富美代子） 杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） 検討されたということで理解いたしました。その検討結果につ

いて、実施する方向なのか、実施していかない方向なのか、働きかけを、どちらに

なったのかお聞かせください。 

〇委員長（三富美代子） 危機管理課長。 

〇危機管理課長 ちょっとはっきりしたところはまだ取りまとめていないというとこ

ろですけれども、今後学校関係の集まり等があるところで、そういう情報を得なが

ら実施していきたいと考えております。 

〇委員長（三富美代子） 杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） 分かりました。今回141ページのところにはまもメールとエリア

メール、Ｊアラートという３種類の情報提供について記載がありますけれども、ほ

かのメディアについては情報提供ツールとして活用はどんな状況だったでしょう

か。 

〇委員長（三富美代子） 危機管理課長。 

〇危機管理課長 ライン等も広報のほうでやっているものですから、それも合わせて

実施している、あとは県で作成した防災アプリですか、これのＰＲ等を実施してい
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るというところで、今のところはそういう種類のものを進めているということにな

ります。 

〇委員長（三富美代子） 杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） 分かりました。また、次年度以降そういったところ記載をいた

だければと思います。 

  暫時休憩お願いします。 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

  杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） 同ページ、144ページになります。ＬＥＤの防犯灯なのですけれ

ども、ＬＥＤ化が進みまして、大分年月がたってこようかと思うのですが、新しい

ＬＥＤの器具自身がもう古くなったよというような相談等というのは課のほうに来

ていますでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 危機管理課長。 

〇危機管理課長 幾つかあるとは思うのですけれども、直接そんなに件数はないのか

なというところです。 

〇委員長（三富美代子） 杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） その場合の対応については、こういうふうな形でできますよと

いうふうな方向性というか、流れというか、しっかりそういったものは決まってい

ますでしょうか。 

  暫時休憩お願いします。 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

  危機管理課長。 

〇危機管理課長 その内容については、補助要綱で決まっております。 

〇委員長（三富美代子） 杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） ちょっとはっきりしないところがあるものですから、ＰＲにつ

いてはしっかりと確認をしていただきたいと思います。 

〇委員長（三富美代子） 杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） もう一点です。防犯のところで、補導をされていると思うので

すけれども、ページ数で言いますと136ページになります。２の裾野市、間違えまし

た。 

  暫時休憩お願いします。 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

  杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） 取り下げます。 
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〇委員長（三富美代子） ほかに質疑はありませんか。 

  内藤委員。 

〇委員（内藤法子） お願いします。それでは、137ページお願いします。10番の高齢

者運転免許証返納支援事業なのですが、令和３年度数が減っています。これまで延

べ何人ぐらいの方が返納されたのでしょうか。 

            （「委員長、ちょっとすみません」の声あり） 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

  危機管理課長。 

〇危機管理課長 延べ人数につきましては、今ちょっと手元にデータないものですか

ら、後ほど回答のほうをさせていただきます。 

〇委員長（三富美代子） 内藤委員。 

〇委員（内藤法子） 高齢者の運転免許証返納支援は、高齢者の対象人数が増えて、

さらに社会情勢がやっぱり背中押している中で、この数字は令和３年度の取組とし

ては足りなかったという数字で出ているのですが、その点についてはどうでしょう

か。 

〇委員長（三富美代子） 危機管理課長。 

〇危機管理課長 基本的には元気であれば運転は続けてもいいのかなというところの

スタンスもありますし、あくまでもご家族とかご本人のそういうところに委ねてい

るというか、そういう事業になりますので、その辺についてはそういう形での認識

はないです。 

〇委員長（三富美代子） 内藤委員。 

〇委員（内藤法子） 市民の方は、近隣の市、町と比べれば支援事業の内容が足りな

いという声があるのですが、金額的にも、そういう声は本課では受けていないとい

うことでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 危機管理課長。 

〇危機管理課長 特別そのような声というのは聞いてはおりません。ただし、今年度

のタクシーのチケット等も併せて実施しているというところでいます。 

〇委員長（三富美代子） 内藤委員。 

〇委員（内藤法子） 先ほどの答弁も踏まえますと、裾野市においては特に返納を増

やすのではなくて、元気で運転できればそれに越したことはないというふうに思っ

ている、一つ事故を防止するという観点ではやっぱり進めるのは大切と思うのです

が、ちょっとその辺も矛盾していると思うのですが、どうでしょう。 

〇委員長（三富美代子） 危機管理課長。 

〇危機管理課長 免許の更新に関しましては、警察のほうでも更新の手続今高齢者の

方は一定の規定もあるというところでありますし、高齢者に対してのドライバーの

教室等も合わせて実施しているところであります。その辺のところは、どちらかと
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いうと兼ね合いもあると思いますけれども、今の形ではそういうことで進めており

ます。 

〇委員長（三富美代子） 内藤委員。 

〇委員（内藤法子） その件は分かりました。 

  それでは、138ページに行きます。13番の交通災害共済加入状況、見舞給付金状況

なのですけれども、これが年々減っていっています。行革との兼ね合いだったかな、

少し前に市長がこれ脱退するような声も聞いたのですけれども、その中で裾野市の

加入率というのはこの駿東の共済加入組合の関連市、町の中では平均値に行ってい

るのでしょうか。裾野市の加入状況はほかの市、町に遜色ないのでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 危機管理課長。 

〇危機管理課長 高い市、町もあるのですけれども、基本的にはほかの市、町とほと

んど変わらないような状況になっております。 

〇委員長（三富美代子） 内藤委員。 

〇委員（内藤法子） すみません。昨年ですか、やはり決算のとき聞いたら全体は22.3％

と伺いました。それと、比べて12.7％なのですが、これを脱退するという声も聞い

ていたのですが、それはどういうふうに令和３年度は議論されたのでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 危機管理課長。 

〇危機管理課長 加入率を一方で上げるということでどういう形が取れるかというこ

とは組合の中でも協議しているところであります。直接すぐに脱退ということに関

しての具体的な検討というものはしていない状況です。 

〇委員長（三富美代子） 内藤委員。 

〇委員（内藤法子） もし例えばこれを脱退という、すぐに脱退という議論はしてい

ないと、しかしあまり希望を持っていないというみたいですけれども、もしこれが

脱退という方法に行くならば、代替案とかそういう議論も令和３年度にはしなかっ

たというふうに理解していいですか。 

〇委員長（三富美代子） 危機管理課長。 

〇危機管理課長 現在ではそのとおりでございます。 

〇委員長（三富美代子） ほかに質疑はありませんか。 

  賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） お願いします。137ページの借地料の件です。令和３年度裾野駅、

岩波駅の駐輪場の借地料をお支払いしていますけれども、この先駐輪場の整備が進

むことによって、借地料の解消の見込みがたちますでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 決算なのですけれども。令和３年度の内容でということで。 

  賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） ３年度中、借地料解消に向けた取組等は何かなされましたでし

ょうか。 

〇委員長（三富美代子） 危機管理課長。 



- 128 - 

〇危機管理課長 裾野駅につきましては、本年度西口の駐輪場の整備を行います。と

いうことは、今ＪＲに借りている借地の部分は解消されるというところであります。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） その件分かりました。 

  また、岩波駅の借地もＪＲのものだとたしか認識していますが、借地料の交渉、

借地解消に向けた交渉等何かなさりましたでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 危機管理課長。 

〇危機管理課長 岩波駅に関しましては、具体的な交渉はしておりません。１つは個

人の借地、１つはＪＲということで具体的にそこはやっていません。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 行革の絡みもあって、借地に関しては各課が解消できるような

方策を取るようにという指示もあったかと思いますが、具体的に何か取り組んだと

いうことはないということでよろしいですか。 

〇委員長（三富美代子） 危機管理課長。 

〇危機管理課長 駐輪場に関しましては先ほどの新設のものぐらいで、そのほか具体

的には協議等はしていないというところであります。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 分かりました。 

  違う件行きます。140ページ、自主防災会の各自治会での防災計画の策定について

は、全自治体での計画の策定は完成できたでしょうか。 

            （「委員長、暫時休憩お願いします」の声あり） 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

  危機管理課長。 

〇危機管理課長 86のうち３年度時点では半分ぐらいの程度の作成状況となります。

その後、進めていますので。ただし、今全地区という形での作成には届いておりま

せん。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） コロナ禍ということもあり、各自治会での自主防災会の活動と

いうのも非常に大切な中になっています。それぞれできたところの計画を実際に実

行していくような取組は何かなさった自主防災会等ありましたでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 危機管理課長。 

〇危機管理課長 具体はちょっと分からないのですけれども、そもそも地区防災計画

をつくるという段階で各区の集まりがあって、いろいろな検討をされたということ

で、それも一つの訓練かなというような形で捉えております。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） ぜひその計画を活用いただけるようにお願いします。 
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  隣の141ページに移ります。県のテレビ会議の関係です。これ静岡県全体各市、町

が導入をされることによってメリットがあるというお話を伺っていたと思いますけ

れども、他市、町の状況は把握されていますでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 危機管理課長。 

〇危機管理課長 すみません。ちょっとどこ、幾つの市、町がということはちょっと

今把握はしていないというところです。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） では、この県のテレビ会議システムを実際に令和３年度中何か

活用をして会議はした実績はありますでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 危機管理課長。 

〇危機管理課長 ３年度中にはありません。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） これは、どのタイミングで使うものということの整備になりま

すか。 

〇委員長（三富美代子） 危機管理課長。 

〇危機管理課長 当然実災害のところの部分と、あとは気象庁からの台風等の解説な

んかに今は衛生で１台しかないのですけれども、こういうものに活用できるという

ところであります。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） コロナ禍でいろんな手法でのネット回線でお話ができるような

状況が普及してきていますけれども、この県のテレビ会議システムは防災とかに何

か特化した特徴があるというふうに捉えてよろしいのですか。 

〇委員長（三富美代子） 危機管理課長。 

〇危機管理課長 回線的には専用の回線ということなので、その辺の強みはあると思

っております。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 災害時等は、通常の民間の使うような回線とは別につながりや

すいというふうに思ってよろしいですか。 

〇委員長（三富美代子） 危機管理課長。 

〇危機管理課長 確実につながるというところはいっていませんけれども、一定の部

分でそういう強度はあると聞いております。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） その件分かりました。 

  144ページお願いいたします。防犯灯の関係です。補助金の交付は何点か新設とか

されていますけれども、この中で撤去をした防犯灯とかという実績はありますか。 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 
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  危機管理課長。 

〇危機管理課長 撤去自体の申請は、特に聞いていないということです。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 各自治体が申請をして新設をした防犯灯の場所等は、危機管理

課で全て把握をされている状況になりますか。 

〇委員長（三富美代子） 危機管理課長。 

〇危機管理課長 台帳上に全てその防犯灯は落としてありますので、把握していると

いうことになります。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） それは分かりました。電気料の交付事業をされています。令和

３年度は、２年度に比べると金額が増加しています。ＬＥＤ化も進んでいるという

中で、この金額の増の理由はどのようなものだったでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 危機管理課長。 

〇危機管理課長 電気料は単価に基づいて算出しておりまして、基本的にこの単価が

上がっているというような状況、あとは新設の部分の増加、ＬＥＤ化によりかなり

減るというイメージがあるのですけれども、実際はこういうような形で算出という

か、結果が出ているということになります。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） その件分かりました。やっぱり市内が夜間が暗いという言葉を

お聞きすることが多くあります。この防犯灯の設置基準が防犯灯と防犯灯の間が

50メートル以上という基準がありますけれども、ここについて自治会等からもう少

し短いスパンで設置したいとかというご要望があったりは何か３年度中受けたもの

はありますか。 

〇委員長（三富美代子） 危機管理課長。 

〇危機管理課長 確かに規定はそうなのですけれども、現場は違うということで、幾

つか話は受けております。それは、現場を確認した上で設置するということもあり

ます。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） では、50メートルに限らず、状況に応じて50メートル以内でも

設置の許可は出したということでよろしいですか。 

〇委員長（三富美代子） 危機管理課長。 

〇危機管理課長 そのとおりであります。 

〇委員長（三富美代子） ほかに質疑はありませんか。 

  岡本委員。 

〇委員（岡本和枝） 144ページ、委託業務の中に防犯カメラの保守点検業務委託とし

て東と深良中学校のものがありますが、この委託の内容はどのようなものなのでし

ょうか。 
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〇委員長（三富美代子） 危機管理課長。 

〇危機管理課長 機器自体の正常の作動状況等の確認、あとメンテナンス等になりま

す。 

〇委員長（三富美代子） 岡本委員。 

〇委員（岡本和枝） 回数的なものは何かありますか。 

            （「委員長、暫時休憩お願いします」の声あり） 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

  危機管理課長。 

〇危機管理課長 保守点検内容につきましては、確認した上で後ほど報告させていた

だきます。 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

  岡本委員。 

〇委員（岡本和枝） その内容がちょっと分からないのですが、ちょっと続けてやら

せてもらいます。 

  今回の決算の中で、予備費の中に東中学校の監視カメラの故障のためということ

で36万1,000円が使われていますけれども、この委託業者の方が故障とかをチェック

されたのでしょうか。どのような状態でこの故障が分かったのでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 危機管理課長。 

〇危機管理課長 点検の中で指摘がありましたので、そこの部分で修繕をしたという

ことになります。 

〇委員長（三富美代子） 岡本委員。 

〇委員（岡本和枝） では、委託の中での点検の中で故障が分かったということで、

それにはすぐ対応しようということになったということなのですけれども、そのと

き予備費を利用された理由というのは。 

〇委員長（三富美代子） 危機管理課長。 

〇危機管理課長 当初予算のほうではそこまでの部分を計上していなかったものです

から、緊急性ということで予備費の対応ということになりました。 

〇委員長（三富美代子） 岡本委員。 

〇委員（岡本和枝） この予備費使われたの12月になっているのですけれども、具体

的に故障のための予算を計上していなければ、このような故障が通常の中で起きた

場合にはそこの中で流用とか何とかほかの部分で予算を使うというようなことでは

なくて、予備費にもう即行ってしまうという考え方なのですか。 

〇委員長（三富美代子） 危機管理課長。 

〇危機管理課長 修繕等の予算はとっておりますけれども、そこの部分では基本的に

は対応できないということで、緊急性も鑑みて予備費ということで対応しました。 
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〇委員長（三富美代子） 岡本委員。 

〇委員（岡本和枝） 防災費としての不要額も1,093万というのが額としては大きくな

いかもしれないのですけれども、そういう中で緊急性のある場合はまず流用とかそ

ういうことというのは考えられなかったのでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 危機管理課長。 

〇危機管理課長 基本的には年度の予算を見て、流用が可能であれば流用で対応しま

すけれども、今回はそういう状況ではなかったということで予備費を活用しました。 

〇委員長（三富美代子） 岡本委員。 

〇委員（岡本和枝） 137ページ、一番上に会議等がありまして、その中で一番下に交

通安全計画修正案の審議ということが載っていますけれども、この修正案というの

は具体的にはどのような修正案が出されたのでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 危機管理課長。 

〇危機管理課長 交通安全計画で説明した前ページの136ページの一番下段にあるの

ですけれども、第11次の裾野市交通安全計画策定に向けて、内容につきましての修

正案の審議ということになります。 

〇委員長（三富美代子） 岡本委員。 

〇委員（岡本和枝） では、計画案を提案されて、その中身についての修正案という

ことではなくて、計画そのものを第11次か何かでつくるための案ということなので

すか。 

〇委員長（三富美代子） 危機管理課長。 

〇危機管理課長 はい、そのとおりでございます。 

〇委員長（三富美代子） ほかに質疑はありませんか。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（三富美代子） 以上で委員の質疑を終わります。 

  分科会外議員の質疑はありませんか。 

  増田議員、１問につき３回まででお願いします。 

〇委員外議員（増田祐二） 分かりました。144ページです。先ほど委員からも質疑あ

りました委託の中の深良地区山神社付近のダミーカメラ取付業務委託、これは区か

らの要望だと思うのですけれども、要望内容はどんなものだったでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 危機管理課長。 

〇危機管理課長 こちらに関しては、通学路点検の中で中学校からの要望があったと

聞いております。これに対して、このダミーカメラの設置を行ったということにな

ります。 

〇委員長（三富美代子） 増田議員。 

〇委員外議員（増田祐二） ダミーカメラが指定でしたか。 

〇委員長（三富美代子） 危機管理課長。 

〇危機管理課長 ダミーカメラの指定ということではないとは思います。 
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〇委員長（三富美代子） 増田議員。 

〇委員外議員（増田祐二） 暫時休憩お願いします。 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

  ほかにはよろしいですね。 

  以上で分科会外議員の質疑を終わります。 

  以上で認定第１号のうちの関係部分に関する質疑を終わります。 

  これより認定第１号のうちの関係部分について意見を伺います。 

賛否に関する意見はありませんか。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（三富美代子） 分科会外議員の賛否に関する意見はありませんか。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（三富美代子） 以上で、認定第１号のうちの関係部分に関する意見を終わ

ります。 

  以上で危機管理課の質疑を終わります。 

 

危機管理課（答弁漏れ） 

〇委員長（三富美代子） 初めに、危機管理課長より答弁漏れについて発言の申出が

ありましたので、これを許します。 

  危機管理課長。 

〇危機管理課長 先ほどの岡本委員からの質問で、144ページ、防犯カメラの保守点検

の関係ですけれども、東、深良中学校の保守点検ですけれども、これは契約期間中

年４回実施しております。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） あともう一件あるはずですけれども。 

〇危機管理課長 もう一つは、高齢者の免許返納の関係です。これまでの延べ件数と

いうことで、この事業自体は平成29年10月から始めております。これまでで合計で

895人です、Ｒ３年度末までということであります。 

〇委員長（三富美代子） 危機管理課長の説明は終わりました。 

  委員の皆さん、よろしいでしょうか。いいですか。 

  以上で答弁漏れについて終わります。 
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生活環境課（１号） 

〇委員長（三富美代子） 生活環境課長の説明は終わりました。 

  質疑に入ります。質疑はありませんか。 

  木村委員。 

〇委員（木村典由） お願いします。119ページになります。畜犬対策事業の狂犬病予

防注射実施数ですが、こちらの実施の内容というのは獣医師さんが各地区を回って

ワクチンを打っていくというような事業でよろしいでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 生活環境課長。 

〇生活環境課長 昔集団実施していましたが、今は個別にお医者さんに行ってやって

もらっております。 

〇委員長（三富美代子） 木村委員。 

〇委員（木村典由） 恐らくそれ令和４年度からなくなったということですか。 

〇委員長（三富美代子） 生活環境課長。 

〇生活環境課長 令和２年度からです。 

  ちょっと暫時休憩お願いします。 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

  生活環境課長。 

〇生活環境課長 令和２年度、令和３年度はコロナのために行っておりません。令和

４年度からもう正式にやめました。 

〇委員長（三富美代子） 木村委員。 

〇委員（木村典由） 分かりました。では、ここの狂犬病予防注射実施数というのは

病院で打たれた数とかいうふうになりますか。 

〇委員長（三富美代子） 生活環境課長。 

〇生活環境課長 そのとおりです。 

〇委員長（三富美代子） 木村委員。 

〇委員（木村典由） 分かりました。 

  それでは、124ページお願いします。委託業務の浄化槽パトロール業務委託とある

のですけれども、これは具体的にどのような内容のものでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 生活環境課長。 

〇生活環境課長 おおむね５年以上行っていないような、汚泥の引き抜きやっていな

いようなお宅を抽出して行っているものです。 

〇委員長（三富美代子） 木村委員。 

〇委員（木村典由） ５年以上ということですが、これは契約の内容、見に行く方が

いると思うのですけれども、そこに委託をしていると思うのですけれども、それは

例えば何人ぐらいで行くとかそういうのを聞かせていただけますか。 

            （「暫時休憩お願いします」の声あり） 
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〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

  生活環境課長。 

〇生活環境課長 ちょっと今分かりませんので、後でお答えさせてください。 

〇委員長（三富美代子） 木村委員。 

〇委員（木村典由） では、人数は後でということでいいのですけれども、ここに関

わる業者の数だけ教えていただけますか。 

〇委員長（三富美代子） 生活環境課長。 

〇生活環境課長 ３社です。 

〇委員長（三富美代子） よろしいですか。 

  ほかに質疑はありませんか。 

  杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） 総合戦略の３の１の２ということで、ごみの減量と３Ｒの推進

ということで、廃棄物とか減量をとにかく進めていくというふうな協議が行われて

おります。廃棄物減量等の審議会でどのような議論があったのかということで、先

ほどちょっと中身ご紹介いただきましたけれども、もう少し詳細をお願いいたしま

す。 

〇委員長（三富美代子） 生活環境課長。 

〇生活環境課長 一般廃棄物の処理基本計画の中で、先ほども三、四項目申し上げま

したけれども、例えば資源化で言うならば分別の徹底、これから始まるプラ新法、

有料化では例えば美化センターへの持込み、ごみ袋、食品ロスは食べきり運動や

3010運動、啓発に関しましては環境学習や市民事業者への情報提供など、出前講座

の、そのような形の中で計画はされております。 

〇委員長（三富美代子） 杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） 分かりました。多分その議論の中で、また市民のどのように浸

透させていくかの議論についてもあったかと思うのですが、その辺につきましては

どのような形の結果だったのかお願いします。 

〇委員長（三富美代子） 生活環境課長。 

〇生活環境課長 さっきもこの中で今啓発という話はさせてもらいましたけれども、

広報も含めていろんな手段で、またごみ減量推進委員という組織もありますので、

それの中で通じながら減量を進めていく予定でございます。 

〇委員長（三富美代子） 杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） その中でどの程度までしっかりと定着をさせるのか、啓発をし

ていくのかといった目標みたいなものというのは議論されましたでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 生活環境課長。 

〇生活環境課長 先ほども重複するかもしれませんけれども、令和２年度で市民１人

当たりの789グラム１日当たりというものを令和13年度には752グラムまで落として
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いきたいという、そのような目標を立てております。 

〇委員長（三富美代子） 杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） ちょっと聞き方を間違えました。752にするために具体的にどの

ような活動を行うことによって、そう達成するかの目標であったり、そういったも

のはありますかという質疑でした。 

〇委員長（三富美代子） 生活環境課長。 

〇生活環境課長 主には分別の徹底になってくるかと思っております。今年度から新

プラの、プラスチック新法による分別も始まりますので、その辺も含めて今後取り

組んでいきたいと考えております。 

〇委員長（三富美代子） よろしいですか。 

  ほかに質疑はありませんか。 

  内藤委員。 

〇委員（内藤法子） １つお願いします。畜犬の対策で狂犬病なのですけれども、予

算のときに予防接種が減っているので、努力するとおっしゃっていました、努力の

成果がありました。コロナ前の2,131件に戻っているのですけれども、個別にお医者

さんに行って、まだ受けていない、登録数からすると、その差がありますよね。

1,100件、わんちゃんいるのですけれども、そういう人にはどのような案内とか、ど

のような努力をしたのでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 生活環境課長。 

〇生活環境課長 はがきでの通知とか、あとは電話とかで対応しております。 

〇委員長（三富美代子） 内藤委員。 

〇委員（内藤法子） 行政としては、1,100人がいつも固定して、注射受けているとこ

ろはちゃんと受けている、ずっと長年受けていないというのは把握しているのです

か。多分そうだと思うのですけれども、違いますか。 

〇委員長（三富美代子） 生活環境課長。 

〇生活環境課長 ちょっとそこまでは私の中では把握しておりませんが、先ほども言

いましたようにはがき、電話でやっていない方には通知をしながら受けるようにモ

ーションをかけております。 

〇委員長（三富美代子） 内藤委員。 

〇委員（内藤法子） 恐らくはがきを出した宛先を見ると、ずっと何年もやらないわ

んちゃんが把握してくると思うのです。それはやっぱりいろんな危険性があるので、

そこは力を入れるべきだったと思うのですけれども、そういう分析まで至らなかっ

たということで理解していいですね。令和３年度は。 

〇委員長（三富美代子） 生活環境課長。 

〇生活環境課長 申し訳ございません。私の中ではそのような状態になっております。 

〇委員長（三富美代子） 内藤委員。 

〇委員（内藤法子） それで、下の委託業務なのですけれども、狂犬病予防接種済票
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交付事務２件って、これは件数はどのように理解したらいいのですか。 

〇委員長（三富美代子） 生活環境課長。 

〇生活環境課長 これ、駿東と田方のほうの獣医師会にお支払いをさせてもらってい

るものになります。 

〇委員長（三富美代子） 内藤委員。 

〇委員（内藤法子） そうすると、前年度が３件なのですけれども、支払い先が減っ

たということですか。 

〇委員長（三富美代子） 生活環境課長。 

〇生活環境課長 以前獣医師会に入っていないお医者さんもいまして、そこには個別

に払ったのです、前年度は。そこが獣医師会に入ってくれたので、今年は２件にな

ります。 

〇委員長（三富美代子） ほかに質疑はありませんか。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（三富美代子） 以上で委員の質疑を終わります。 

  分科会外議員の質疑はありませんか。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（三富美代子） 以上で分科会外議員の質疑を終わります。 

  以上で認定第１号のうちの関係部分に関する質疑を終わります。 

これより認定第１号のうちの関係部分について意見を伺います。 

賛否に関する意見はありませんか。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（三富美代子） 分科会外議員の賛否に関する意見はありませんか。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（三富美代子） 以上で認定第１号のうちの関係部分に関する意見を終わり

ます。 

 

生活環境課（６号） 

〇委員長（三富美代子） 説明は終わりました。 

  質疑に入ります。質疑はありませんか。 

  賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） お願いいたします。令和３年度新たな区域、墓域への手はつけ

なかったというふうに見てとれますけれども、お待ちになっている方が毎年いらっ

しゃるという中では、この先４号墓域、５号墓域に対する整備に対する検討という

のはどのようにされたのでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 生活環境課長。 

〇生活環境課長 区画割のほう……ちょっと暫時休憩お願いします。 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 
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〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

  生活環境課長。 

〇生活環境課長 内政で区画割等の検討をしながら事業のほうの進めができないかの

検討を行いました。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） その中身をもう少し詳しくお伝えいただきたいのですが、区割

り等についてはどのようなサイズ、区数というのかな、で検討は試算されたのです

か。 

〇委員長（三富美代子） 生活環境課長。 

〇生活環境課長 全体が210区画程度で、すみません、ちょっと正確な数字はあれなの

ですが、210区画程度で、前半戦80区画ぐらい、後半戦は残りぐらいのレベルで考え

ております。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） それは、４号墓域に関してということでよろしいですか。 

〇委員長（三富美代子） 生活環境課長。 

〇生活環境課長 そのとおりです。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 墓地を整備計画のようなものというのは何か策定されたという

ものはありますか。 

〇委員長（三富美代子） 生活環境課長。 

〇生活環境課長 それについては行っておりません。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） ４号だけではなくて、例えば５号を含めた全体のようなものを

含めて資金計画みたいのは検討は何か３年度中にされていますか。 

〇委員長（三富美代子） 生活環境課長。 

〇生活環境課長 そこは行っておりません。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 多分事業全体を見た中でのこの先を見たほうがいいのかなとい

うふうにちょっと思いました。 

  先ほど10件の方がお待ちになっているということですけれども、継続的にこのぐ

らいの人数が年度内待機をされていたということになりますか。 

〇委員長（三富美代子） 生活環境課長。 

〇生活環境課長 大体そんな感じです。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） このお待ちになる方についてどういう説明をされていらっしゃ

るのですか。されたのですか。 

〇委員長（三富美代子） 生活環境課長。 
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〇生活環境課長 キャンセル待ちになりますけれども、お待ちになりますかというよ

うな状況です。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） それは皆さん、いつできるか分からないけれども、承諾されて

待っていらっしゃる方がほとんどということでいいのですか。 

〇委員長（三富美代子） 生活環境課長。 

〇生活環境課長 そのように捉えております。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 昨年度返還が１件ということでしたけれども、これまでで合わ

せて33件がありますが、返されたこの１件については理由等はお聞きになっていま

すか。 

〇委員長（三富美代子） 生活環境課長。 

〇生活環境課長 ここの１件というのではなくて、すみません。暫時休憩お願いしま

す。 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

  生活環境課長。 

〇生活環境課長 承継がいなくなったりとか、土地を離れて使わなくなったというよ

うな内容で手放していく方が多い中のその原因になっているかと思います。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 返還される方のそういったご事情、それから社会事情とかも含

めて、これからの墓地の在り方というのを考えて整備を進めていかなくてはいけな

いと思いますけれども、それらの返されている方とかのご事情とか社会事情も含め

た中で先ほど言った４号墓域とかの区割は考えられたということでよろしいです

か。 

〇委員長（三富美代子） 生活環境課長。 

〇生活環境課長 まずは４号墓域はこの状況下の中でずっと造ってきた中だったもの

ですから、ここに関してはそのまま進めようと考えております。 

〇委員長（三富美代子） ほかに質疑はありませんか。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（三富美代子） 以上で委員の質疑を終わります。 

  分科会外議員の質疑はありませんか。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（三富美代子） 以上で分科会外議員の質疑を終わります。 

  以上で認定第６号に関する質疑を終わります。 

  これより認定第６号について意見を伺います。 

  賛否に関する意見はありませんか。 



- 140 - 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（三富美代子） 分科会外議員の賛否に関する意見はありませんか。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（三富美代子） 以上で認定第６号に関する意見を終わります。 

  以上で生活環境課の質疑を終わります。 

 

生活環境課（答弁漏れ） 

〇委員長（三富美代子） 先ほどの質疑の答弁漏れについて発言の申出がありました

ので、これを許します。 

  生活環境課課長代理。 

〇生活環境課課長代理 先ほどもパトロール委託の現場に入る人数なのですけれど

も、まず仕様書がありまして、仕様書に現場は２名以上入ることという条件で委託

発注していますので、現場は２名以上で入っています。２名以上なもので、現場に

実際何人入っているかまでは調査していないのですが、そこは確実に守ってもらっ

ています。 

  以上です。 
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美化センター 

〇委員長（三富美代子） 美化センター所長の説明は終わりました。 

  質疑に入ります。質疑はありませんか。 

  木村委員。 

〇委員（木村典由） お願いします。130ページです。２の３、（３）、資源化率です

が、令和３年度8.5％ということですが、この8.5％という数字は、これは高いのか

低いのか、いい、悪い、これはどういうことか私ちょっと分からないので、教えて

いただけますか。 

  ちょっと暫時休憩お願いします。 

〇委員長（三富美代子） 美化センター所長。 

〇美化センター所長 後ほどのお答えでさせてください。 

〇委員長（三富美代子） 木村委員。 

〇委員（木村典由） 分かりました。 

  その同じ130ページの４番、ふれあい収集実績というのがあるのですけれども、こ

れの内容、事業の内容としたらどのようなことか詳しく教えていただけますでしょ

うか。 

〇委員長（三富美代子） 美化センター所長。 

〇美化センター所長 70歳以上のご世帯、世帯、もしくは障がい者の方のところの方

が対象でして、年２回まで５品目を無料で粗大ごみをお引き取りするという、その

ような内容なものになっております。 

〇委員長（三富美代子） 木村委員。 

〇委員（木村典由） その年２回まで５品目ということですけれども、これ量の制限

は特にないということですか。 

〇委員長（三富美代子） 美化センター所長。 

〇美化センター所長 ５品です。 

〇委員長（三富美代子） 木村委員。 

〇委員（木村典由） ５品ということなので、その小さかろうが大きかろうが例えば

粗大ごみ、冷蔵庫が１個と小さいごみ１個とか、そういう量的な重さとかは関係な

く５品目ということでよろしいでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 美化センター所長。 

〇美化センター所長 基本的に粗大ごみの品目になります。 

〇委員長（三富美代子） ほかに質疑はありませんか。 

  岡本委員。 

〇委員（岡本和枝） それでは、今のふれあい収集のところに関連して、要綱かその

中では、玄関まで出してほしいというふうになっているのですけれども、そのこと

について利用者のほうから何か何とかしてほしいとか、そういうことというのはな

かったのでしょうか。 
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〇委員長（三富美代子） 美化センター所長。 

〇美化センター所長 ちょっと暫時休憩でお願いします。 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

  美化センター所長。 

〇美化センター所長 外までになっていますけれども、状況により中まで取りに行く

ことは可能です。 

〇委員長（三富美代子） 岡本委員。 

〇委員（岡本和枝） それでは、実態に合わせて要綱だったと思うのです、変える必

要ってあるのではないかと思うのですけれども、そのところの考え方というのはど

うなのでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 美化センター所長。 

〇美化センター所長 基本的な原則論として書かせてもらっていまして、やはり中で

何かあってはちょっと困るものですから、基本的にはお外というのは大原則でやら

せてもらっているというところでの今の要綱の書き方になっております。 

〇委員長（三富美代子） 岡本委員。 

〇委員（岡本和枝） 他のところの似たようなものを見ても、やっぱり本当にきちん

と取りに行って回収するというようなふうになっていると思うのですけれども、ぜ

ひそれはちょっと再考していただきたいなと思います。 

  そうなると、職員の方というのはどちらにしてもわざわざ大きいものを取りに行

くという人数の関係とか結構大変ではないかと思うのですけれども、その辺の何か

課題は生じていませんか。 

〇委員長（三富美代子） 美化センター所長。 

〇美化センター所長 取りに行くときにあらかじめどの品目でどんな感じでというの

を調整しながら取り行っておりますので、そのへんは特に支障はありません。 

〇委員長（三富美代子） 岡本委員。 

〇委員（岡本和枝） あと、回数の点で本当に利用される方はもう助かった、ありが

たい制度だとおっしゃっているのですが、年２回ではなくて回数を増やす考えとい

うのは３年度の中ではなかったのでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 美化センター所長。 

〇美化センター所長 もともと粗大ごみ、大きいものですので、そこまでのものは考

えておりません。 

〇委員長（三富美代子） 岡本委員。 

〇委員（岡本和枝） ぜひ他市、町でも本当似たような形でいろいろなものが出てい

ますので、参考にされながら本当に職員の方にとってもよくて、利用される方もも

っと満足度が高まるような制度をぜひ３年度の中でも考えていただいたところはな

いのでしょうか。 
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〇委員長（三富美代子） 美化センター所長。 

〇美化センター所長 ないです。すみません。申し訳ございません。 

〇委員長（三富美代子） 内藤委員。 

〇委員（内藤法子） 令和３年度の予算審査のときに、もうこの美化センターの件は

待ったなしということで、この予算審査のときは広域化という形の検討ということ

でした。近年新しい市長が単独というようなことも言っていますけれども、この令

和３年の中では令和２年に用地の選定を代替候補地を選定して、それぞれの場所メ

リット、デメリットを追及して可能性を検討するということでしたけれども、この

検討は何か結論というか出たのでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 美化センター所長。 

〇美化センター所長 結論というものは実際問題出ていないです。広域化に関しては、

広域化の検討会を３回程度かな、やりながら情報収集をして進め方の考え方を行っ

ておりました。 

〇委員長（三富美代子） 内藤委員。 

〇委員（内藤法子） これ以上先送りできないという危機感は担当課にはありますか。 

〇委員長（三富美代子） 美化センター所長。 

〇美化センター所長 それは、当然早くやらなければいけないということは痛恨して

考えております。 

〇委員長（三富美代子） 内藤委員。 

〇委員（内藤法子） 取りあえず令和３年度は何とかうまくやっていけたということ

で、つなげたということで決算審査ということでよいということでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 美化センター所長。 

〇美化センター所長 職員が一生懸命機械を維持しながらやってくれていますので、

とにかくそのままやっていただけたというのがそのとおりです。 

〇委員長（三富美代子） 勝又委員。 

〇副委員長（勝又利裕） お願いします。133ページの借地料のところですけれども、

令和３年度何か具体的に動きはあったのでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 美化センター所長。 

〇美化センター所長 土地、地主組合の総会に参加しまして、売っていただきたいの

でそれに対しての交渉を進めさせていただきたいという話をさせてもらってきまし

た。 

〇委員長（三富美代子） 勝又委員。 

〇副委員長（勝又利裕） 地主組合の総会って年に１回だと思っていますので、そこ

で行ってそこから動き出すというのはスタートになるのかなと思っているけれど

も、そこまでの動きはまだないということでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 美化センター所長。 

〇美化センター所長 そのときに今年度お会いしたという話で１回、ちょっとこれ外
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れるかもしれないけれども、６月に１回お会いさせてもらいまして、次に10月に会

う予定でいます。 

〇委員長（三富美代子） 勝又委員。 

〇副委員長（勝又利裕） 了解です。 

  もう一点、プラスチック製容器包装の関係ですけれども、集める量によって処理

費が変わってくるとは思うのですけれども、大体年に300トンぐらいなのかなって気

はしていますけれども、その辺の集める量というのはさほど年によってばらつきが

あったり、令和３年度は普通というか、令和２年度に比べてどうだったのでしょう

か。 

            （「ちょっと暫時休憩お願いします」の声あり） 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

  勝又委員。 

〇副委員長（勝又利裕） 今の質疑を取り消します。すみません。 

〇委員長（三富美代子） ほかに質疑は。 

  杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） お願いします。131ページにあります業務委託、運搬業務委託の

関係なのですけれども、毎日のこととか日によってもありますけれども、台風とか

例えば車両の故障など、そういった場合の対応についてどのような形でなされてい

るかは把握していますでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 美化センター所長。 

〇美化センター所長 委託で任せている以上、どんな状況であっても運ぶことに対し

てお願いしているというのが委託の内容になっております。 

〇委員長（三富美代子） 杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） 委託の内容分かりました。実際令和３年度はその委託のしてい

ます内容どおりの運用というかがなされていることは確認されていますでしょう

か。 

〇委員長（三富美代子） 美化センター所長。 

〇美化センター所長 はい、そのとおりです。 

〇委員長（三富美代子） 杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） ということは、例えば何か車両の故障があったよということで

あれば、向こう側で代替車両を用意していただいてしっかりやっていただいている

と、そのような認識でよろしいでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 美化センター所長。 

〇美化センター所長 おっしゃるとおりです。 

〇委員長（三富美代子） よろしいですか。 

  岡本委員。 
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〇委員（岡本和枝） 最終処分場というのよく有害化物質の塊みたいなこと言われる

のですが、第１表の中で埋立終了対策工事ということで計画を立てられて、その中

で土壌の調査みたいなものも含まれているのでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 美化センター所長。 

〇美化センター所長 今回のこの委託に関しましては、あくまでも要は水質を集めて、

ちょっと暫時休憩でよろしいですか。 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

  美化センター所長。 

〇美化センター所長 土壌につきましては、水質検査を委託で行っておりまして、そ

の中で処理をしております。 

〇委員長（三富美代子） 岡本委員。 

〇委員（岡本和枝） 水質だけではなくて、土壌そのものに対する調査も併せてそれ

は行われているということなのでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 美化センター所長。 

〇美化センター所長 土壌を抜けてきて排出される水の検査をしているので、問題な

いです。 

〇委員長（三富美代子） 岡本委員。 

〇委員（岡本和枝） では、土壌そのものにいろいろ堆積というか、今までの処理の

中で含まれる部分って、その心配というのは全く、排水の時点でチェックしている

から大丈夫という捉え方でいいということなのでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 美化センター所長。 

〇美化センター所長 そのように考えております。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） お願いします。131ページの施設維持修繕工事の件です。予算の

審査のときも限られた予算の中で優先順位をつけて修繕をしていくということでし

たけれども、今回特に予算内で修繕をしたもので、この美化センター自体が継続し

て運用できるところに今現在あるという認識でいいですか。 

〇委員長（三富美代子） 美化センター所長。 

〇美化センター所長 継続しながら、今年度はここで来年度はそこという形である程

度計画を建てながらの大きい工事をやりながら、あとは小さいもの組み合わせなが

らでやっているものです。単年度単年度ではなくて、継続的なものを考えながらの

維持修繕工事でやらせてもらっています。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 施設のこれからの更新の方向性がまだ見えない中で、この美化

センターが動かなくなるというのがすごく怖いことだと思っているのですが、３年

度含めてですけれども、万が一の場合に備えてどういう対応を取るというような何
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か方針は検討はされていらっしゃるのですか。 

〇委員長（三富美代子） 美化センター所長。 

〇美化センター所長 故障もそうなのですけれども、災害時とか何かでも搬入できな

くなったようなときにも備えまして、民間会社と毎年契約委託をしておりまして、

そのときにはそちらに搬入をさせてもらうというようなものを行っております。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 先ほど委員からもありましたけれども、施設の更新の方向性が

見えていないのが現状だと思います。３年度の中でちょっと何がどう進んだのかが

全く見えないのですけれども、３年度中もうちょっと検討した内容とか、具体的に

動いた内容というのがあれば教えてください。 

〇委員長（三富美代子） 美化センター所長。 

〇美化センター所長 スタート段階では、広域化に向けてという形の中で、広域化の、

ちょっと暫時休憩でいいですか。 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

  美化センター所長。 

〇美化センター所長 静岡県が主催する広域化を通じながら、マスタープランで選ば

れた３市２町と勉強会等を進めて、広域、単独問わずとしての内容を調査してまい

りました。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） この３市２町の中で、広域についてそこにスポットを当てた協

議というのはしたということですか。 

〇委員長（三富美代子） 美化センター所長。 

〇美化センター所長 そこで、集まる３回ぐらい行っています。その３市２町だけの

集まり３回ぐらい行っています。 

            （「では、した」の声あり） 

〇美化センター所長 した、はい。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） それらの結果も踏まえて、この先の方針を見直しをしたという

ところになりますか。 

〇委員長（三富美代子） 美化センター所長。 

〇美化センター所長 いろんな考え方がありますので、一つの手法として今は捉えな

がらその会議に入っております。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） では、これまでに選定してきた候補地等に対する環境アセスと

かの準備等は、令和３年度は何か着手したものはありますか。 

〇委員長（三富美代子） 美化センター所長。 
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〇美化センター所長 ございません。はっきり言ってございません。 

  ちょっと暫時休憩でいいですか。 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

  賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 最後ちょっと確認ですけれども、３年度中に先ほど幾つかの検

討をしたという話ありましたが、これまでにつくった基本構想があります。ここは

基にした上での協議をしてきたということで間違いないですか。 

〇委員長（三富美代子） 美化センター所長。 

〇美化センター所長 ちょっと暫時休憩でいいですか。 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

  美化センター所長。 

〇美化センター所長 今までの構想は手法の話とか、土地の話、あと広域化の話など

が入っていたと思います。広域化に関してはまさしく今やっているところで、土地

に関しては先ほども言ったのですけれども、ちょっと調べられてはいないのですけ

れども、そういうところの当ての考え方はしています。だから、まるっきり離れた

という話ではなく、見ながらの検討にはなっていると捉えております。 

〇委員長（三富美代子） ほかに質疑はありませんか。 

  以上で委員の質疑を終わります。 

  分科会外議員の質疑はありませんか。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（三富美代子） 以上で分科会外議員の質疑を終わります。 

  以上で、認定第１号のうちの関係部分に関する質疑を終わります。 

  これより認定第１号のうちの関係部分について意見を伺います。 

賛否に関する意見はありませんか。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（三富美代子） 分科会外議員の賛否に関する意見はありませんか。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（三富美代子） 以上で、認定第１号のうちの関係部分に関する意見を終わ

ります。 

 

 

美化センター（答弁漏れ） 

〇委員長（三富美代子） あともう一点、資源化率の関係がありますけれども、そち

らは役職はどなた。 

  美化センター主査。 
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〇美化センター主査 先ほどの資源化率についてなのですが、こちらは8.5という形で

多いか少ないかという部分なのですが、全体的な県、全国的な捉えてはいませんが、

平均的に28年8.6、8.5、8.5、8.3、9.0、8.5という形でなっております。基本的に

多いか少ないかと言われますと、少ないほうだと思います。 

〇委員長（三富美代子） 以上で答弁ございましたが、委員の皆さん、何かあります

でしょうか。よろしいですか。 

  では、以上で答弁漏れについてを終わります。 

  以上で美化センターの質疑を終わります。 

  以上で環境市民部関係の質疑を終わります。 
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議会事務局 

〇委員長（三富美代子） 議会事務局長の説明は終わりました。 

  質疑に入ります。質疑はありませんか。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（三富美代子） 以上で委員の質疑を終わります。 

  分科会外議員の質疑はありませんか。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（三富美代子） 以上で分科会外議員の質疑を終わります。 

  以上で、認定第１号のうちの関係部分に関する質疑を終わります。 

  これより認定第１号のうちの関係部分について意見を伺います。 

  賛否に関する意見はありませんか。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（三富美代子） 分科会外議員の賛否に関する意見はありませんか。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（三富美代子） 以上で、認定第１号のうちの関係部分に関する意見を終わ

ります。 

  以上で、議会事務局の質疑を終わります。 

 



- 150 - 

監査委員事務局 

〇委員長（三富美代子） 監査委員事務局長の説明は終わりました。 

  質疑に入ります。質疑はありませんか。 

  杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） お願いいたします。代表監査が亡くなりまして、識見委員の不

在ということの中で、残りの期間というか令和３年度運営されたと思うのですが、

その間に課題等、そういったものはあったでしょうか。 

〇委員長（三富美代子） 監査委員事務局長。 

〇監査委員事務局長 職務代理者の規定の運用をはじめ、監査に影響が出ないように

努めてきたところですが、委員からはやはり一人で実施することの負担が増えてい

たということを伺っております。事務的には30年以上職務代理者を置かれたことが

ないというところまでは確認できたのですけれども、それ以上はちょっと確認でき

なかったものですから、法的に誤りがないように細心の注意を払って実施をしてい

きました。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） 杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） 分かりました。職務代理者から負担が増えているという話を聞

いてということで、今後取ることができる対策についての検討などは令和３年度あ

りましたでしょうか。ちょっと休憩お願いします。 

〇委員長（三富美代子） 暫時休憩いたします。 

〇委員長（三富美代子） 再開いたします。 

監査委員事務局長。 

〇監査委員事務局長 事務局として一番心配したことが住民監査請求があった場合、

例えばそれが除斥の関係する事項であった場合監査ができないということになりま

すので、その部分法律的にどのような場合に除斥をされるか少し検討のほうをした

ということがございました。その結果、除斥については内容にもよるのですが、こ

ういう場合はこういうふうな対応を取るというような大まかなガイドライン的なも

のは策定しております。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） 杉山委員。 

〇委員（杉山茂規） 分かりました。ありがとうございました。 

〇委員長（三富美代子） ほかに質疑はありませんか。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（三富美代子） 以上で委員の質疑を終わります。 

  分科会外議員の質疑はありませんか。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（三富美代子） 以上で分科会外議員の質疑を終わります。 
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  以上で、認定第１号のうちの関係部分に関する質疑を終わります。 

  これより認定第１号のうちの関係部分について意見を伺います。 

  賛否に関する意見はありませんか。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（三富美代子） 分科会外議員の賛否に関する意見はありませんか。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（三富美代子） 以上で認定第１号のうちの関係部分に関する意見を終わり

ます。 

  以上で、監査委員事務局の質疑を終わります。 
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出納課 

〇委員長（三富美代子） 会計管理者の説明は終わりました。 

  質疑に入ります。質疑はありませんか。 

  賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） お願いします。前回の決算でも伺っていますけれども、令和３

年度の組み替え運用についてはどの程度の金額をされたのか伺います。 

〇委員長（三富美代子） 会計管理者。 

〇会計管理者 繰替運用でよろしいでしょうか。繰替運用につきましては、年を通し

て28億円の繰替えをしております。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） コロナ禍で不測の事態等も備えての運用だったのではないかな

というふうに思いますけれども、基金の運用という部分については３年度どういっ

た方向性で基金を運用していこうみたいなものが何か指針のようなものって何かあ

ればそこをお伝えできますか。 

〇委員長（三富美代子） 会計管理者。 

〇会計管理者 昨年の答弁としましては、基本的には大口の預金のほうで運用してい

くというような記録がされていましたので、そのような形での運用だというふうに

理解しております。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 大口ということで基金を幾つもセットにしたもので運用された

という中で、財調については短く何回かというふうな形を取られているかなと思い

ますけれども、財調を１個でまとめるというのはちょっと難しい話だったですか。 

〇委員長（三富美代子） 会計管理者。 

〇会計管理者 財調は、やはり最低現金のほうで不足があった場合にやはりそちらの

法に運転資金として回すというようなこともありますので、年を通してというのは

ちょっと避けていまして、基本的には短期の運用という形でしております。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 一時借入れ等はしなくても運用はできたということで大丈夫で

すか。 

〇委員長（三富美代子） 会計管理者。 

〇会計管理者 そのとおりです。 

〇委員長（三富美代子） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 企業版ふるさと納税は、基金の運用が記載ないのですけれども、

これは歳入された時期が年度の末のほうだったということでよろしいですか。 

〇委員長（三富美代子） 会計管理者。 

〇会計管理者 入金されたというか、歳入されたのは年度末ということで昨年度はご

ざいません。 
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〇委員長（三富美代子） ほかに質疑はありませんか。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（三富美代子） 以上で委員の質疑を終わります。 

  以上で認定第１号のうちの関係部分に関する質疑を終わります。 

  これより認定第１号のうちの関係部分について意見を伺います。 

  賛否に関する意見はありませんか。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（三富美代子） 以上で認定第１号のうちの関係部分に関する意見を終わり

ます。 

  以上で、出納課の質疑を終わります。 

  以上で予算決算委員会総務分科会に割り振られました議案の質疑を終了いたしま

す。 
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自由討議 

〇委員長（三富美代子） それでは、委員の皆様に申し上げます。 

  発言は１人ずつマイクを使用し、委員長の指名により発言をしてくださいますよ

うお願いいたします。ということです。 

  特に挙手がないのですけれども、順番でよろしいですか。 

  では、木村委員。 

〇委員（木村典由） マイクでいいのですよね。 

〇委員長（三富美代子） はい、マイク使ってください。 

〇委員（木村典由） お疲れさまでした。初めての決算審査ということで、予算審査

をしていないものを決算審査するということだったのですけれども、もうちょっと

自分の中では突っ込んで審査できればよかったなというところがありました。例え

ば今日あった危機管理課とかの駐輪場の問題であるとか、その土地の金額がずっと

一律一緒であったりとか、その辺をもうちょっと見ていったほうがいいのかなとか、

人件費の問題であるとか、もうちょっと奥まで調査して突っ込んでいければよかっ

たなとは思っていますけれども、次回頑張ろうと思っています。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） ありがとうございます。 

  それでは、杉山委員、よろしいですか。 

〇委員（杉山茂規） まずは、２日間お疲れさまでした。今回日程的に予備日がない

日程でちょっと不安なところあったのですが、無事ここまで終わることができてよ

かったと思います。本当に運営もスムーズでいってよかったということで、本当あ

りがとうございました。 

  調書についてなのですけれども、今日ちょっとあったのですが、書き方の問題な

のですけれども、様々ちょっと配慮したほうがいいところがあるかななんてところ

は感じました。あと、また支所の清掃業務のところなのですけれども、例えば同じ

項目だけれども、期間が違う場合など、そういうところも入れてもらえると分かり

やすいなというふうに感じました。 

  また、今回本当に初めてなのですけれども、調書や決算書を紙を持たないように

してちょっとやってみました。ちょっと小さくなるものですから、文字が、見にく

い反面、検索で文字を探すことができたりですとか、答弁のメモとか、あと分から

なかった言葉をその場で調べることができて非常に理解につながったなというふう

に非常に感じました。よかったと思います。 

  また、当局の側でもパソコン持ち込んでいらっしゃる方もいまして、後々は後ろ

のほうにある事務局端末のほうの皆さん使われるところもありまして、自分にとっ

て使いやすいのが使えるということがよかったなと思います。 

  また、自分なんか紙資料持ってこないということの中では、日程表なんかを自分

でデジタル化をさせてもらいました。今後はそういったものもデジタル化する必要
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があるのかなというところを感じました。 

  決算全体についてなのですけれども、今回第１期の行財政構造改革最終年という

ことの中で、皆さんの苦労話みたいなものが出てくるのかなと思ったのですが、積

極的な説明はありませんでした。質疑の中で聞くと多少そういうふうなものはあっ

たのですが、どちらかというとコロナへの対応の部分が非常に苦慮されているとい

うふうな印象を受けました。また、コロナというところの中では多くのところで、

は代替措置を考えて、こういうふうに工夫したというところがあったのですけれど

も、全く代替措置考えていませんでしたというところがあったというところは今後

の課題なのかなということは感じました。 

  全体を通しては、決算と言いますと是とするというような考え方で私は思ってお

ります。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） ありがとうございました。 

  次に、賀茂委員、お願いいたします。 

〇委員（賀茂博美） まずは審査お疲れさまでした。この令和３年度の予算が第１期

の行革の最終とかつ予算上程したタイミングで財政非常事態宣言を受けた予算、非

常事態宣言は令和４年度からと言われていましたけれども、その中ですごく職員の

方の危機感を持った１年間を過ごされたのかなというのが確認できるといいなとい

うふうに思いながら審査をしましたけれども、継続的にやってきているものという

のが非常に多くて、それぞれの年度内での検討して新しい形に変えていくというも

のがあまりなかったのかなという印象を正直受けています。ただ、財政的なものか

らすれば、交付税とかの増額があって、財調の取崩しは当初よりも少なくなったと

いうのは非常に結果としてはよかったのでしょうけれども、財政の均衡を図る一歩

につながっているかという部分がちょっと、コロナの影響も非常にありますので、

少し確認できなかったのかなというふうには思っています。 

  いずれにしても、取りあえず以上です。 

〇委員長（三富美代子） ありがとうございました。 

  では、内藤委員、お願いいたします。 

〇委員（内藤法子） 令和３年度の予算執行は、先ほど賀茂委員がおっしゃったみた

いに令和３年２月に財政非常事態宣言があって、かつコロナの影響を受けた年で、

今までに経験のないやっぱり執行を当局は強いられたと思います。そして、第１期

の構造改革の最終年でした。幸い財政面では少し交付税も多かったということで、

今までのなくちょっとよかったのですけれども、これはやっぱり特殊な事情で今後

こういうものは期待できるかといったら非常に難しいので、やっぱり非常事態とい

うことを頭に置きながらやっていかないといけないなと思っています。 

  それで、残念だったのはやっぱり大きな課題に向けては全然解決に向かっていな

い、美化センターの問題とか、先送りできないという状況は前の決算のときももう
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ここ何年かずっとずっとずっと言い続けて、認識しつつ、形というか、前進してい

ないというのがちょっと今後どうなのかなと思いました。 

  それから、墓地のほうもそうです。待ち、待っている人がいるのにどうしていこ

うかなというのも考えないといけないなと思いました。 

  それから、そういう大きなテーマに比べれば小さいテーマかもしれませんけれど

も、弁護士相談とか市民が相談を受ける人の倍以上設けられていないのに、だった

ら予算をつけるとか、途中で工夫とかできなかったのかなとかいうふうに思いまし

た。一生懸命やってくださったのは分かるのですけれども、ここちょっと改善した

ほうがいいのではないかというところができていなかったり、もっと大きなことを

しっかりと話して、少しでも形が見えるようにして、少しでもやっぱり大きく前進

してほしかったなという思いがありました。しかし、決算としてはよく頑張ってく

ださったと思うので、認める方向でいます。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） ありがとうございました。 

  次に、岡本委員、お願いいたします。 

〇委員（岡本和枝） 令和３年度のやっぱり決算というのも、この間市が進めてきま

す行革の真っただ中に決算だなというふうに思いました。その中で、総合計画の目

標値を注視しなくもなったという、これはとても大きなことかなというふうに思い

ます。単一の数値で数値目標を求めることで、施策の裏側にある市民生活とか、そ

ういう政策的なところまで数値目標だけだと、そこの必要な施策みたいなものがな

かなか見えづらい状況があったのかな、それが今回以降それがなくなっていくとい

うのはとても歓迎する方向性だなというふうに思いました。 

  区の運営費のところ、僅かなお金なのですけれども、一律とにかくこういう理由

で削減、とにかく削減する必要性があったから削減したというような、そういうと

ころがたくさんあったのですけれども、今回の決算を終えて、これからは政策的に

市民にとってどうなのかみたいなことが考えられるような姿勢になっていく、そう

いう希望を見た決算だったかなというふうに思います。 

  資料もいろいろ全てＡ４の縦になっていて、これで慣れればとても見やすいのか

なというふうに思いました。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） ありがとうございました。 

  そうしたら、勝又委員。 

〇副委員長（勝又利裕） 皆さん、お疲れさまでした。令和３年度決算ということで、

先ほど委員からも話があったとおり、財政非常事態宣言を受けた中での予算審査を

して、その予算議決した中での決算どうだという視点で審査はしたつもりですけれ

ども、それともう一点は総務委員会が一番最初ということで、もちろん一番最初財

政課やるわけですので、全体を通しての決算に関しての財政課の考え方というか、
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そういうところがもう少し自分として吹き出せなかったかな、次の常任委員会へ引

き継げるような審査ができたかちょっと反省点残りますけれども、そんなところで

す。 

  それから、日程については４年に１度のものがありますので、予備日を設けない

で２日間ということでやりましたけれども、いいのかなという、日程的には２日間

で何とかなるのかなという気はしています。今後また議運のほうでも検討してもら

えればとは思っていますけれども。 

  それから、委員のほうからちょっと出ましたけれども、主要事務事業調書の記載

の表現の方法がやはり杉山委員からも出ました、それともう一点分科会外議員から

も出たのですけれども、声のポスト通信のところが苦情と要望という表現になって

いたけれども、どちらかというと意見と要望のほうがいいのかなというようなこと

もありましたので、そこらはもう少し、表現の方法も検討する必要があるのかなと

思いました。 

  全体的に決算について、令和３年度予算に対しての決算ですから、予算を認めた

中での決算を審査した中でおおむね妥当であるだろうという、私はそういう考えで

おります。 

  以上です。 

〇委員長（三富美代子） ありがとうございました。 

  皆さんの意見を伺わせていただきました。決算審査、ここのところ総務委員会が

一番最初に行うということになりまして、財政課が一番トップで審査になるのです

けれども、なかなか準備も忙しかったのではないかなというふうに感じております。

皆さんのこの今出されたご意見に対して、また新たな何かお考えとかがありました

ら、発言していただきたいなと思いますけれども、特に今まで話していただいたこ

とでよろしければそれはそれでいいのですが、その辺はいかがでしょうか。 

  岡本委員。 

〇委員（岡本和枝） 勝又委員が最後におっしゃった、私もすごくそれを感じるので

す。デジタル研究会の一番最後の会議だったかと思うのですが、オンラインで見て

いたのですが、最後に関本教授か誰かだったのですが、市民の声というのは苦情と

して捉えるのではなくて、考える市民、考えているのだというふうな捉え方をする

ことが今必要だとおっしゃっていたのとても印象に残っていて、そういう視点で今

回も見てきたという部分では、ありふれた言葉なのだけれども、とても意味深いこ

となのかなというふうに思いました。 

〇委員長（三富美代子） ありがとうございます。 

皆様からはほかには特にはないようですか。 

委員長としてちょっと振り返らせていただくと、一生懸命皆さんも質疑をすると

きになるべく簡潔にということを思いながら頑張ってしていただいているのはよく

分かりますのですけれども、途中で説明の部分がだんだん大きくなってきてしまっ
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たというところを感じています。それは委員長の采配が悪かったということにもな

るのかもしれませんけれども。また、次に生かしていただいて、なるべく説明の部

分は少なく、ポイントを押さえて質疑を展開していただければなということを感じ

ました。 

答弁側の方々についても、どうしても一生懸命で説明部分が長くなってしまうと

いうことの傾向が多かったのかなというところが委員長としても反省点ではありま

す。おおむね皆さんのご協力をいただいて、日程の大体計画どおりには進めさせて

いただいたので、その点は感謝をしております。 

今日自由討議の中で皆さんがお話をしてくださった要点だけを委員長報告の中

の自由討議でこういうことをというポイントだけをお話をさせていただいて、報告

をさせていただくというようなことでいきたいというふうに思いますけれども、そ

の点はいかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

では、委員長一任ということで。ありがとうございます。 

では、以上で自由討議のほうはよろしいということですね。 

以上で本分科会に割り振られました議案の審査は全て終了いたしました。 

  来る９月14日の予算決算委員会で分科会委員長の報告をいたします。審査にご協

力賜りましたことに感謝申し上げまして、本分科会を閉会いたします。大変にお疲

れさまでした。 

 

                       15時34分 閉会 


